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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

本書は汎用プログラマブルコントローラPROSEC T1/TlS(以 降T1/TlSと 称す)の 仕様、

取扱いや注意事項について説明していまする

T1/TlSを 安心して使用頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必ず本書と関連取扱説明書

を熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熱してから正しく使用してください。

【重要事項について】
1.T1/TlSは 、一般産業機器 (各種製造ライン、工作機械など)に使用されることを意図して設計、

製造されたものです。

人命にかかわるような状況下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的として設計、

製造されたものではありません。T1/TlSを 輸送機器 (列車など)、 医療用、航空宇宙用、原子力

制御用、海底中継用機器あるいはシステムなど、特殊用途にご使用の場合には、事前に販売担当までご

相談ください。

2.T1/TlSは 厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、万―T1/TlSが 故障することにより

人命にかかわるような重要な設備及び重大な損失の発生が予測される設備への適用に際しては、重大事

故にならないように必ず安全装置を設置してください。

3.T1/TlSは 取り付け ・配線 。使用 ・保守について、制御機器取扱いの一般知識がある方を対象とし

ています。取扱いを誤つた場合には、感電 ・火災 ・故障 ・誤動作の恐れがありますので、制御機器取扱

い知識および電気的知識が不十分な方は、取り付け 。配線 。使用 。保守は避けて、専門知識のある方に

依頼して作業してください。

4.本 書および別冊の関連資料は、プログラマブルコントローラおよび制御機器取扱いの一般知識がある方

を対象に言己載しております。記載内容に不明な点がありましたらご質問ください。
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【警告マークについて】

本書では、安全事項ランクを 「危険」 「注意」に区別してあります。

:取扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける

可能性が想定される場合。

△ 注意

◇ 危険

注 意   

:路

齢 麗 艶 盛 隅 蹴 縫 義 鑑 整 譜 播

受

な お に記載した事項でも、状況によつては重大な結果に結びつく可能性が

あります。いずれも重要な内容を記載していますので必ず守つてください。
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【取り付けについて】

【配線について】

△ 注意
1.本 書に記載の環境で使用してください。

高温、多湿、塵埃、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、故障、誤

動作の原因となることがあります。 (51ページ)

２ 本書に記載の取り付け方法に従つて取り付けてください。指定方向以外の取り付け、または

取り付けに不備がありますと、落下、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

(52ページ)

T1/TlSの 取り付けおよび端子台の管脱は、必ず電源を切つた状態で行つてください。３

感電、誤動作(故 障の原因となることがあります。 (52ページ)

4.T1/TlSの ユニット内に電線くずなどの異物が入ることのないようにしてください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。 (52ページ)

△ 注意

1.ケ ーブルの配線は必ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。 (54,57,58ベ ージ)

2.T1/TlSの 配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで被覆するなどして、導電

部分が露出しないようにしてください。また、端子台カバーは脱落、破損のないように取扱

い、配線終了時には端子台カバーを端子台に確実に取り付けてください。導電部が露出して

いると感電の恐れがあります。

3.必 ず接地を行つてください。

接地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。

奨の恐れがあります。

5.配 線作業は、資格のある専門家が行つてください。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。

4.定 格にあつた外部電涼を接続してください。定格と異なつた外部電源を接続すると爆発、火

(54,58ベージ)

(54ページ)

(57ページ)

(54,58ページ)
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【使用上の注意】

◇ 危険
1.非 常停止回路、インターロツク回路などはT1/TlSの 外部で構成してください。T1/

TlSに 故障、誤動作が生じた場合、人身事故に到る危険性があります。また、機械の破損

をまねく恐れもあります。 (49ページ)

△ 注意
2.通 電中はT1/TlSお よび 1/〇 モジユールの端子台カバーを必ず付けた状態で使用し、

端子には絶対に触らないでください。

感電の恐れがあります。

3.強 制出力、RUN(運 転)、 HALT(停 止)な どの操作は十分安全を確認して行つてくだ

さい。操作ミスや安全確認の怠りにより、機械の破損や事故が起こる恐れがあります。

4.電 源は次の順序で投入するように外部回路を構成してください。

T1/TlS本 体の電源投入→T2 1/Oモ ジュールと外部負荷電源投入

この投入順序が守られていない場合、誤動作により機械の破損や事故の恐れがあります。

5.T1/TlS本 体や 1/Oモ ジユールの動作設定スイッチ、ジヤンパーは、指定された設定

方法および内容を設定してください。

指定外の設定は故障、誤動作の原因となります。

6.オ プションカードはT1/TlS専 用、T2 1/Oモ ジユールはT1/TlS/T2

専用ですので、必ずT1/TlS本 体および専用ベースユニットに取り付けて使用してく

ださい。単独での使用および他の用途への使用はおやめください。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【使用上の注意】

△ 注意
7.1/Oに 供給する外部電源はできるだけ負荷電源と共用にしてください。これができない場

合は、外部電源と負荷電源が同時にオフするようシステムを構成してください。

システムの安全上、必ず負荷電源をT1/TlS本 体の電源よりも先にオフするようにして

ください。これが守られていない場合、機械の破損、事故の恐れがあります。

8.出 力回路には過負荷保護のため、電流容量に合つたヒューズを外部回路に取り付けてくださ

い 。

負荷短絡などにより機械の破損や事故の恐れがあります。

9.T2 1/〇 モジユールのベースユエットヘの装着は、カチッと首がするまで押し込み、抜

ける、ぐらつくということがないよう確実に固定されていることを確認してください。

装着が不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。

10.煙 が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないでください。

火災や感電の原因となります。

このような場合は直ちに全ての電涼を切り、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡

してください。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないでください。

(59,60ページ)

取扱説明書中に記載のサンプルプログラムは、お客様にて動作確認を行つた後使用してくだ

さい。

誤動作による事故を防ぐために、運用前に十分確認を行つてください。  (125ページ)



安全上のご注意

【保守について】

安全のために次のことは必ず守つてください

注意

T1/TlSユ ニツト・1/Oの 交換、および端子台 ・配線ケーブルの蒼脱は、必ず電源を

切つた状態で行つてください。

電源が入つたままの状態で作業しますと感電の恐れがあり、また誤動作、故障の原因となる

ことがあります。                           (62ページ)

T2 1/Oモ ジユールのヒューズは指定品と交換してください。

指定品以外を使用しますと火災、故障の原因となります。

システムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常点検、定期点検、清

掃を実施してください。                        (59ページ)

T1/TlSが 正常に動作しない場合は、 「トラブルシューテイング」を参考に確認してく

ださい。故障発生時は、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡し、返却および修理

依頼をしてください。

２

３

４

当社または指定サービス店以外での修理では動作および安全の保障は致

しかねます。

５

(62ページ)

リレー出力に使用している有接点リレーは接点の磨耗による寿命があります。本書に記載の

開閉寿命を確認して、寿命を越えないように使用してください。また寿命を越える場合は

Tl本 体ユニットごと交換してください。リレーの接点寿命を越えると接点の接触不良で出

力異常が発生し、機械破損や事故の恐れがあります。

T1/TlS本 体 ・オプションカード・T2 1/Oモ ジユールのハードウエアの分解、改

造、およびOSな どのソフトウエアの改造は絶対に行わないでください。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

点検時にT1/TlSの 電源端子部にて電源電圧を測定する場合は、十分注意して作業

を行つてください。感電の恐れがあります。             (60ページ)

６

７
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安全上のご注意

製品廃棄に関するお願い

製品の廃棄は次のように行つてください。

●製品の廃棄  T1/TlS本 体ユニットおよび1/Oを 廃棄する場合は通常の廃棄物とは

区別し、産業廃棄物として処理してください。
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安全上のご注意

本体での使用マークについて

【T1/TlS本 体の警告マークについて】

このマークは危険箇所の警告マークです。本体で感電の恐れのある場所や誤配線などにより本体

を破壊する恐れのある場所に明記しています。

このマークのある場所には次のことに注意してください。

電源が入つた状態で電源入力端子に触れると感電し、たいへん危険です。

電源入力端子には触れないでください。

安全のため、配線時や保守 ・点検のときには必ず電源を切つてください。

電涼入力端子には正しく配線し、規定電圧範囲を超えた電圧を印加しないでください。

故障や破壊の原因となります。

【警告シールについて】
T1/TlSの 電源端子部に、右図の警告シールが

取り付けられています。 (DC24V電 源タイプを

除く)

シールを台紙からはがして、T1/TlS本 体また

はT1/TlSの 近くの見やすい場所に貼つてくだ

さい。

シールには和文と英文がありますので、必要に応じ

て使い分けてください。

なお、配線時にはシール台紙を取り除いてください。

万一、シールの破損などがありましたら販売店まで

ご連絡ください。

２

３

●●●●●●●●

TOSHiBA

●●●●●●●● 0● ●●●●●●   ●●●●
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安全上のご注意

本文中での使用マークについて

【本文中でのマークについて】

次に示すワクは本書の中で必ず読んでいただきたい箇所についています。

T1/TlSの 取扱いや操作方法などで特に留意していただきたいことが書かれています。必

ずお読みください。
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Tl説 明書体系

T1/TlSシ ステムの説明書として以下の説明書を準備しています。

「Tl製 品説明書」 (UM― TS01***一 J001)(本 書)

T1/TlSの ハードウェア、機能、基本的命令語について説明しています。

なお、命令語につきましては基本的命令語のみを説明しておりますので詳細を掲載し

ていない命令語につきましては次の命令語説明書を参照してください。

「Tlオ ブション説明書」 (UM一 TS01***一 J002)

T1/TlSに 使用するオプションカード、TOSLINE一 F10、 コンピュータ

リンク機能について説明しています。

「Tシ リーズ命令語説明書」 (UM― TS03***― J004)

Tシ リーズがサポートするプログラム言語のラダー図について各命令語の仕様詳細を

説明しています。

「TlS通 信機能説明書」 (UM一 TS01***一 J020)

TlSの プログラマポートおよびリンクポートの通信機能について説明しています。

――  X,  一



もくじ

1 章

Tlシ ステム構成

T1/TlSシ ステムの構成、機能概要な

どを解説しています。

2章

仕 様

T1/TlSの 仕様、 1/O仕 様および I

/○ 配線を解説しています。

3章

1/0適用上の留意点

T1/TlSの 1/Oを 使用する際の留意

事項を解説しています。

4章

据付 ・配線

T1/TlSの 取り付けおよび接続方法に

ついて解説しています。

早

守 ・点検

T1/TlSの 点検およびメンテナンス方

法について解説しています。

トラフ
｀
!けシューティツク

｀
T1/TlSに 異常が発生した場合の

チエック方法などを解説しています。

7章

フ
°
ロクラミツク

｀
の前に

プログラミングの際に必要な話注意、リレー

番号などを解説しています。

8章
フ
°
ロク
｀
ラミツク

｀
鍔飛Tト

簡単な例題で、プログラミング操作の流れ

を説明しています。

9章

命令語

T1/TlSの 命令語のうち、基本的なも
のを解説しています。

1 0 章

特殊入出力機能

T1/TlSに 内蔵されている 1/〇 割り

込み、パルス出力について解説しています。
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1章  Tlシ ステム構成

1. l Tlお よびTlSの 概要

Tlシ リーズは 1/0 16～ 328点 の小型プロックタイプの高性能プログラマブルコント

□―ラです。

また、Tlシ リーズにはTlと TlSの 2つ の機種があります。TlSは Tlの 高機能版です。

次にTlシ リーズのラインアップは次の 12タ イプあります。

Tlシ リーズ T l - 1 6 -一

花: :材 : : | : DTl-28__1::材
:8:3DTl-40__モ

::材::,:D

Ｔ

TiS~~~~Tl~40S_1::林
::::SD

1/0点 数

Tlシ リーズは1/O点 数別にTl-16,Tl-28,Tl-40,Tl-40Sの 4種 類

かあります。それぞれの1/0点 数は次の通りです。

T l - 1 6 Tl-28 Tl-40 1Tl-40S

入力 8点 14点 24点

出力 8点 14点 1 6点

拡張性 な し な し オプションカード2枚 十

拡張ラックまたは拡張ユエット

組合せ最大 1/O点 数 :328

Tl-16お よびTl-28は 1/O点 数の拡張はできません。

Tl-40と Tl-40Sは オプションカード,拡 張ラックおよび拡張ユニットの3つ の

1/〇 拡張方法があります。

Tl-40/Tl-40Sは クレジットカードの約 1/2の サイズのオプションカードを2枚

まで実装できます。また、拡張ラックまたは拡張ユニットのいずれかを接続できます。拡張ラ

ツクにT2シ リーズ1/Oモ ジュールを実装することでよリフレキシブルな1/〇 構成ができ

ます。拡張ユニットの 1/O点 数は入力 16点 と出力16点 です。16点 オプションカード2

枚と64点 1/0 4枚 を実装した拡張ラックを接続すると328点 まで制御できます。
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1章  Tlシ ステム構成

メモ リ容量

プログラムメモリ容量はTlは 2kス テップ,TlSは 8kス テップです。プログラムとデー

タの一部は内蔵EEPROMに 保存されます。

Ｔ TlS

メモリ RAM(実 行 )と EEPROM 保存)

プログラム容量 2kス テップ 8kス テップ

(4kま たは8kモ ード)

データ容量 内部リレー :   1024点

タイマ :     64点

カウンタ :    64点

データレジスタ : 1024ワード

内部リレー :   4096点

タイマ :     256点

カウンタ :    256点

データレジスタ : 4096ワード

EEPROM保 存 プログラム

データレジスタ

(前半 512ワード)

プログラム

データレジスタ

(指定範囲 :0～ 2048ワード)

RAMパ ックアップ コンデンサ

(6時間/25℃ )

コンデンサ

(168時 間/25℃ )

機能

T1/TlSは 基本命令の他にデータ処理、演算処理など多数の機能があります。その上、

速カウンタ、パルス出力やデータ通信などの機能で様々な制御システムヘ適用できます。

Ｔ TlS

プログラム言語 フアンクションブロック付きラダー図

命令語 基本命令 :    17種

応用命令 :    76種

基本命令 :    21種

応用命令 :    99種

サブルーチン数 16

(ネステイング不可)

256

(最大ネステイング数 :3)

実行速度 1,4は s/接 点,2.3Hs/コ イル,

2Hs/転 送,6.5μ s/加 算

カレンダ機能 な し あり (年,月 ,日 ,時 間,分 ,

秒,曜 日)

通信 RS-232C(プ ログラマポート) RS-232C(プログラマポート),

RS-485(リンクポート)

百
同
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1章  Tlシ ステム構成

構成

T1/TlSは 小型で取り扱いが簡単なブロックタイプのプログラマブルコントローラです。

T1/TlSは ブロックタイプのコントローラの特長を全て備えています。それにカロえて、

Tl-40/Tl-40Sは モジュールタイプの1/Oで の拡張が行え、よリフレキシブルな

拡張性を備えています。

シリーズ互換性

プログラム言語はTシ リーズのプログラマブルコントローラと上位互換があります。T1/

TlSの プログラムは他のTシ リーズ (T2,T2E,T2N,T3,T3H)の プログラム

とアップワードコンパチです。また、周辺機器も同様に使用できます。
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1章  Tlシ ステム構成

1.2 特長

オプションカード

Tl-40/Tl-40Sは クレジットカードの約1/2の サイズのオプションカード用に2

つのスロットがあります。次の8タ イプのオプションカードが使用できます。

・16点 DC入 力 (D1116)

。16点 DC出 力 (D0116)

。8点 DC入 力+8点 DC出 力 (DDl16)

。1チ ャンネルアナログ入力 (0～ 5V/0～ 20mA)(AD121)

。1チ ャンネルアナログ入力 (±10V)(AD131)

。1チ ャンネルアナログ出力 (0～ 20mA)(DA121)

。1チ ャンネルアナログ出力 (±10V)(DA131)

。小規模データ伝送装置 TOSLINE一 F10リ モートステーション (FRl12)

16点 入力と 16点 出カカードを使用すると、Tl-40/Tl-40Sは 据え付けスペース

を拡張することなく72点 まで制御可能です。

高速カウンタ

1相2チャンネルまたは2相 1チャンネルの5kHzま でのパルスがカウントできます。

(DC入 カタイプのみ)

ポリューム入力

T1/TlSは ボリューム入力が2点あります。ドライバを使用してタイマ設定値や他の制御

パラメータが簡単に調整できます。

高速シーケンス実行

高速なデータ処理を必要とする高度な機械制御へもT1/TlSは 適用できます。

・1.4は s/接 点

・4.2は s/1ワ ード転送

・2.3μ s/コ イル

・6.5μ s/1ワ ード加算

また、T1/TlSは 割り込み入力機能もあります (DC入 カタイプのみ)。 これにより、

キャン時間に影響を受けない高速応答制御ができます。
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1章  Tlシ ステム構成

高機能ソフ トウェア

T1/TlSは それぞれ、基本命令 17種 /21種 、応用命令76種 /99種 が実行できます。

T1/TlSは サブルーチン,割 り込みプログラム,繰 り返し処理 (FOR/NE× T),本

質継承型PID命 令など標準装備しており、多くの制御システムヘ適用できます。

パ ッテ リレス運転

T1/TlSは 標準でEEPROMを 内蔵しており、プログラムをEEPROMに 保存できる

ため、パッテリレス運転が可能です。同様に可変データもEEPROMに 読み書きできるので

完全なメンテナンスフリーのパックアップ運転が可能です。、

この機能により、何年かに1度のパッテリ交換作業とバッテリのコストを省けるため、組み込

み機器などにはとても有効です。

パルス出力/PWM出 力

周波数可変のパルス出力または可変デューティパルス出力ができます (最大5kHz)。 これ

らの機能はステッピングモータの運転やアナログ出力の代用として使用できます。

コンピュータリンク機能

T1/TlSの RS-232Cプ ログラマポートはコンピュータリンクプロトコルと接続でき

ます。これにより、上位コンピュータや表示器などと簡単に接続できます。

プログラマポートのパリテイは奇数または無しが選択できます。パリティ無しモードは電話回

線のモデム接続に有効で、リモートプログラミングやリモートモニタが可能となります。

リアルタイム制御データリンクネ ッ トワーク

小規模データ伝送装置のTOSLINE一 F10リ モートカード (オプションカード)を

Tl-40/Tl-40Sに 挿入すると、高速データリンクネットワークが構成できます。こ

のネットワークでTシ リーズPLCの 上位機種 (T2/T2E/T2N/T3/T3H)の マ

スタステーションに16台 までのTl-40/Tl-40Sを リモートステーションとして接

続できます。それぞれのTl-40/Tl-40Sは マスタステーションとの間で1ワード受

信と1ワード送信を行います。伝送速度は750kbpsと 250kbpsか ら選択できます。
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1章  Tlシ ステム構成

T2シ リーズ 1/0モ ジユール

Tl-40/Tl-40Sは オプションカードの他にT2シ リーズの1/Oモ ジユールを4モ

ジュールまで接続できます。次のモジユールが使用可能です。

・16点 DC出 力 (D031/D0233P)

。32点 DC出 力 (D032)

・64点 DC出 力 (D0235)

。12点 AC出 力 (AC61)

・12点 リレー出力 (R061)

。4チ ャンネルアナログ出力

(A031/A022/A032)

・1軸位置決め (MCll)

16点 DC入 力 (D131)

32点 DC入 力 (D132)

64点 DC入 力 (D1235)

16点 AC入 力 (IN51/1N61)

8点 独立リレー出力 (R062)

4チ ャンネルアナログ入力

(A121/A122/A131/A132)

1チ ャンネルバルス入力 (P121)

CIFモ ジユール (CF211)

サンプリングトレース機能

サンプリングトレースとは指定データを指定タイミング毎に収集し、収集したデータをタイミ

ングチヤートまたはトレンド表示でプログラマのスクリーンに表示する機能です。この機能は

入力信号の変化の確認に有効です。Tlと TlSで は収集可能なデータ容量が次のように異な

ります。

・Tl.… …  1レ ジスター128回  または 8デ バイスー256□

・TlS.…  3レ ジスタ+8デ バイスー256□

パスワー ド機能

パスワードを使用することで、アプリケーションに要求されるセキュリテイレベルに応じた4

段階の保護レベルを設定できます。

レベル4   プログラム書き込み/読 み出しおよびデータ書き込み禁止

レベル3   プログラム書き込み/読 み出し禁止

レベル2   プログラム書き込み禁止

レベル 1   保護機能無し

ソリッ ドステー ト出力

T1/TlSの 各モデルにはソリッドステート出力が2点有ります (DC入 カタイプはトラン

ジスタ出力/AC入 カタイプはトライアック出力)。 これらのソリッドステート出力は高頻度

なスイッチング出力に適しています。
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1章  Tlシ ステム構成

着脱可能端子台

Tl-28/Tl-40/Tl-40Sは 着脱端子台を採用していますので、メンテナンス作

業が容易になります。

DINレ ール装着

T1/TlSは 取り付け用ツメで、ネジ止めによる取り付けと同様に標準DINレ ールにユニ

ット装着できます。

RUN中 プログラミング変更 (TlSの み)

TlSを 4kス テップモードに設定時、RUN中 にブログラム変更ができます。更にプログラ

ムをRUN中 に内蔵EEPROMへ 書き込みできます。これらの機能はプログラムデバッグ中

に有効です。

カ レンダ機能 (TlSの み)

TlSは 年 ・月 ・日・時間 ・分 ・秒 ・曜日をアプリケーションに使用できるカレンダ機能があ

ります。この機能によつて、スケジュール管理操作や時間毎のデータ収集などができます。カ

レンダデータは電源遮断時に内蔵コンデンサによリバックアップされ、バックアップ時間は

25℃ で7日 間です。

RS485 リンクポート(TlSの み)

TlSは RS485マ ルチドロップのリンクポートがあります。このリンクポートは次の伝送

機能の 1つを選択して使用できます。

・ コンピュータリンクモー ド: このモードでTシ リーズのコンピュータリンクプ

ロトコルが使用でき、ホストコンピュータに32台 までのTlSが 接続できます。こ

のモードでMM1/SCADAシ ステムも簡単に構成できます。

・ データリンクモー ド : 2台のPLC(TlS,T2E,T2N)が 直接リンク

接続できます。この直接リンク接続は、特別なプログラムも不要で、手軽に2台のP

LCを リンクできます。

・ フリーボートモード: ユーザが定義したASCIIメ ッセージを送受信するモ
ードです。端末やプリンタ,バ ーコードリーダなどのシリアルASCII機 器を直接

接続できます。

- 7 -



1章  Tlシ ステム構成

1.3 システム構成

Tl(Tl-16/Tl-28/Tl-40)の システム構成を示します。

プログラミングツール

i   パーソナル
|   コンピュータ

Tl本 体ユニット

Tl-16

Tl-28

Tl-40

▲
Ｔ
ｌ
ｌ
，

RS232C

ハンデイプログラマ

コンピュータリンク

他社製タッチパネル

オプションカード

□
□
一

い
つ
【日
倒
――――
―‐‐‐
四

ジヽ
Ｏ

２

／

Ｔ

Ｉ

4ス ロット2ス ロット

HP91lA
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1章  Tlシ ステム構成

T l S ( T l

プログラミングツール

パーソナル
コンピユータ

T―PDS

フ
°
ロク

・
ラミツ

フトウェア

ハンデイプログラマ

コンピユータリンク

他社製タッチパネル

-40S)の システム構成を示します。

・ツ
ー

団

力
／

TlS本 体ユエット

RS485

パーソナル
コンピュータ

T2シ リーズ用
1/Oモ ジユール

オプションカード

4ス ロット

□

□

中

Tl-40S

HP91lA
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1章  Tlシ ステム構成

1.4 入出力点数の拡張

Tl-16と Tl-28で は入出力点数 (以降 1/○ 点数と略す)の 拡張はできませんが、

Tl-40/Tl-40Sは オプションカードおよび拡張ベースユニットによる増設が行えま

す。

Tl-40/Tl-40Sに はオプションカードを2枚 まで組み込むことができます。

また、拡張ユニットまたは拡張ベースユニット (2ス ロット/4ス ロット)が 接続できます。

拡張ベースユニットの接続でT2シ リーズ用 1/〇 モジュールによる拡張が行えます。

(オプションカード)

D1116

D0116

DDl16

AD121

AD131

DA121

DA131

FIRl 1 2

(拡張ユエツ ト)

EDR32

EAR32

(拡張ベースユニッ

BU152

BU154

16点 DC入 力

16点 DC出 力

8点 DC入 力+8点 DC出 力

0～ 20mA/O～ 5V入 力 lch.

±10V lch.  12ビ ット

0～ 20mA lch.  12ビ ット

12ビ ット

±10V lch.  12ビ ット

TOSLINE一 F10リ モートステーション

6点 DC入 力+16点 リレー出力

6点 AC入 力+16点 リレー出力

1

1

卜)

:1/Oモ ジュール2枚 装着

:1/〇 モジュール4枚 装着

・1/O拡 張構成

本体 ユエット構成 1/〇 点数

Tl-16 刊■6 16点 (8点 入力/8点 出力)

Tl-28 Tl=28 28点 (14点入力/14点 出力)

Tl-40/

Tl-40S

Tl-40 40点 (24点入力/16点 出力)

Tl-40 +D1116 56点 (40点 入力/16点 出力)

Tl-40 +DDl16 56点 (32点 入力/24点 出力)

Tl-40 +匝亘亘コ 56点 (24点入力/32点 出力)

- 1 1  -



1章  Tlシ ステム構成

・1/〇 拡張構成

本体 ユニツト構成 1/O点 数

Tl-40

Tl-40S

Tl-40 +D1116+D1116 72点 (56点入力/16点 出力)

T l - 4 0 + D 1 1 1 6 + D D l 1  6 72点 (48点入力/24点 出力)

T l - 4 0  + D H  1 6 + D 0 1 1 6

または

T l - 4 0  + D D l 1  6 + D D l 1  6

72点 (40点入力/32点 出力)

Tl-40 +DDl1 6+D0116 72点 (32点入力/40点 出力)

Tl-40 +D0116+D0116 72点 (24点入力/48点 出力)

Tl-40 ■
 [][] 

(BU1 52)
1 6 8 点

Tl-40 ■
 [][] 

(BU1 52)

十オプションカード

200点

Tl-40 +剛
        

(BU1 54)
296ギ王

Tl-40 + 
[EII]  

(BU1 54)

+オ プションカード

328ギ車

Tl-40 + (EDR32/EAR32) 72点 (40点入力/32点 出力)

Tl-40 + (EDR32/EAR32)

十オプションカード

1 0 4 点

補足

(1)Tl-40/Tl-40Sに TOSLINE一 F10リ モー トス

テーション (FRl12)を 使用した場合、他にオプションカードを

1枚組み込むことができます。

(2)TOSLINE一 F10(FIR l 1 2)は Tl-40/Tl-40S

に 1枚のみ組み込むことができます。

(3)上 述のユニット構成においては、拡張ベースユニットに装着した 1/

〇モジュールは64点 モジユールと仮定して最大 1/O点 数を示して

います。

(4)1/〇 モジュールおよび拡張ユニットの詳細は別冊の 「Tlオ プショ

ン説明書」を参照ください。
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1.5 T1/TlS本 体ユエット

Tlに はTl-16、 Tl-28、 Tl-40の 3種 類のユニット、

TlSに はTl-40Sの 1種類のユエットがあります。

本 体 タイプ 入 力 出 力 電 源

Ｔ Tl-16 Tl―MDR16 8点  無電圧接点 6点  リレー

2点  トランジスタ

100-240Vac,

50/60Hz

Tl―MAR16 8ギミ  AC100V 6点  リレー

2点  トライアック

Tl―MDR16D 8ギ王   DC24V 6点  リレー

2点  トランジスタ

ＣｄＶ４２

Tl-28 Tl―MDR28 14ギ氣  DC24V 12点  リレー

2点  トランジスタ

100-240Vac,

50/60Hz

Tl―MAR28 14点 AC100V 12点 リレー

2点  トライアック

Tl―MDR28D 14ギ王  DC24V 12点 リレー

2点  トランジスタ

24Vdc

Tl-40 Tl―MDR40 24ギ王  DC24V 14点 リレー

2点  トランジスタ

100-240Vac,

50/60Hz

Tl―MAR40 24点  AC100V 1 4点 リレー

2点  トライアック

Tl―MDR40D 24ギ王  DC24V 14点 リレー

2点  トランジスタ

ＣｄＶ４２

ＳＴ Tl-40S Tl―MDR40S 24ギミ  DC24V 14点  リレー

2点  トランジスタ

100-240Vac,

50/60Hz

Tl―MAR40S 24点 AC100V 14点 リレー

2点  トライアック

Tl―MDR40SD 24ギ王  DC24V 14点 リレー

2点  トランジスタ

24Vdc

- 1 3 -



1章  Tlシ ステム構成

◆T l - 1 6

電源および
入力端子

◆Tl-28

電源および

入力端子

入力表示 LED

出力表示 LED

入力表示 LED

出力表示 LED

取付穴

プログラマポート
カ/ 一ヽ

取付穴

プログラマ
ポートカバー

DINレ ール溝

Tl   
MDR16

- 1 4 -



1章  Tlシ ステム構成

◆Tl-40

電源および
入力端子

入力表示 LED

プログラマ

ポートカバー

プログラマ

ポートカバー

出力表示 LED

状態表示 LED

オプション

カードスロット

DINレ ール溝

拡張用
コネクタ

オプション

カードスロット

DINレ ール溝

拡張用
コネクタ

◆Tl-40S

電源および

入力端子
入力表示 とED

状態表示 LED

●●●●●●●● ●●●●●●●● ●●●●●●●●

●●●●●●●● ●●●●●●●●   ●●● ●

●●●●●●●● ●●●●●●●● ●●●●●●●●

●●●●●●●● ●●●●●●●●   ●●● ●

- 1 5 -
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1章  Tlシ ステム構成

(A)プ ログラマポート部

ボリューム入力

モニドスイツチ

プログラマポート

。モードスイツチ :

スイッチ位置
ヒ
し

ム
ロ機

H (HALT) ユーザプログラム (ラダープログラム)実 行は停止されます。

プログラマによる運転モード変更は無効です。

プログラミングは通常この状態で行います。

R (RUN) スイッチを切り換えるとユーザプログラム実行が開始されます。

プログラマによる運転モード変更が可能です。

尚、プログラミングはHALTモ ードのみで可能です。

。ポリューム入力 :

T1/TlSは 2点 のポリューム入力を持つています。VOの ボリューム値は特殊レジ

スタSW30、 Vlの ポリューム値はSW31に 格納されます。ボリューム値のデータ

は0～ 1000で す。

・プログラマポート

インタフエースはRS232Cで 、プログラマケーブルをここに接続してプログラミン

グ、モニタなどを行います。

また、このポートはコンピュータリンクとしても機能します。

PRG 
① )

Tl-16/Tl-28

◎首◎Y

Tl-40/Tl-40S

- 1 6 -



1章  Tlシ ステム構成

(B)状 態表示LED

Tl-16/Tl-28

涯 :世母
● ● 。 ●~ ~ A U ×

Tl-40/Tl-40S

涯
”

P W R

R U N

F I  T

P W R

(POWER)        (稚衰)

点灯 電源正常

消畑 電源異常

R U N    ( 緑)

点灯 運転状態 (RUN状 態)

点滅 HOLD状 態

消灯 停止状態 (HALT状態)ま たはエラー状態

F L T

( F a u l t )    (赤)

点灯 エラー状態

点滅 ハードウエア異常 (プログラマが接続できない場合があ

ります)

消灯 正常時

AUX

(Auxlliary) (赤)

(Tl-40/Tl-40Sのみ)

ユーザプログラムでコントロールできるLEDで す。特

殊リレーS320を ONに すると点灯し、OFFに する

と消灯します。

- 1 7 -



1章  Tlシ ステム構成

1.6 オプションカード

Tl-40/Tl-40Sは 本体ユエットに2枚 までオプションカードを装着することができ

ます。

オプションカードには以下に示す種類のものがあります。

Tl-40/Tl-40S

オプションカード

補足

オプションカードの詳細につきましては、別冊の 「Tlオ プション説明書」

を参照してください。

タイプ 仕 様 電 源

D1116 16点 入力 DC24V-5mA DC5V

(本体ユエットより供給)D0116 16点 出力 DC24V-100mA

DDl16 8ギ王ヲ(ジ,  DC24V-5mA

+8点 出力 DC24V-100mA

AD12 0～20mA/0～ 5V入力 lch.12ビ ット

AD13 ±10V入 力 lch.12ビ ット

DA12 0～20mA出 力 lch.12ビ ット

DA13 ±10V出 力 lch.12ビ ット

FRl12 TOSLINE―F10リモートステーション

1ワード受信、1ワード送信

♂

- 1 8 -



1章  Tlシ ステム構成

1.7 拡張ユエット

Tl-40/Tl-40Sは 、拡張ユエットを 1台接続することができます。

拡張ユニットの接続で、32点 (入力 16点 /出 力 16点 )の 拡張ができます。

入力信号接続端子台
入力表示 旺D

DINレ ール溝

拡張コネクタ

電源状態表示 LED出力信号および

外部電源接続端子台 出力表示 LED

T l - 4 0 /

T l - 4 0 S

タイプ 入 出 力 使 用 電 源

EDR32 16点  DC24V入 力/16点  リレー出力 Tl-40/Tl-40S

本体ユエットより供給２３ＲＡＥ 16点  AC100-120V入 力/16点  リレー出力

●●●●●●●● ●●●●●●●● ●●●●●●●●

●●●●●●●● ●●●●●●●●   ●●●●

補足

(1)拡 張ユニットには、O.5mの 専用拡張ケーブルが付属しています。

(2)拡 張ユニットには、リレー駆動用DC24V外 部電源が必要です。

(3)拡 張ユニットの詳細につきましては、別冊の 「Tlオ プション説明

書」を参照してください。

(4)拡 張ユエットは拡張ベースユニットと同時には使用できません。

-19-



1章  Tlシ ステム構成

1.8 拡張ベースユエット

Tl-40/Tl-40Sは 、拡張ベースユニットを 1台接続することができます。

拡張ベースユニットにT2 1/Oモ ジュールを装着して下1-40/Tl-40Sの

拡張 1/Oと して使用します。拡張ベースユエットには以下の2種 類があります。

クタ

厳
接レ

タイプ ス ロ ッ ト 数 電 源

BU1 52 2ス ロット (T2 1/〇 モジュール) Tl-40/Tl-40S

本体ユニットより供給
BU1 54 4ス ロット (T2 1/Oモ ジユール)

BU152 BU1 54

日
＝
Ｈ
円
凹

日
Ｈ
＝
＝
日

日
田
＝
＝
凹

日
間
日
田
日

補足

(1)拡 張ベースユニットには、O.15mの 専用拡張ケーブルが付属して

います。

(2)拡 張ベースユニットには、T2用 電源モジユールは不要です。

(3)拡 張ケーブル接続コネクタは拡張ベースユエットの両側に付いていま

すが、どちらか一方のみを使用してください。

(4)拡 張ベースユエットはDINレ ールに取付けることができません。

(5)拡 張ベースユニットは拡張ユニットと同時には使用できません。

- 2 0 -



1章  Tlシ ステム構成

1.9 T2シ リーズ 1/0モ ジユール

拡張ベースユニットに装着してTl-40/Tl-40Sで 制御できる 1/○ モジユールは次

の通りです。

1/〇 モジユールの詳細は別冊の 「Tlオ プション説明書」をご覧ください。

型 式 種  別 概 略 仕 様
３Ｄ DC/ACヲ(ジD 16点 (16点コモン)、 DC/AC12-24V

２３ｎ
リ DC入力 32点 (8点コモン)、 DC24V

D1235 64点 (8点 コモン)、 DC24V
氏
υ

出
ド AC入 力 16点 (16点 コモン)、 AC100-120V

６Ｎ 16点 (16点 コモン)、 AC200-240V
６０Ｒ リレー出力 12点 (4点コモン)、 AC240V(+10%)/DC24V(+20%)

2A/点、4A/4点コモン(max)

R062 8点 (各点独立)、 AC240V(+10%)/DC24V(+20%)

2A/点、(max)
３０Ｄ トランジスタ出力 16点 (16点コモン)、 DC5-24V

lA/点、1.2A/4点 (max)

D032 32点 (8点コモン)、 DC5-24V

O。lA/点、0。8A/8点コモン(max)

D0235 64点 (8点 コモン)、 DC5/12-24V

l.lA/点 (DC1 2-24V)、 0.05A/点 (DC5V)
６ＣＡ トライアック出力 12点 (4点コモン)、 AC100-240V

O.5A/点、0.6A/2素子SSR(max)
２Ａ アナログ入力 4ch、4～20mA/1～ 5V 8ビ ット分解能

A122 4ch、4～20mA/1～5V 12ビット分解能
A131 4ch、0～10V 8ビ ット分解能

A132 4ch、-10～+10V 12ビット分解能
３０Ａ アナログ出力 2ch、4～20mA/1～5V/0～10V 8ビ ット分解能

A022 2ch、4～20mA/1～5V 12ビット分解能

A032 2ch、-10～+10V 12ビット分解能

P121 パルス入力 lch(バイパルス、ゼロマーカ付)、 5/12V

100Kpps(max)、24ビットカウンタ
ＣＭ 下軸位置決め 1軸、200Kpps(max)、位置データ記憶容量 64点

CF211 シリアルインタフエ
ース

RS232C(1ポート)

コモンメモリ:160ワード×2

- 2 1 -



1章  Tlシ ステム構成

1.10 オプションパーツ

種 周」 型式 略概

メモリカセット RM1 02 Tl接続ケーブル付き (0.3m)

マルチドロップ

アダプタ

CUlll プログラマポート用RS232C/RS485変換アダプタ

Tl接続ケーブル付き (0.3m)

プログラマケーブル C」105 」-3100… Tl間 (5m)

CN105 PC9801-Tl間 (5m)

コンピュータリンク

ケーブル

PT16S プログラマポート (RS232C)用(2m)
Tl側 :コネクタ,ホ スト側 :/ ラヽ線

オプションカード

1/○ コネクタ

PT15S

!tジ8翠坊じ継塊クタPT1 5F

拡張ケーブル CSl R2 拡張ベースユニット接続ケーブル 0.15m

BU1 52,BU1 54用 (予備品)

CSl R5E 拡張ユニット接続ケーブル 0。5m

EDR32,EAR32用(予備品)

空スロットカバー ＰＢＡ 拡張ベースユニット空スロット用カバー

- 2 2 -



1章  Tlシ ステム構成

1. 11 プログラミングツール

Tlで 使用できるプログラミングツールは2つ あります。
・ハンディプログラマ (HP91lA)

Tl専 用のプログラミングツールです。付属の専用ケーブルでTl本 体のプログラマポートと

接続して使用します。電源は本体から供給されますので不要です。
・プログラム開発支援ソフトウェア (T一 PDS)

パーソナルコンピュータにインストールして、専用のプログラマケーブル (別売)でパーソナル

コンピュータとTl本 体のプログラマポートとを接続して使用します。

パーソナルコンピュータの各オペレーティングシステムに対応できるソフトウェアがあります。

種 別 タイプ 型式 概 略

ハンディプログラマ HP91lA THP91 l AttS Tl接続ケーブル付き (2,Om)

プログラム開発支援

ソフトウェア

T―PDS TMW33JlSS 和文 WindOws3.1/Windows95用

TMW33ElSS 英文 WindOws3.1/Windows95用

TMM33VlSS 和文 DOS/V用

TMM331lSS 英文 IBM PC用

TMM33NlSS 和文 PC9801用

プログラマケーブル C」105 TC」105培CS 」-3100/DOS/V←→>Tl間 (5m)
CN105 TCN1 05培CS PC9801    く一→ Tl間 (5m)

なお、各プログラマにおいてTlで 使用できるソフトウェアバージョンがありますので、使用時は

ご確認ください。

タイプ 型式 Tl-16/28/40 Tl-40S 備考

HP91lA THP91 l AttS Vl.1～

T―PDS TMW33」lSS Vl.2ハウ Vl.2βυ 和文 WindOws

TMW33ElSS Vl.0かψ Vl.2ハV 英文 WindOws

TMM33VlSS V2.01′V V2.10ハV 和文 DOS/V

TMM331lSS Vl.61′▼ V2.10かV 英文 IBM PC

TMM33NlSS Vl.42′V V2.10ハツ 和文 PC9801

補足

Tl-40Sは Tl-16/28/40で 使用できるソフトウェアバージョ

ン(HP91lA/T― PDS)も 使用可能ですが、主に次の制約事項があり

ます。

(1)シ ステム情報のプログラム容量は
“
2kス テップ

"以
外では書き込み

きません。 
“
2kス テップ

"に
変更後、書き込んでください。

書き込み後、プログラム容量は
“
4kス テップ

"と
なります。

(2)追 力Bされた命令語の一部 (MAVE,DFと,HTOA,ATOH)が 編集およびモニタ

できない場合があります。

- 2 3 -
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1.12 伝送システム

T1/TlSは 、伝送システムとして次の3つ をサポートしています。
・コンピユータリンク (RS232C):プ ログラマポート
・リンク (RS485):リ ンク端子
・TOSLIN E一 F10:F R l 1 2

●コンピュータリンク (RS232 C )

コンピュータリンクはT1/TlSが サポートしています。

コンピュータリンクはT1/TlSと パソコン、タッチバネルなどの間でデータのやりとり

を行うものです。

T1/TlSの プログラマボートはこのコンピュータリンクもサポートしています。

プログラマポートをコンピュータリンクとして使用中はプログラマは接続できません。逆に

プログラマ接続中はコンピュータリンクは使用できません。

項  目 仕  様

伝 送 方 式 RS232C (1:1)

伝 送 距 離 1 5 m ( m a x )

伝 送 手 順 半二重方式

同 期 方 式 調歩同期方式

伝 送 コ ー ド ASCII

伝 送 速 度 9600bps ([ヨ反置)

符 号 構 成 スタートビット:1ビ ット (固定)

データ長   :8ビ ット (固定)

パリティ   :無し/奇 数

ストップビット:1ビ ット (固定)

機 ヒ
ヒ

含 T1/TlSのデータリード/ラ イト

T1/TlSのステータスリード

その他

補足

(1)機 種により機能が異なります。

(2)Tlコ ンピュータリンクの詳細は別冊の 「Tlオ プション説明書」を

TlSコ ンピュータリンクの詳細は別冊の 「TlS通 信機能説明書」

をご覧ください。
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●リンク (RS485)

リンク機能はTl-40Sの みサポートしております。

リンク機能は次の3つ から選択します。

・コンピュータリンク

・データリンク
・フリーボート

・コンピュータリンク

プログラマポートと同様なコンピュータリンク機能をパソコン、タッチパネルなどの間で実

現します。また、伝送方式がRS485の ため、パソコン等をホストとした 1:N接 続が容

易に実現できます。

データリンク

データリンク機能は2台 のTl-40Sを 1:1に 接続し、Dレ ジスタの32ワ ードデータ

を受け渡じします。

ステーショツNo。1                  ステーションNo.2

- 2 5 -
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。フリーボート

フリーボート機能はパーコードリーダ、プリンタ、ディスプレイ等の ASCII通信機器の接続

に使用します。

補足

(1)リ ンク機能はコンピュータリンク、データリンク、フリーボートのい

ずれかの機能を選択して使用できます。

(2)リ ンク機能の詳細は別冊の 「TlS通 信機能説明書」をご覧ください。

(3)リ ンク機能はプログラマポートと同時に使用できます。

- 2 6 -



1章  Tlシ ステム構成

●TOSLINE一 F10

TOSLINE一 F10は 小数点分散ネットワークで、Tl-40/Tl-40Sの みサポ
ートしています。

Tl-40/Tl-40Sに TOSLINE一 F10リ モートステーション (FRll

を装着すると、Tl-40/Tl-40Sは リモートステーションとなります。

これによりTl-40/Tl-40Sは マスタステーションに対し、送信 (1ワ ード)

信 (1ワ ード)を 行うことができます。

仕 様

高速モード 遠距離モード

伝送 路構成 ス 形

伝 送 距 離 ｍ００５ ｍＫ

伝 送 速 度 750Kbps 250Kbps

伝 送 容 量 32ワード(512点)

Tl-401台当たり 送信 1ワード、受信 1ワード

伝送サイクル 7ms/32ワード 12ms/32ワード

チエック方式 CRCチ ェック

(TOSLINE― F10構 成例)

タッチブヽネルなど

・Tl-40/Tl-40Sの TOSLINE一 F10に ついては別冊の

「Tlオ プション説明書」をご覧ください。

・TOSLINE― F10の マスタステーション (T2/T2E/T2N/

T3/T3H)に ついては別冊の 「TOSLINE― F10概 説書」をご

覧ください。

2)

、受

リモート1/0
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2章 仕 様

2. 1 -般 仕様

補足

(1)外 部供給DC24Vは 、AC入 カタイプとDC電 源タイプにはありま

せん。

(2)外 部供給DC5Vは HP91lA未 接続で0。 2A、 リンク機能未使

用で0.lA増 加します。

項 目 Tl-16 Tl-28 Tl-40 Tl-40S

Ａ
Ｃ
電
源
タ
イ
プ

電源電圧 AC100-240V (■10/-15%)、 50/60Hz

消費電力 30VA E火
~F

38VA以 下 45VA以 下

突入電流 50A以 下 (AC240V時 ,40℃ 以下,コールドスタート)

外部供給 DC24V

+10%

外部供給 0。lA

十

無電圧接点入力

用電源

外部供給 0.2A

DC5V 0.8A 0.7A

(オフ
°
ショツトド十拡張ユニットまたは

抗云引震へ
'―
スユニツト炉目)

Ｄ
Ｃ
電
源
タ
イ
プ

電源電圧 DC24V (+20/-15%)

消費電力 12W以 下 18W以下

突入電流 25A以下 (DC24V時)

外部供給 DC5V 0.8A 0.7A

(オフ
°
ショツカード十拡張エツトまたは

拡張へ
`―
スユニット用)

許容瞬停時間 最低 10ms

絶縁抵抗 10Mり 上 (電源端子と FG間 )

絶縁耐圧 AC1500V l分間 (電源端子とFG間 )

周囲温度 0～55℃ (使用時)-20～ 75℃ (保管時)

使用周囲湿度 20～90%RH 結露なきこと

耐ノイズ性 1000Vp―p/1 μs(電 源ノイズ)

耐振動 16.7Hz-3mmp―p 」IS C0911に 準拠

耐衝撃 98m/s2(10G)3□ XYZ方向 」IS C0912に準拠

重 量 (概略) 500g ｇｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

７
′ ｇ（

υ
〔
υ

０
０

オプションカード:  509, 拡張ユニット:    700g

拡張ベース 2スロット:6009,拡張ベース 4スロット:800g
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2章 仕 様

2.2 外形寸法

T l - 1 6

T l - 2 8

[ m m ]

一　

　

＝

　

　

　

＝
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2章 仕 様

Tl-40/Tl-40S/EDR32/EAR32

オプションカード

オプションカード装着時の突出寸法

一　

　

　

　

　

　

一

[ m m ]

讐
ll:

オフ
°
ショツカート

・
Ａ

D1116/D0116/

DDl1 6

約 55mm

AD1 21/AD1 31/

DA121/DA1 31

約 16mm

FRl12 約 1lmm
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2章 仕 様

拡張ベースユニット (2ス ロット)BU152

1 4 3 . 0 ( m a x . )

拡張ベースユニット (4ス ロット)BU154

[ r n  m ]

-31 -



2章 仕 様

◆T2

32/64点 1/0,MCll装 着時

143(max.)

- 3 2 -



2章 仕 様

2.3 機能仕様

項 目 Tl-16 Tl-28 Tl-40 Tl-40S

制御方式 ストアードプログラムサイクリックスキヤン方式

スキャン方式 フローティングスキャン方式/定 刻スキャン方式 選択可

入出力方式 一括リフレッシュ方式/ダ イレクトリフレッシュ方式 (併用可能)

プログラムメモリ RAM+EEPROM(バ ッテリバックアップなし)

プログラム容量 2Kステップ 8Kステップ

プログラムサイズ 2Kステップ 8K/4Kス テップ切換

プログラム言語 ラダー図

命令語 基本命令

応用命令

17種類

76種類

21種類

99種類

実行速度 1.4Ms/接 点 2.3Hs/コ イル 4.2Hs/転 送 6.5μ s/加算

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御
機
能

メインプログラム

サブプログラム

定同期割り込み

1/O割 り込み

サブルーチン

ネステイング

1 本

1 本

1本 (5～1000ms、5ms単位)

4本 (高速カウンタ、言」込入力)

16本

不可

256本

3

入出力点数 占
小

６ 28ギ王 40点 (本体)

+32点 (オフ
°
ショツカード)

+16ワート
'(1/0モ

シ
'ュール)

カ

プ

入

財

DC入力

タイフ
°

AC電 源 無電圧接点入力 DC24Vヲ(ジ,

DC電 源 DC24Vヲ(ヲ,

AC入 カタイフ
°

AC100 ▼々120Vヲ(ジ,

出力

タイフ
°

DC入 カタイフ
°

リレー出力十トランジスタ出力 (2点 )

AC入カタイフ
°

リレー出力+ト ライアック出力 (2点 )

1/〇 端子台 固定 着脱可能

内
部
メ
モ
リ

内部リレー

特殊リレー

タイマ  0.01s

O . l s

カウンタ

データレジスタ

イツテ
Ⅲ
ックスレシ

Ⅲ
スタ

1024ギミ    R0000-R063F

6 4ワード R W 0 0 0～R W 0 6 3

1024ギ王    S0000ハυS063F

6 4ワード S W 0 0 0～S W 0 6 3

32ギ王  T000かυT031

32ギ王  T032-T063

64ギ王  C000ハVC063

1024ワード D0000～D1023

3ワード I、U、K

4096Ftt R0000ハウR255F

2 5 6 ワードR W 0 0 0 ～R W 2 5 5

64ギミT000ハ▼T063

192点T064～T255

256ギ王C000-C255

4 0 9 6 ワード D 0 0 0 0 ～D 4 0 9 5

パックアップ時間

(初期値)

6時間 (25℃) 168時間 (25℃)/

72時間 (40℃)
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2章 仕 様

機能仕様 (続き)

項 目 Tl-16    1    Tl-28    1    Tl-40 Tl-40S

特殊機能

覇蚕東男
ン
桑 | ぉ浸々増拙 み可)

ボリューム入力 2点

爺幡

力 (CWttCCWまたは/ ルヽスキ方向)}(1名

;;場 冴ず腎段可)

伝送関連 ・RS232C(1ポ ート)……・プログラマまたはコンピユータリンク

・RS485(1ポート)"… ・

コンピユータリンク

データリンク

フリーポート

TOSとINE―F10 リモートステーショツ(FRl12使 用)

カレンダ機能 精度 ±30秒/月

デバッグ機能

サンプリングトレース ;言0資曇|1号:安軍モチ|どちらかを選択
8デバイスキ3レジスタ

256スキャン

その他 ・RUN中プログラム変更

。RUN中のプログラム

EEPROM書込

補足

(1)電 源投入時 EEPROMに保存されているプログラムが RAMに 転送されま

す。よつて、プログラムを変更した場合、プログラマを使用してEEPROM

書き込みを実行してください。EEPROM書き込みを実行しないと、電源投

入時、変更したプログラムは EEPROMの内容 (変更前のプログラム)に

上書きされます。

(2)RAMお よびカレンダ ICは内蔵コンデンサでバックアップされます。

(3)高 速カウンタ,割 り込み入力,パ ルス出力および PWM出力は DC入カタ

イプのみ可能です。

(4)高 速カウンタと割り込み入力は同時に使用できません。

(5)パ ルス出力とPWM出力は同時に使用できません。

(6)RS485は コンピュータリンク機能,デ ータリンク機能,フ リーポート機

能を選択して使用します。
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2章 仕 様

2.4 1/O仕 様

2 . 4 . l  T l - 1 6

(入力仕様)

項  目
仕 様

DC入 カタイプ (AC電 源)

入力種別 無電圧接点入力

(ソース/シ ンク切換)

入力点数 8点 (8点 /コ モン)

入力電圧 Tl-16本 体ユエットより供給 (DC24V±10%)

入力電流 7mA(DC24V)

ON電 圧 外部接点クローズ (外部接点 ON時抵抗 :1.2K Ω max)

O F F電 圧 外部接点オープン (外部接点 OFF時抵抗 :20K Ω min)

ONデ ィレー 0～ 15ms(X00～ X07)

〇戸Fデ ィレー 0～ 15ms(X00～ X07)

入力信号表示 各点 LED表 示、ON時 点灯、論理側

外部接続 端子台 (固定)、 M3.5

絶縁耐圧 AC1 500V、1分間 (内部一外部回路間)

回路構成

補足

(1)無 電圧接点の入力形態は内部ジャンパーにより切換えることができま

す。 (3章 参照)

ジャンノヽ-3側 :ソース形入力 (工場出荷時)

ジヤンパー 1側 :シンク形入力

(2)無 電圧接点入力のONデ ィレー/OFFデ ィレーは0～ 15msの 間

で設定することができます。 (10章参照)
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2章 仕 様

項  目

仕 様

DC入 カタイプ (DC電 源) AC入 カタイプ

入力種別 DC入 力

(ソース/シ ンク)

AC入 力

入力点数 8点 (8点 /コ モン) 8点 (8点/コ モン)

入力電圧 DC24V  +10/-15% AC100～120V +10/-15%

50/60Hz

入力電流 7mA(DC24V) 7mA(AC100V)

ON電 圧
Ｖ５ＣＤ Ｖ０８

OFF電 圧 DC5V Ｖ０３

ONデ イレー 0～ 15ms(X00～ X07) 25ms+設 定値以下

O F FEディレー 0～15ms(X00～ X07) 30ms+設 定値以下

入力信号表示 各点 LED表示、ON時 点灯、論理側

外部接続 端子台 (固定)、 M3.5

絶縁耐圧 AC1500V、1分間 (内部一外部回路間)

回路構成

(入力仕様)

補足

(1)DC入 力のONデ ィレー/OFFデ ィレーは0～ 15msの 間で設定

することができます。 (10章参照)

(2)AC入 力のONデ イレー/OFFデ ィレーは設定値 (0～ 15ms)

がカロ算されます。 (初期値 :10ms)(10章 参照)
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2章 仕 様

(出力仕様)

補足

(1)ト ライアック出力2点 は、AC入 カタイプのTlに 装備されます。

(2)リ レーの開閉寿命は以下を参考にしてください。

機械的寿命 :2000万 □以上

電気的寿命 :10万 □以上 (定格電圧 。電流時)

項  目

仕 様

リレー出力

(DCおよびAC入カタイフ
°
)

トラツプスタ出力

(DC入カタイフ
°
)

トライアツクと巴ヲD

(AC入カタイフ
°
)

出力種別 リレー出力 トランジスタ出力

(シンク)

トライアック出力

出力点数 6点 (6点/コ モン) 2点 (2点/コ モン) 2点 (2点 /コ モン)

定格負荷電圧 AC240V/DC24V DC24V AC100-240V(50/60Hz)

負荷電圧変動範囲 最大 AC264Vまで

DC1 25V目【マF

DC20.4-26.4V AC24-264V(47/63Hz)

最大負荷電流 2A/1点、4A/コモン 0.5A/1点 1.OA/1点

接点ON抵 抗 50m Ω以下 (初期値)

ON時 飽和電圧 1.5V以 下 1.5V以 下

OFF時 リーク電流 な し 0.lmA以下 (DC24V時) 1.OmA/2.OmA以下

(AC100/240V,50Hz時)

最小開閉電圧電流 Ｖ

　

Ａ

５

　

ｍ

Ｃ

　

０

Ｄ

　

ｌ (50mW以上)

ONデ ィレー 10ms以 下 0。lms以下 lms以 下

O FI Fデ ィレー 10ms以 下 0.lms以 下 lms+1/2サイ勿♭以下

出力信号表示 各点 LED表示、ON時点灯、論理側

外部接続 端子台 (固定)、 M3.5

絶縁耐圧 AC1500V、1分間 (内部一外部回路間)

回路構成
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2章 仕 様

2.4.2 Tl-28

(入力仕様)

項   目
仕 様

DC入 カタイプ AC入 カタイプ

入力種別 DC入 力

(ソース/シ ンク)

AC入 力

入力点数 14点 (14点/コ モン) 14点 (14点 /コ モン)

入力電圧 DC24V  +10/-15% AC100～120V +10/-15%

50/60Hz

入力電流 7mA(DC24V) 7mA(AC100V)

ON電 圧 DC15V AC80V

O F F電 圧 DC5V AC30V

ONデ ィレー 0かV15ms(X00-X07)

10ms(X08-XOD)

25ms+設定値以下(X00～X07)

25ms以下(X08-XOD)

OFFデ ィレー 0～1 5ms(X00～ X07)

10ms(X08-XOD)

30ms十設定値以下(X00～X07)

30ms以下(X08-XOD)

入力信号表示 各点 LED表示、ON時点灯、論理側

外部接続 端子台 (着脱可能)、 M3.5

絶縁耐圧 AC1500V、1分間 (内部―外部回路間)

回路構成

補足

(1)DC入 カタイプの先頭8点 分のONデ ィレー/OFFデ ィレーはO

～ 15msの 間で設定することができます。 (10章参照)

(2)AC入 カタイプの先頭8点 のONデ ィレー/OFFデ ィレーは設定

値 (0～ 15ms)が all算されます。 (初期値 :10ms)(10章

参照)
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2章 仕 様

(出力仕様)

補足

(1)ト ライアック出力2点 は、AC入 カタイプのTlに 装備されます。

(2)リ レーの開閉寿命は以下を参考にしてください。

機械的寿命 :2000万 回以上

電気的寿命 :10万 □以上 (定格電圧 ・電流時)

項  目

仕 様

リレー出力

(DCおよびAC入カタイフ
°
)

トラツプスタ出力

(DC入カタイプ)

トライアツクと出ヲリ

(AC入カタイフ
°
)

出力種別 リレー出力 トランジスタ出力

(シンク)

トライアック出力

出力点数 12点

(2点/コ モン

+4点 /コ モン

+6点 /コ モン)

2点 (2点 /コ モン) 2点 (2点/コ モン)

定格負荷電圧 AC240V/DC24V DC24V AC100-240V(50/60Hz)

負荷電圧変動範囲 最大 AC264Vまで

DC125Vま で

DC20.4々V26.4V AC24-264V(47/63Hz)

最大負荷電流 2A/1点、4A/コモン 0.5A/コモン 1.OA/1点

接点ON抵 抗 50m Ω以下 (初期値)

ON時 飽和電圧 1.5V以 下 1.5V以 下

OFF時 リーク電流 な し 0.lmA以 下 (DC24V時 ) 1.OmA/2.OmA以 下

最小開閉電圧電流 DC5V

10mA(50mW以 上)

ONデ ィレー 10ms以 下 0.lms以 下 lms以 下

OFFデ ィレー 10ms以 下 0.lms以 下 lms+1/2サイ列レ以下

出力信号表示 各点 LED表示、ON時 点灯、論理側

外部接続 端子台 (固定)、 M3.5

絶縁耐圧 AC1500V、1分間 (内部一外部回路間)

回路構成

曖
一軽
一軽

２２

２３

Ｃｌ

４２

…

２７

Ｃ２

２８

…

２Ｄ

Ｃ３

Vin

20

21

C0
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2章 仕 様

2.4.3 Tl-40/Tl-40S

(入力仕様)

項  目
仕 様

DC入 カタイプ AC入 カタイプ

入力種別 DC入 力

(ソース/シ ンク)

AC入 力

入力点数 24点 (24点/コ モン) 24点 (24点/コ モン)

入力電圧 DC24V  ■10/-15% AC100′ψ120V  +10/-15%

50/60Hz

入力電流 7mA(DC24V) 7mA(AC100V)

ON電 圧 DC1 5V AC80V

OFF電 圧 DC5V AC30V

ONデ ィレー 0～15ms(X00～ X07)

10ms(X08-X17)

25ms十設定値以下(X00～X07)

25ms以下(X08-XOF)

OFFデ ィレー 0～15ms(X00～ X07)

10ms(X08-X17)

30ms+設定値以下(X00～X07)

30ms以下(X08-X17)

入力信号表示 各点 LED表示、ON時点灯、論理側

外部接続 端子台 (着脱可能)、 M3.5

絶縁耐圧 AC1500V、1分間 (内部一外部回路間)

回路構成

補足

(1)DC入 カタイプの先頭8点 分のONデ ィレー/OFFデ ィレーは0

～ 15msの 間で設定することができます。 (10章参照)

(2)AC入 カタイプの先頭8点 のONデ ィレー/OFFデ ィレーは設定

値 (0～ 15ms)が 加算されます。 (初期値 :10ms)(10章

参照)
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2章 仕 様

(出力仕様)

補足

(1)ト ライアック出力2点 は、AC入 カタイプのTlに 装備されます。

(2)リ レーの開閉寿命は以下を参者にしてください。

機械的寿命 :2000万 □以上

電気的寿命 :10万 □以上 (定格電圧 ・電流時)

項  目

仕 様

リレー出力

(DCおよびAC入カタイフ
°
)

トラツプスタ出力

(DC入カタイフ
°
)

トライアックと出ヲ'

(AC入カタイフ
°
)

出力種別 リレー出力 トランジスタ出力

(シンク)

トライアック出力

出力点数 14点

(6点独立

+4点 /コ モン×2)

2点 (2点/コ モン) 2点 (2点/コ モン)

定格負荷電圧 AC240V/DC24V DC24V AC100-240V(50/60Hz)

負荷電圧変動範囲 最大 AC264Vまで

DC125V 3【マF

DC20.4ハウ26.4V AC24-264V(47/63Hz)

最大負荷電流 2A/1点、2A/コモン 0.5A/コモン 1.OA/1点

接点ON抵 抗 50m Ω以下 (初期値)

ON時 飽和電圧 1.5V以下 1.5V以下

OFF時 リーク電流 な し 0.lmA以下 (DC24V時) 1.OmA/2.OmA以 下

最小開閉電圧電流 DC5V

10mA(50mW以 上)

ONデ ィレー 10ms以下 0.lms以 下 lms以 下

OFFデ ィレー 10ms以 下 0。lms以下 lms+1/2サイ例け以下

出力信号表示 各点 旺D表 示、ON時 点灯、論理側

外部接続 端子台 (固定)、 M3.5

絶縁耐圧 AC1500V、1分間 (内部一外部回路間)

回路構成

２２

″

・
２７

２７

２８

…

２Ｂ

Ｃ‐

２Ｃ

ｔ

２Ｆ

Ｃ２

寧
唱
一軽
一軽
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2章 仕 様

2.4.4 端子接続

●T l - 1 6

(無電圧接点入カタイプ〉

ソース入力

トランジスタ出力

〈DC入 カタイプ)

シンク入力

リレー出力

〈AC入 カタイプ)

AC100-120V入力

力出タス

小
―
―
―

ゃジンラト

AC240V/
DC24V

(max.)

塩璽需を向

○

DC24V入 力

リレー出力リレー出力

- 4 3 -



2章 仕 様

●Tl-28

(DC入 カタイプ〉

外部ヘ
DC24V

供給

トランジスタ出力

(AC入 カタイプ〉

リレー出力

リレー出力

DC24Vヲ(ノ,

DC電源タイプは DC24Vの外部供給はありません。

AC100-120V入力

０

トランジスタ出力
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2章 仕 様

●Tl-40/Tl-40S

(DC入 カタイプ)
DC24V入 力

へ
Ｖ

部

２４
給

外

ＤＣ
供

《1)合:を19V/
(max,)

トランジスタ出力

〈AC入 カタイプ)

(               ノ

↑
リレー出力

↑
リレー出力

／
効

DC電 源タイプは DC24Vの 外部供給はありません。

AC100-120V入 力

AC100-120V

トライアッ
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3章  1/O適 用上の留意点

MDR1 6の カバーを取

り外すツールが背面

部にあります。

ツールを抜 き取 り

ます。

3。 1 入力便用上の留意点

◇ 危険
非常停止回路、インターロック回路などはT1/TlSの 外部で構成してください。

T1/TlSに 故障、誤動作が生じた場合、人身事故に到る危険性があります。

また、機械の破損をまねく恐れもあります。

(1)MDR16無 電圧接点入力のソース/シ ンク切換え

MDR16の プリント基板上のジヤンパープラグによつて無電圧接点入力の電流方向 (シ

ンク/ソ ース)を 切換えることができます。 (工場出荷時は、ソース側に設定されていま

す。)

△ 注意
1.カ バーをはずす前に必ず電源をOFF

にしてください。

2.プ リント基板上の部品にはさわらない

でください。

3.ジ ャンパ設定変更は、ピンセットを使

用して行つてください。

4.ジ ャンパ設定後、カバーを確実に取り

付けください。

ン
'ャ
ツサヽ
°―フ

°
ラク
Ⅲ

MDR16ユエットの横面
に取りはずしツール

を防マTク が合うよ

うに取り付けます。

取り外じツールを押
すとカバーのフック
がはずれカバーを取
り外せます。

1側 :シンク

3側 :ソース

卜

／

一

圃

ω
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3章  1/O適 用上の留意点

(2)入 力信号読込み時間

入力信号のON/OFF変 化を完全に読込むための条件は

入力ON時 間=ONデ ィレー時間+1ス キャンタイム

入力OFF時 間=OFFデ ィレー時間+1ス キヤンタイム

入力信号のON時 間、OFF時 間はこの時間より長くしてください。

(3)外 部接点の接触信頼性

外部接点によつては、Tlの DC入 力電流では接点の接触信頼性を保証できない場合があ

ります。このような場合、プリーダ抵抗を取り付け、ダミー電流を流してください。

R =  
/

r _ r l

ワット装父FD >ヱ生lx3
R

尚、これは無電圧接点入力 (MDR16)に は適用できません。

(4)トランジスタ出力との接続

トランジスタ出力機器とTl 無電圧接点入力およびDC入 力との接続例を示します。

●NPNオ ープンコレクタ

MDR16無電圧接点入力

(ソース)

OPNPオ ープンコレクタ

①

Tl

無電圧

接点入力

ｎ

Ｖ

MDR16無電圧接点入力

(シンク)

MDR16D、 Tl-28、 Tl-40、

Tl-40S DC入力

MDR16D、 Tl-28、 Tl-40、

Tl-40S DC入 力

ブリーダ抵抗

T 1 /

TlS

DC入 力
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3章  1/O適 用上の留意点

(5)接続機器のリーク電流

LED表 示付きスイッチを使用する場合やAC出 カタイプのセンサーを使用する場合、ス

イッチやセンサーがOFFの 時にリーク電流が流れ、入力OFFと して読み込めない場合

があります。

このような場合、ブリーダ抵抗を取り付けて入カインピーダンスを下げてください。

L E D     _ s  l . _ tヤ ー                  … … 費f―

ブリーダ抵抗の選択には次の条件を満たしてください。

(a)ス イッチ (センサー)が ①FF時 の電圧が、Tl入 力のOFF電 圧より低いこと。

(b)ス イッチ (センサー)が ON時 の電流が、スイッチ (センサー)の 電流許容範囲内

であること。

(c)ブ リーダ抵抗のワット数はスイッチ (センサー)時 の計算値の約3倍 のワット数と

します。

この方法はMDR16の 無電圧接点入力には適用できません。

ケーブル間での誘導電流

AC入 力の外線が一括ケーブルで長く31き回されるような場合、ケーブル相互間の容量に

より、充電線から開放線に誘導電流が流れ、入力OFFに もかかわらずOFFと して読み

込めない場合があります。

このような場合には、入力端子間にブリーダ抵抗を取り付けて入カインピーダンスを下げ

る対策が一般的です。

６

ブリーダ抵抗

T 1 /
TlS

AC入 力

T 1 /
TlS

DC入 力

DC入 カタイプ

ブリーダ抵抗
スイッチOFF
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3章  1/O適 用上の留意点

3.2 出力使用上の留意点

◇ 危険
非常停止回路、インターロック回路などはT1/TlSの 外部で構成してください。

T1/TlSに 故障、誤動作が生じた場合、人身事故に到る危険性があります。

また、機械の破損をまねく恐れもあります。

(1)2点 トランジスタ/ト ライアック出力

T1/TlSの 出力のうち2点 (Y020,Y021)は 、DC入 カタイプの下1/Tl

Sで はトランジスタ出力、AC入 カタイプのT1/TlSで はトライアック出力になつて

います。これらの出力は高速、高頻度スイッチング用途に適用できます。

また、リレー出力とは仕様が異なりますので留意願います。

(2)リ レー出力の開閉寿命

リレー出力の寿命は次を目安としてください。
・10万 回  ……電気的寿命
・2000万 □……機械的寿命

定格電圧を超える電圧や誘導負荷接続時の寿命特性は次図を参照ください。
開閉寿命
〔万回〕    交流負面 荷負流と

命

コ

寿

回

閉

万

閉
亡

獅
　
仰
７０
５０
４０
釣
２０
　
１０
７
５
４
３
２

獅
　
ｍ
７０
５０
範
卸
２０
　
１０
７
５
４
３
２
　
１ 0 1   0 2 0 3  0 5 0 7  1  1 5 2

(3)過 電流保護

閉閉8流         1
〔A〕

開閉■流
〔A〕

ューズは内蔵されていません。

付けてください。

T1/TlSの 出力回路には過電流保護用ヒ

負荷電流に適したヒューズを外部に必ず取り

ヽ
ヽ そ ―

対

即

| 求

|

縄 ペ
ヽ
―
―

●

墨 ろ
沼

|

謝

|
01  0203 0507 1 152

T 1 /
T l S

出力回路

ヒューズ
(コモンライン)
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3章  1/O適 用上の留意点

(4)サージ吸収

誘導負荷が接続される場合、OFF時 に比較的大きなエネルギーの過渡電圧が発生します。

このサージ電圧による誤動作を防止するため、必ず負荷と並列にサージ吸収素子を外部に

取り付けてくださしヽ。

サージ吸収素子 :

・フライホイールダイオード (DC出 力の場合)

逆耐圧 :回路電圧の3倍 以上

llB方向電流 :負荷電流以上

引 ―

R(Ω )キ  負荷の直流抵抗値

C(μ  FI)=ギ
だァ

～
堪粟戸

(I

T 1 /

TlS

出力回路

・バリスタ (AC出 力の場合)

電圧定格 :最大電圧 (ピーク電圧)の 1.2倍 程度のもの

・スナバ (CR)回 路 (DC出 力,AC出 力)

:定常時の負荷電流ピーク値)
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4章  据付 ・配線

4. 1 設置環境

T1/TlSの 設置にあたつては、次のような場所は避けてください。

(1)周 囲温度が0～ 55℃ の範囲を超える場所

(盤収納時には盤内温度が周囲温度となります)

(2)相対湿度が20～ 90%の 範囲を超える場所

(3)急激な温度変化により結露するような場所

(4)許容値を超える振動が加わるような場所

(5)許容値を超える衝撃が加わるような場所

(6)腐食性ガス、可燃性ガスのある場所

(亜硫酸ガスO.05ppm以 下、硫化水素0,01ppm以 下であること)

(7)塵埃、塩分、鉄粉が多い場所

(8)直射日光の当る場所

また、T1/TlSを 収納した盤の設置にあたつては、次の事項に注意してください。

高圧盤や動力盤とはできるだけ離して設置してください。

高周波機器や設備があるときには、収納盤を確実に接地してください。

他の盤とチャネルベースを共用するときには、他の盤や機器からの漏洩電流がないことを

確認してください。

注意

本書に記載の環境で使用してください。

高温、多湿、塵埃、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、故障、誤動作

の原因となることがあります。

１

　

２

　

３
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4章  据付 ・配線

4.2 ユエットの取り付け

ユニットの取り付けにあたつては次の項目に注意してください。

(1)T1/TlSは 防塵構造ではありませんので、できるだけ防塵を考慮した制御盤に収納し

てください。

(2)発 熱量の大きい機器 (ヒータ、 トランス、大容量の抵抗など)の 真上に取り付けることは

避けてください。

(3)高 圧線、動力線からは200mm以 上離してください。

(4)T1/TlSユ エットの上下および両側は通風のため70mm以 上離してください。

(5)高 圧機器、動力機器からは、保守、操作の安全性を考え、できるかざり離すかまたは鉄板

などでしやへい分離してください。

(6)高 調波を発する機器とT1/TlSを 同一盤内に取り付ける場合は、接地を確実に行つて

ください。 (4.4項参照)

(7)T1/TlS本 体ユニットの取り付けは電源端子部が上にくるようにし、水平に取り付け

てください。

(8)ユ ニットの取り付けはM4サ イズのネジを使用し、確実に (締付けトルクロ安 :1.47

Nem=15kgf・ cm)取 り付けてください。

補足

T1/TlS本 体ユニットおよび拡張ユエットは35mm DINレ ール

に取り付けることができます。

しかし、拡張ベースユニット (T2シ リーズ 1/Oモ ジユール用)は DIN

レールに取り付けることはできません。

△ 注意
1. 本書に記載の取り付け方法に従つて取り付けてください。指定方向以外の取り付け、または

取り付けに不備がありますと、落下、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

T1/TlSの 取り付けおよび端子台の着脱は、必ず電源を切つた状態で行つてください。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

T1/TlSの ユニット内に電線くずなどの異物が入ることのないようにしてください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

２

３
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4章  据付 ・配線

取り付け寸法は以下の通りです。

・T l - 1 6

―や

，◇
‐

L  朋へ  J

(DINレ ールヘの装着)

(1)DINレ ールの上側からDINレ ール溝に

ユニットを31つかけます。その後ユニット

の下側をDINレ ールに押しあてて装着し

ます。

(2)取 付用ツメがB方 向になつていることを確

認してください。

(DINレ ールからの取り外し)

(1)取 付用ツメをA方 向にヨ|き出して、ユニッ

トの下側から取り外します。

(2)DINレ ールからユエットのレール溝上側

を外します。

と ミ  1
・拡張ベースユニット

1  2ス ロット用  i

[    83 mm       、十絢

・Tl-28/Tl-40/Tl-40S

・拡張ユニット
2-M4                                         2-M4

石                                               

, 斥

4ス ロット用      ,

- 5 3 -
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4章  据付 ・配線

4 . 3  配 線

T1/TlSの 端子台の端子ネジのサイズはM3.5で す。

圧着端子はM3.5:幅 7mm以 下のものを使用してください

Tl-16は 固定端子合になつています。

Tl-28/Tl-40/Tl-40Sは 着脱式端子台になつています。但し、端子台の着脱

はT1/TlSお よび負荷の電源を切つてから実施してください。

ケーブルサイズはO.3 mm2～1.2 5 mm2を使用してください。

信  号 ケーブルサイズ

電 源 1.25mm2

接 地 1.25mm2

入 出 力 0。3mm2ハυO.75mm2

4.4 接 地

下1/TlSシ ステムの安全性を保ち、またシステムの安定動作を確保するために接地は非常

に重要です。

△ 注意
必ず接地を行つてください。    1

接地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。

接地を行う場合には以下のポイントに注意してください。

(1)T1/TlSが 他の機器の接地電流の通り道にならないこと。

(特に高周波電流は注意してください)

T1/TlS本 体ユエットと拡張ユニットの接地電位を等しくすること。 (1点 接地)

動力系の接地とは接続しないこと。

不安定な接地には接続しないこと。

(ネジ止め塗装部などインピーダンスの不安定な部分や、振動の影響を受ける部分)

２

　

３

　

４

△ 注意
1.ケ ーブルの画己線は必ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

2.T1/TlSの 配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで被覆するなどして、導電

部分が露出しないようにしてください。また、端子台カバーは脱落、破損のないように取扱

い、配線終了時には端子台カバーを端子台に確実に取り付けてください。

導電部が露出していると感電の恐れがあります。

3.配 線作業は、資格のある専門家が行つてください。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。
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4章  据付 ・配線

T1/TlS本 体ユニットおよび拡張ユニットに接地する場合、上部端子台の接地端子に接続

します。接地端子には、次のマークがされています。

Tlと 拡張ベースユニットを制御盤に据え付けた場合の例を示します。

・T1/TlS本 体および拡張ユエツト/拡 張ベースユニットの接地ケーブルは 1.2 5 mm2

(16AWG)以 上のサイズのケーブルを使用してください。

拡張ベースユニット
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4章  据付 ・配線

4.5 電源配線

T1/TlS本 体の電源は次のようにL端 子、N端 子に接続します。 (AC電 源タイプ時)

ノズルフイルタ ンールド
トランス

AC100/200Vず

・電源条件

定格にあつた電源を接続してください。

・電源ケーブルは 1.2 5 mm2以上のツイストベアケープルを使用してください。
・電源ケーブルは入出力線などのケーブルとはできるだけ分離してください。

AC電 源タイプ DC電 涼タイプ

電源電圧 AC100かV240V、 +10/-15% DC24V、 キ20/-15%

周波数 50/60Hz=L5%

所要電力 30VA以下 (Tl-16,Tl-28)

38VA以下 (Tl-40)

45VA以下 (Tl-40S)

12W以
‐
下 (Tl-16, Tl-28)

18W Eス¬F (Tl-40)

18W以下 (Tl-40S)

許容瞬停 10ms以下の瞬停で動作継続
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4章  据付 ・配線

T1/TlSの 電源端子台は次のようになつています。

・AC電 源タイプ

AC100-240V

・DC電 源タイプ

DC24V  +

100-240VAC

24VDC

注意
ケーブルの配線は必ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

定格にあつた外部電源を接続してください。

定格と異なつた外部電源を接続すると爆発、火災の恐れがあります。

２
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4章  据付 ・配線

4.6 入出力配線

入出力配線を行う場合、以下の点に留意してください。

|          |

入力線 動力線

・電源線と入出力線は分離して配線してください。

・性質の異なる信号線 (入力と出力,直 流と交流)は 分離して配線してください。

・入出力線と動力線は2 0 0 mm以上離してください。

・入出力線は0.3～ O.7 5 mm2のケーブルの使用をおすすめします。

・拡張ベースユエットを使用する場合は、拡張ケーブルを電源線、入出力線とは分離してくだ

さい。

T1/TlS本 体ユニット

△ 注意
ケーブルの酉己線は必ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

T1/TlSの 配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで被覆するなどして、導電

部分が露出しないようにしてください。また、端子台カバーは脱落、破損のないように取扱

い、配線終了時には端子台カバーを端子台に確実に取り付けてください。

導電部が露出していると感電の恐れがあります。

配線作業は、資格のある専門家が行つてください。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。

２

３
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5章  保守 ・点検

5。 1 日常点検項目

T1/TlSを 常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常の運転状態におい

て下記項目を確認してください。

項  目 点 検 内 容 異常時の対策

状態表示LED PWR(pOwer) 内部 5V電 源正常時点灯 LED状 態が異常なときには、6

章 トラブルシューティングの手順

に従つてください。

田
Ｎ

Ｈ
Ｕ

Ｄ
ｎ 正常運転時点灯

FとT(fauit) T1/TlS CPU正常時消灯

モードスイツチ 運転モードスイツチがRUNに なつ
ていること。

RUNに なつているときに運転を実
行します。

運転モードスイツチをRUN側 に
設定します。

入力表示 LED 外部入力信号がONの とき、対応する
LEDが 点灯すること。

・入力電圧が規定値内か確認す
る。

・入力端子台及び端子のゆるみは
ないか確認する。

出力表示 LED 出力がONの とき、対応するLEDが

点灯し、対応する外部負荷が動作する
こと。

・外部負荷電圧が規定値内か確認
する。

・出力端子台及び端子のゆるみは
ないか確認する。

注意
1.シ ステムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常点検、定期

点検、清掃を実施してください。

2.煙 が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないでください。

火災や感電の原因となります。

このような場合は直ちに全ての電源を切り、支社店 (販売店)ま たはサービス代理

店に連絡してください。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないでください。
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5章  保守 ・点検

5.2 点検項目

下記の項目を定期的 (6ヶ 月に 1度程度)に 確認してください。また周囲の状況 ・環境が変わ

つた場合にも確認を行つてください。

項  目 点 検 内 容 判 定 基 準

電源関係 電源電圧 (T1/TlS本 体の電源端子に

て測定)

A C 8 5 ～ 2 6 4 V

D C 2 0 。 4 ～ 2 8 . 8 V

電源端子のゆるみはないか ゆるみがないこと

配線ケーブルの損傷はないか 損傷がないこと

取付状態 T1/TlS本 体ユニッ トはしつかり固

定されているか

ゆるみ、ガタがないこと

オプションカードはしつかり装着されて

いるか

ゆるみ、ガタがないこと

拡張ユエットまたは拡張ベースユニット

はしつかり固定されているか

ゆるみ、ガタがないこと

拡張ケーブルのコネクタのゆるみ、ケーブ

ルの損傷はないか

ゆるみ、損傷がないこと

T2 1/〇 モジユールは拡張ベースユ

エットにしつかり固定されているか

ゆるみ、ガタがないこと

入出力関係 入出力端子台にて電圧測定 規定値内であること

入力表示LEDの 確認 正常に点灯すること

出力表示LEDの 確認 正常に点灯すること

端子台はしつかり固定されているか ゆるみ、ガタがないこと

端子ネジのゆるみはないか、また隣と接触

の恐れはないか

ゆるみ及び接触の恐れがない

こと

配線ケーブルに損傷はないか 損傷がないこと

周囲環境 温度,湿 度,振 動、ほこり等が規定値内か

確認する

一般仕様内であること

プログラマ関係 プログラマの機能は問題ないか 簡単な操作を実施する

接続コネクタのゆるみ、ケーブルの損傷は

ないか確認する

ゆるみ、損傷がないこと

プログラム関係 T1/TlS本 体プログラムとマスター

プログラム (フロッピー等に保存)の 内容

が一致しているか確認する

比較チェックを行い、内容が
一致していること

△ 注意
1.点 検時にT1/TlSの 電源端子部にて電源電圧を測定する場合は、十分注意して

作業を行つてください。感電の恐れがあります。

2.煙 が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないでください。

火災や感電の原因となります。

このような場合は直ちに全ての電源を切り、支社店 (販売店)ま たはサービス代理

店に連絡してください。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないでください。
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5章  保守 ・点検

5。 3 保守部品

故障発生時に早期復1日をはかるために、最低限下記の予備品を準備されることをおすすめ

します。

ロ
ロロ 名 数 量 備 者

T1/TlS本 体ユエット 台 システムダウンを最小限にくい止める
ために最低 1台予備としてください

プログラマ 1セ ット 異常時の原因究明に有効です

マスタプログラム 必要数 フロッピーディスク等に保存します

オプションカード及び
T2シ リTズ 1/Oモ ジューlb

使用種別
各 1 枚

T2シ リーズ1/0モ ジユール
用ヒューズ

使用個数

拡張ユニット 使用種別
各 1 台

補足

保守部品は、高温、高湿、塵埃、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で

の保管は避けてください。
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6章  トラブルシューティング

6. 1 異常発生時の確認事項

システムに異常が発生した場合には、まず異常内容を十分に把握した上で、その原因が機械側

にあるのか、それとも制御装置 (T1/TlS)側 なのかを見極めることが大切です。

また、 1つの異常原因が2次 的な異常をヨ|き起こしている場合も多くありますので、異常原因

の究明にはシステムとして総合的に判断することが必要です。

T1/TlS本 体あるいは入出力に異常があると考えられる場合には、以下の項目について確

認してください。

“
PWR''(POWER)LEDは点灯

しているか

“
RUN"LEDは点灯してい

るか

本体シーケンスの動作異
常と考えられるか

入力の異常と考えられるか

出力の異常と考えられるか

… …>(づ絵麟 阪 いる場創ま

― →

(

― →

(

― →

(

“
RUN"LEDが 消灯している場合は

6.3 CPUのチェックヘ

シーケンス動作が異常と考えられる

場合は6.4プログラムのチエックヘ

入力の異常と考えられる場合は
6.5入力のチエックヘ

― →
(陥 誰 電雰尺

れる抽ま

その他、外部要因によるトラブルのチェック項目を6.7節 にまとめますので確認してください。

△ 注意
1.T1/TlSユ ニット・1/Oの 交換、および端子台 ・配線ケーブルの着脱は、必

ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つたままの状態で作業しますと感電の恐れがあり、また誤動作、故障の原

因となることがあります。

2.T1/TlSは 正常に動作しない場合は、本章 「トラブルシューテイング」を参考

に確認してください。故障発生時は、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連

絡し、返却および修理依頼をしてください。

当社または指定サービス店以外での修理では動作および安全の保障は致しかね

ます。
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6章  トラブルシューテイング

6.2 電源のチェック

電源を投入してもT1/TlSの
“
PWR"LEDが 、点灯しない場合、次のチェックポイン

トを確認してください。

電源ケープルの接続は正常か

正常

供給電源電圧は規定値以内か

規定値内

プログラマポートに接続されてい
るケーブルをはずす

“
PWR",肖灯

DC24V外部供給端子に接続されてい
るケーブルをはずす

“
PWR"】肖灯

オプションカード、拡張ケーブルを
はずす

“
PWR"点 灯

外部 5V消費電流が許容値以内か

許容値以内

オプションカードを 1枚 づつ装着
し

“
PWR"LED消灯となる状態を特

定する

正常

拡張ケーブルで拡張ベースユエッ
トまたは拡張ユエットを接続し、
“
PWR"LED消灯となる状態を特定

する

正常

拡張ベースユニットに 1/0モジユー

ルを 1枚づつ装着してゆき、 
“
PWR"

LED消灯となる状態を特定する

Ⅲ………■_……ケーブルが電源端子からはずれてい
る、電源端子のゆるみ など

Ⅲ………………AC電源タイプ:AC85～264V,50/60Hz
DC電源タイプ :DC20。4～28.8V

“
PWR"LEDが 点灯した場合、T1/TlS

‐………………内部 DC5Vが、プログラマポートに接
続した外部側で短絡しています。

“
PWR"LEDが 点灯した場合、DC24V

外部供給電源の容量オーバです。

“
PWR"LEDが点灯しない場合、T1/TlS

本体ユニットの故障です。

・………………外部 5V消費電流はTl-40/Tl-40Sで
0.8A/0.7Aまでです。

消灯となる直前に装着したオプショ
ンカードが異常です。

拡張ケーブルで接続した拡張ベース
ユニットまたは拡張ユニットが異常
です。

……………Ⅲ…消灯となる直前に装着した 1/0モジ
ュールが異常です。
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６圭早 トラブルシューティング

6.3 CPUの チェック

“
PWR"LEDは 点灯しているが、

認してください。

“
RUN"LEDが 点灯しない場合には以下の項目を確

………Ⅲ……RUNの 位置に切換えます

“
FLT"LEDが点灯あるいは点滅してい

たら、T1/TlSはエラーダウン状態で
す。
プログラマを接続して内容を確認して
ください。

“
RUN"とED点滅はHOLDモードを示しま

す。プログラム中で HOLDデ バイス
(S401)をONに していないか確認して
ください。

運転モー ドスイツチは RUNか

YES

“
FLT"(Fault)LEDは点灯してい

るか
０Ｎ

“
RUN"とEDは点滅しているか

０Ｎ

プログラマを接続し、T1/TlSの状態
を確認してください。

6.4 プログラムのチェック

プログラムは実行しているが、シーケンスが思い通りに動作しない場合には、次の項目を確認

してください。

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

1ス キャン中に2ヶ 所以上で同一のコイルまたはレジスタに出力していないか、また、コ

イル命令とフアンクション命令のデバイスが重なつていないか。

スキャン同期よりも早く変化する信号を入力しようとしていないか。

同じタイマレジスタやカウンタレジスタを複数のタイマ命令やカウンタ命令で使用してい

ないか。

割り込みを使用している場合、割り込みルーチンの中でメインプログラムの動作に影響の

あるデバイス/レ ジスタを操作していないか。

(5)割 り込みプログラムの実行時間が割り込み同期より長くないか。

(6)割 り込みプログラムでウォッチドッグタイマリセット命令 (FUN143)を実行していないか。
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6章  トラブルシューティング

6.5 入力のチェック

プログラムは実行しているが、入力信号が正常に読み込めない場合には、以下の項目を確認し

てください。

外部機器を ON/OFFし たとき、入力
表示 LEDは ON/OFFするか

ＳＥＹ

プログラマを接続して入力(X)デバ
イスの状態をRUNモードにして確認
する

変化なし

入カデバイスにフオースが設定さ
れていないか

設定なし

プログラマでモニタした 1/0割付
情報と実際の 1/0状態が同じか確
認する

不一致

自動割付を行い、正常に割付が行わ
れるか確認する

異常

割付が異常となるのは特定のオプ
ションカード、1/0モジュールか

割付が異常となるのは拡張ベース
ユエットの全ての 1/0モジュールま
たは拡張ユニットか

LEDの状態が異常なときはON/OFF時
の入力電圧を確認してください。
入力電圧が正常であれば、T1/TlSの

入力回路の故障です。

入カデバイスが正常に変化した場
合、ユーザプログラムに要因がある
可能性があります

フオースが設定されていたら、フォ
ースを解除し EEPROM書込みを実施
してください

状態が同一であれば T1/TlSもしく
は入力回路の故障です

正常に割付けられたら、EEPROM書込
みを実施してください

異常となるオプションカード、1/0
モジユール、が故障です

拡張ケーブルの接続を確認してくだ
さい。
異常がなければ、T1/TlS本体ユニッ
トまたは拡張ユニットの故障です
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6章  トラブルシューテイング

6。 6 出力のチェック

プログラム上ではレジスタやデバイスに正しく出力されているのに、実際の出力機器の動作が

異常となる場合には、以下の項目を確認してください。

出力ONで OV、OFFで回路電圧となら
ない場合は、T1/TlSの出力回路の故
障です。
また、OVとなつているのに、負荷が
OFFの場合、負荷電源及び配線をチ
ェックしてください。

異常の場合、配線をチェックしてく
ださい。正常の場合、負荷の仕様、

外部要因をチェックしてください。

状態が同一であれば T1/TlSもしく
は入力回路の故障です

正常に割付けられたら、EEPROM書込
みを実施してください

異常となるオプションカード、1/0

モジユールが故障です

拡張ケーブルの接続を確認してくだ
さい。
異常がなければ、T1/TlS本体ユニッ

トまたは拡張ユエットの故障です

プログラムの実行状態と出力表示
LEDの ON/OFF表示は同じか

出力端子一コモン間の電圧を確認
する

出力ON:OV

出力 OFF:出力回路電圧

負荷電源電圧のチエック

プログラマでモニタした 1/0割付
情報と実際の 1/0状態が同じか確
認する

自動割付を行い、正常に割付が行わ
れるか確認する

割付が異常となるのは特定のオプ
ションカード、1/0モジユールか

割付が異常となるのは拡張ベース
ユニットの全ての1/0モジユールま
たは拡張ユニットか
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6章  トラブルシューティング

6.7 外部要因によるトラプル

T1/TlSシ ステムの異常が、以下のような現象として発生する場合には、外部要因を疑つ

てみる必要があります。

(1)入 出力機器の動作と同期して発生する場合
一この場合は、出力機器のON/OFF時 に発生するノイズが原因である可能性があり

ます。3章 1/O適 用上の留意点に述べたノイズ対策を施してください。

(2)周辺の動力機器、高周波機器の動作と同期して発生する場合
一この場合は、入出力信号線に誘導されるノイズの影響が者えられます。また電源系統、

接地系統によつては、電源のサージ、電圧変動及び接地電位の変動が原因である場合

もあります。

4章 据付 ・配線に述べた注意事項を確認してください。場合によつては、接地を外じ

て様子をみるのも一方法です。

(3)機械の動作と同期して発生する場合
一振動による影響も考えられます。ユニット/モ ジユールの取り付け状態を確認すると

共に、振動対策 (防振ゴムの使用等)を 検討してください。

(4)故 障製品を交換しても再び類以故障が発生する場合
一金属くずの混入や水滴の落下などの恐れがないか十分確認してください。

以上の他にも、例えば、周囲温度が仕様範囲を超えるような場合にはシステムの安定動作は保

証されません。環境条件にも十分注意してください。
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6章  トラプルシューテイング

6.8 本体自己診断項目

T1/TlSが 自己診断によつて異常を検出した場合、次ベージ以降の表に示すエラーメッセ

ージとエラー情報をイベント履歴テーブルに登録し、異常の内容が運転継続不可能なものであ

る場合には、出力を全てOFFに 落とし、運転を停止します。 (エラーダウン)

イベント履歴テーブルには最新の 15個 のエラー情報が格納され、プログラマに表示させるこ

とができます。 (電源のON/OFFも 登録されます)

本体がエラーダウンした場合には、まずプログラマを接続してイベント履歴を表示させ、エラ
ー内容を確認してください。

(イベント履歴の内容例〉

回数  情報 1 情報 2 情報 3日付   時刻   発生事象

1. 97-10-25   16:48:01   1/O NO SYNCHR0

2. 97-10-25   10:50:30   POWER ON

3. 97-10-23   18:40:33   POWER OFF

4. 97-10-23   13:11:58   POWER ON

5. 97-10-22   18:13:32   POWER OFF

6. 97-10-22   13:50:52   NO END ERROR

i

l番にあるエラー情報が最新のエラーです。

M-001    ‖0024

TlSの みサポート

Tlで は
“
?"表 示されます

3

1

1

1

1

3

運転モード

HALT l回IEEI
I N I T .

RUN

INIT.

HALT

HALT 切

日付

時刻

発生事象

□数

情報 n

運転モード

ダウン

(HP911表 示例〉

エラー発生日付

エラー発生時刻

エラーメッセージ

エラー検出回数

エラー付隋情報

エラー発生時のT1/TlSモ ード

エラーによりT1/TlSが エラーダウンに到つた時表示

No.

運転モー ド
回数

日

四
圏

帥
回

圏
圏

No.1ハV30

スクロール

No.1-15

登録有効

No.16′▼30

登録無し

ほ
庁
　

Ｙ

　

Ａ
閲
【
‥

Ｇ

　

０

１
　

３

１

Ｐ

　

Ｒ
０

　

　

０

1/O NO

10-25 1

ダウン
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6章  トラブルシューティング

エラーメッセージ 情報 1 情報 2 情報 3 特殊リレー 一息 昧

BATTERY FAIL

A リ`テリ電圧低下異常

Ｅ
Ｆ

〔
υ

ｎ
ｕ

Ｏ
θ 電源 ON時 に停電記憶エリアのデー

タ異常が検出されました。 (エラー

ダウンはしません。)

この時の記憶エリアのデータは信頼

性がありません。

BOUNDARY ERROR

AⅢウツタ
Ⅲ
り エラー

フ
°
ロク

Ⅲ
ラム

種別―プロ

リクNo.

フ
・
ロック7増ア

ト
Ⅲ
レス

（『〈叩
ｎ

　

・

ｕ

　

ｏ

Ｆ

Ｎ

インデックス修飾を RW,T,C,Dレジ

スタ以外に行つています。 (エラー

ダウン)
４６０Ｓ インデックス修飾時のインデックス

の値が、レジスタ No,の範囲を超え

ています。(エラーダウンしません)

インデックスの値をチェックしてく

ださい。

LBL/SUBR OVERLAP

IツトリーNo.多重使用

フ
°
ロク

'ラ
ム

種別―フ
・
B

リクNo.

フ
'ロ

ック7町ア

ト
・
レス

エツトリNo. 「SUBR」命令のエントリ No.が多重

指定されています。

エントリ No.が重複しないようプロ

グラムを変更してください。

EEPROM BCC ERROR

EEPROM BCCチェック異常

B C C 異常

テ
' ―
タ

４

　

３

０

　
１

０

　

０

Ｓ

　
Ｓ

EEPROM内のユーザプログラムにBCC

異常を検出しました。

プログラムを確認の上、再度 EEPROM

書込みを実施してください。

ROM WARNING

EEPROM書込みワーエツク
・

書込超過

回数

S007 E E P R O M に対 す る書 込 みが寿 命

(100,000回)を 超えました。 (エ

ラーダウンしません)

以降、EEPROM書込み異常の発生する

可能性が高いので T1/TlS本体を交

換してください。
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6章  トラブルシューテイング

エラーメッセージ 情報 1 情報 2 情報 3 特殊リレー 意   味

1/O BUS ERROR

1/働ヽ
い
ス異常

ユエットNo.
ｈ
ブ

テ ５

　
０

０

　
２

０

　
０

Ｓ

　
Ｓ

1/0バスチエックにて異常を検出し

ました。 (エラーダウン)拡 張ケー

ブルの接続状態、1/0モジユールの

装着状態をチェックしてください。

1/O UNMATCH

1/0照合チェック異常

ユニットNo.
―スロットNo.

レン
・
スタNo. ５

　
１

０

　
２

０

　
０

Ｓ

　
Ｓ

入出力割付情報と 1/0の実装状態が

異つています。 (エラーダウン)

入出力書」付情報を正しく設定してく

ださい。

1/O NO SYNCHR0

1/0無応答チエツク異常

ユIットNo.
―スロットNo.

レン
・
スタNo. ５

　

２

０

　

２

０

　

０

Ｓ

　
Ｓ

1/0モジユールからの応答がありま

せん。 (エラーダウン)

1/0割付、拡張ケーブルの接続、1/0

モジユールの実装状態を確認してく

ださい。

1/O PARITY ERROR

1/0ヽ
°
リテイチエック異常

ユエットNo.
―スロットNo,

レシ
'ス
タNo. ５

　
３

０

　
２

０

　
０

Ｓ

　
Ｓ

1/0モジユールとのデータ転送時に

パリテイーエラーを検出しました。

(エラーダウン)

拡張ケーブルの接続、1/0モジユー

ルの実装状態を確認してください。

1/O NUMBER OVER

1/0領域異常

ユニットNo.
―スロットNo.

レン
・
スタNo. ５

　
１

０

　
２

０

　
０

Ｓ

　
Ｓ

入出カレジスタヘの割付けが32ワ
ードを超えています。 (エラーダ

ウン)

1/0割付をチェックしてください。
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6章 トラプルシューティング

エラーメッセージ 情報 1 情報 2 情報 3 特殊リレー 昧一思

ILLEGAL INST

ユーサ
・
命令イリーがル検出

フ
°
ロク

Ⅲ
ラム

種別―プロ

ックNo.

フ
・
ロック7勺ア

ト
Ⅲ
レス

６

　
０

　
０

０

　
３

　
６

０

　
０

　
０

Ｓ

　
Ｓ

　
Ｓ

ユーザプログラム中にイリーガル命

令を検出しました。(エラーダウン)

再度プログラムを□一ディングし、

EEPROM書込みを実施 してくださ

しヽ。

SYS ILL INTR

システム割込異常

割込発生

フト
'レ
ス1

割込発生

フト
'レ
ス2

禾登録の割込要求を受けました。(エ

ラーダウンしません)

頻繁に発生するようであれば、
T1/TlSを交換してください。

FNC NO ENTRY

フアツクショツ命令末サホ
°―ト

フ
°
ロク

' ラ
ム

種別―ズB

ックNo.

フ
・
ロック7勺ア

ト
・
レス

フアツクショツ

命令 No.

プログラム中に T1/TlSで はサポー

トしていないフアンクション命令を

検出しました。 (エラーダウン)

プログラムを修正してください。

PROGRAM INVALID

フ
°
ロク

・
ラム無効

フ
°
ロク

' ラ
ム

種別―プロ

ックNo.

T1/TlSではサポートしていない基

本命令を検出しました。 (エラーダ

ウン)

プログラムを修正してください。

RET命令より前にSUBR命令がありま

せん。 (エラーダウン)

プログラムを修正してください。

プログラム管理情報に異常を検出し

ました。 (エラーダウン)

再度プログラムを□―ディング

し、EEPROM書込みを実施してくだ

さい。

割込プログラムに IRET命令があり

ません。 (エラーダウン)

プログラムを修正してください。

L00P NEST OVER

ルーフPネステイツク
'異

常

フ
°
ロク

・
ラム

種別―メロ

ックNo.

フ
・
Dック7勺ア

ト
'レ
ス

「FOR」「NEXT」命令がネステイン

グで使用されています。 (エラー

ダウン)

プログラムを修正してください。

NO END ERROR

END命 令無 し

フ
°
ロク

' ラ
ム

種別―デB

ックNo.

フ
や
ロック7町ア

ト
'レ
ス

メインプログラムまたはサブプログ

ラムにEND命令がありません。 (エ

ラーダウン)

プログラムを修正してください。

NO RET ERROR

サブルーチツリターツチ終し

フ
°
ロク

Ⅲ
ラム

種別―プロ

ックNo.

フ
'ロ

リク7勺ア

ト
'レ
ス

サフ
'ルーチツ

No.

サブルーチンプログラムに RET命令

がありません。 (エラーダウン)

プログラムを修正してください。

NO SUBR ERROR

サプルーチツエツトリ無し

フ
°
ロク

' ラ
ム

種別―ヂB

ックNo.

フ
'ロ

ック7勺ア

ト
・
レス

サフ
・
ルーチツ

No!

CAとL命令で指定した No。のサブルー

チンがありません。(エラーダウン)

プログラムを修正してください。

- 7 1 -



6章 トラブルシューテイング

エラーメッセージ 情報 1 情報 2 情報 3 特殊リレー 〓息 味

OPERAND ERROR

オヘ
°
ラツド異常

フ
°
ロク

' ラ
ム

種別―プD

ックNo.

メロツク内ア

ト
Ⅲ
レス

T1/TlSでサポートしていないレジ
スタ/デ バイスが使用されていま

す。 (エラーダウン)
プログラムを修正してください。

タイマ/カ ウンタレジスタが二重使
用されています。 (エラーダウン)
プログラムを修正してください。

CALL命令及び SUBR命令で指定する

サブルーチン No.が,旨定の範囲を越

えています。 (エラーダウン)

プログラムを修正してください。

サブルーチン指定可能 No.

T1  0～15

TlS  O-255

インデックス修飾が許されていない

命令にインデックス修飾がされてい

ます。 (エラーダウン)プ ログラム

を修正してください。

MC/」C ERROR
へ
°
ア命令イリーがル

フ
°
ロク

・
ラム

種別―フ
'日

ックNo.

フ
｀
ロック7増ア

ト
'レ
ス

MCS―MCR,」CS―JCR,FOR―NEXTの組合

せ方法に異常があります。 (エラー

ダウン)
プログラムを修正してください。

MCS―MCRがネステイング使用されて
います。 (エラーダウン)
プログラムを修正してください。

」CS―JCRがネスティング使用されて
います。 (エラーダウン)
プログラムを修正してください。

SYS LSI ERROR

周辺制御 LSI異常

Iラー]―卜
'

S004

S016

電源投入時、T1/TlS CPUにハードウ
エア異常を検出しました。 (エラー

ダウン。プログラマが接続できない

場合があります)

電源再投入によつても状態が変わ

らない時はT1/TlS本体を交換して

ください。

PROG BCC ERROR

フ
°
Bク

・
ラムBCCチェック異常

お
ブ

Ｃ

　

一

Ｃ

，

Ｄ
Ｄ

テ

異 常
６

０

０

３

０

０

Ｓ

Ｓ

ユーザプログラムメモリ (RAM)の
BCCチェックにおいて異常を検出
しました。 (エラーダウン)電 源
再投入によつても状態が変わらな
い時はプログラムを再□一デイン

グし、EEPROM書込みを実施してく
ださい。

RAM ERROR

RAMチェック異常

発生アドレ

ス

エラーテ
'―
タ テストテ

'―
タ S004

S012

電源投入時、RAMの リード/ラ イト

チェックにおいて異常を検出しまし

た。 (エラーダウン)

電源再投入によつても状態が変わ

らない時はT1/TlS本体を交換して

ください。

SCAN TIME OVER

スキヤン時間監視異常

実行時間 S006

S031

スキヤン時間が 200msを超えまし
た。 (エラーダウン)
スキャン時間を短縮するようプログ

ラムを修正するかWDT命令を使用し

てください。
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6章  トラブルシューティング

エラーメッセージ 情報 1 情報 2 情報 3 特殊リレー 意 昧

SYS RAM ERROR

システムRAMチェック異常

発生アドレス エラーテ
Ⅲ…タ テストテ

・―タ ４

　

１

０

　
１

０

　
０

Ｓ

　
Ｓ

電源投入時、システムRAMのリード

/ラ イトチェックにおいて異常が検

出されました。 (エラーダウン。プ

ログラマが接続できない場合があり

ます。)

電源再投入によつても状態が変わ

らない時はT1/TlS本体を交換して

ください。

SYS ROM ERROR

システムROM BCC異常

BCC異常

データ

４

　

０

０

　

１

０

　

０

Ｓ

Ｓ

システム ROMの BCCチェックにおい

て異常が検出されました。 (エラー

ダウン。プログラマが接続できない

場合があります。)

電源再投入によつても状態が変わ

らない時はT1/TlS本体を交換して

ください。

POWER OFF

システム電源,ヽ
°
ワーフェイル

電源 OFF(エ ラーではありません)

POWER ON

システムロ自所訳ハ
°
9-オツ

電源 ON(エ ラーではありません)

SUB NEST OVER

サフ
Sルーチツネスティツク

Ⅲ
畢ミ停吾

フ
°
ロク

' ラ
ム

種別―プロ

ックNo.

フ
'ロ

ック7増ア

ト
・
レス

サフ
・
|レーチツ

No.

T l :

サブルーチンプログラム中に CALL

命令が使用されています。 (エラー

ダウン)

プログラムを修正してください。

T l  S :

サブルーチンが 3□を越えてネステ

イングされています。 (エラーダウ

ン)

プログラムを修正してください。

W/D TIMER ERROR

WDタイマ異常

発生フト
・
レス

1

発生アドレス

2

４

　

Ｆ

０

　

１

０

　

０

Ｓ

　
Ｓ

ウオッチドッグタイマ異常を検出し

ました。頻繁に発生するようであれ

ば、T1/TlS本体を交換してくださ

い。

CALENDAR ERROR

カレツダ時計チェック異常

S00A カレンダ ICのデータが異常です。

カレンダデータを設定してくださ

い。

(対応機種 Tl-40S)

MEMORY FULL

メモリフルエラー
実行できるプログラム量を越えました。

不要なプログラムを肖」除するかプログ

ラムを見直してプログラムを減らして

ください。
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7章  プログラミングの前に

7. 1 動作モード

T1/TlSの 基本的な動作モードとして、RUN、 HALT、 ERRORの 3つのモードが

あります。

また、RUNモ ードのパリエーションとして、動作チエツク等を行う際のために、RUN一 F,

HOLDの 各モードが準備されています。

RUN

HALT

E R R O R

川O L D

RUN一 F

運転実行モードです。T1/TlSは 外部入力の読み込み、ユーザプログラム

の実行、外部出力の状態決定を繰り返し行います。 (これをスキャン制御と呼

びます。)

プログラマを用いて、プログラム実行状態のモニタ、強制入出力などが行えま

す。但しプログラムの修正、変更には制約があります。

運転1亭止モードです。T1/TlSは 出力を全てOFFに し、ユーザプログラ

ムの実行を停止します。

基本的にこのモードで、プログラミング及びEEPROM書 込みを行います。

エラーダウン状態です。T1/TlSは 自己診断にて運転継続不可能なエラー

を検出すると、出力を全てOFFに し、ユーザプログラムの実行を停止して

匡RRORモ ードに入ります。

ERRORモ ードではT1/TlS本 体に対する書込み操作は全て禁止されま

す。このモードを抜けるためにはプログラマからエラーリセットを行うか、ま

たは電源再投入が必要です。

(スキャン)一 時停止モードです。このモードではスキャン制御のうち外部入

出力の読込み、更新のみを実行し、ユーザプログラム実行処理は停止します。

(実行状態 ・出力状態は保持します。)

プログラマによるデータモニタ/設 定機能により、外部入出力のテストが行え

ます。

強制運転モードです。このモードはオプションカード及びT2 1/〇 モジユ

ール,拡 張ユニツトを使用する場合に有効で、T1/TlSに 入出力割付けさ

れた 1/○ が未実装の状態でも、スキャン制御 (RUN状 態)に 入ります。

その他の処理は、上述のRUNモ ードと同じです。

補足

動作モードの指定は次のように行います。

・T1/TlS本 体モードスイッチ → RUN,HALT切 換えのみ

・プログラマからのモード指定は、T1/TlS本 体モードスイツチが

RUNの 位置にあるときに有効です。
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7章  プログラミングの前に

7.2 ユーザプログラムメモリ

T1/TlSに は、ユーザプログラムメモリとしてEEPROMと RAMが 装備 (内蔵)さ れ

ています。

ユーザプログラムはEEPROMに 格納されますのでバッテリー不要です。

また、EEPROMに はデータレジスタの前半半分が次表の通り格納されます。

機種 Tl-16/Tl-28/Tl-40 Tl-40S

輪
―
い

霊
理

吾
圧
出

最大数 512ワ ード 2048ワ ード

レジスタNo. DO000～ D0511 D0000～ D2047

レジスタ数 固定 (512ワ ー ド) 可変 (0～ 2048ワ ー ド)

SW55で 格納レジスタ数を

設定

電源投入時、EEPROMに 格納されたユーザプログラムとデータは自動的にRAMに 転送さ

れます。 (イエシャルロード)

ユーザプログラムはRAM上 にあるプログラムが実行されます。

またユーザプログラムの編集 (プログラム入力,変 更)に ついてもRAM上 のプログラム

が対象です。

プログラムの編集が完了したらプログラマからEEPROM書 込み操作を行う必要があります。

さもなければイエシャルロード時に編集を完了したプログラムはEEPROMの 内容で上書き

されます。

また、EEPROM書 込み/読 出しは次のモードで実行できます。

機種 Ｔ TlS

EEPROM書 込み HALT ERROR以 外

EEPROM読 出し HALT HALT

・Tl

RAMEEPROM

ユーザプログラム
(2kステップ)

データレジスタ
(0.5kワード)

―

②

①電源投入時及びプログラマによるEEPROM読 出し

時の転送方向

②プログラマによるEEPROM書 込み時の転送方向

ユーザプログラム
(2kステップ)

データレジスタ

(D0000～D0511)

データレジスタ
(D0512～D1023)

&

その他のレジスタ
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7章  プログラミングの前に

。T l S

EEPROM

ユーザプログラム
(8kステップ)

データレジスタ
(nn n nワード)

―
―

②

RAM

ユーザプログラム
(8kステップ)

データレジスタ
(D0000ハVDnnnn-1)

データレジスタ
(DnnnnハυD4095)

8t
その他の レジスタ

①電源投入時及びプログラマによるEEPROM読 出し

時の転送方向

②プログラマによるEEPROM書 込み時の転送方向

SW55の 設定によリデータ格納数は次の通りとなります。また、メモリクリアでの

SW55の 初期値は
“
2048"で す。

SW55設 定値 データ格納数 データレジスタNo. 備者

０ ０

1 1 D0000

２ ２ D0000～ DO001

2047 2047 DO000～ D2046

2048 2048 D0000～ D2047 初期値

補足

1.EEPROMの 書き込み寿命は10万 □です古寿命回数を超えた場合は

Tl本 体ユニットを交換してください。10万 □を超えると特殊リレー

SO07が ONし ます。

2.EEPROMに 格納されているデータ (D0000～ D0511ま たは

～D2047)は プログラムにXFER命 令 (FUN、 236)を 使用

することで、プログラム中で書込み/読 出しが行えます。

3.SW55が 有効な機種はTlSで す。他機種はリザーブですので設定し

ないでください。

4.TlSの EEPROM格 納レジスタ数は特殊レジスタSW55で 設定

します。SW55の 有効設定範囲は0～ 2048で 、2048を 越える

設定の場合は2048で 動作します。
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7章  プログラミングの前に

7.3 スキャン制御

T1/TlSの 基本機能であるスキャン制御について説明します。

以下に電源が投入されてからプログラムを実行する (スキャン制御)ま でのフローを示します。

フローで示すようにT1/TlSは スキャンを繰り返してプログラムを実行していきます。

1スキャンのサイクルは自己診断から始まり周辺サポート(プログラマ・コンピュータリンク)

で終了します。

この 1スキャンサイクルに要する時間をスキャン時間と言います。

(約 1～2秒 )

スキヤン時間はユーザプログラムの長さや、プログラム中で使用してしヽる命令の種類、シーケ

ンス実行状態により変化します。

電
源
投
入

イ
ニ
シ
ャ
ラ
イ
ズ

ハードウェアチェック

イニシャルロード

レジスタ/デ バイス初期化

RUNモ ード

第 1スキヤンのみ

第 1スキャンのみ

レジスタ/デ バイス初期化

ユーザプログラムチェック

タイマ更新

ユーザプログラム実行

HALTモ ード
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7章  プログラミングの前に

7。 3.1 入出力応答遅れ

T1/TlSは 入出力処理を一括入出力で行うため、入出力回路遅れの他にスキャンタイムに

よる応答遅れを生じます。

/読
み込めます

   ノ
読み込めません

入力  ON

信号
読込み      ↑読込み 読込み

懸

躍
プログラム実行

表
轟
適

プログラム実行
芸
華
襲

プログラム実行

と__1スキャンーー→と一_1スキャンーーJ
入出力応答時間は次のようになります。

最短の場合 :入力遅れ時間十スキャン時間+出 力遅れ時間

最長の場合 :入力遅れ時間十スキャン時間×2+出 力遅れ時間

7.3.2 スキャン方式

T1/TlSで はスキャンの方式として、フローテイングスキャンと定刻スキヤンの選択が可

能です。

・フローテイングスキヤン方式 :1ス キヤンの処理終了後直ちに次スキヤンの処理を開始す

る方式です。

スキヤン時間 スキャン時間 スキャン時間

∪
直ちに次スキャン開始

(最短のスキャン時間となりますが、スキャン時間はユーザプログラムの実行状態によ

り伸び縮みします。)

・定刻スキヤン方式 :設定された時間同期でスキャンの処理を実行する方式です。

(設定時間 10～200ms:10ms単位)

スキャン時間 (固定) スキヤン時間 (固定)

(露昌)
(設定した時間より処理時間が長い場合は、フローティングスキャンと同様に直ちに次

スキャン処理を開始します。)

(驚畠)

プログラマ (HP911)操 作

定刻スキャン時間を 150msに設定する場合 (設定なしの場合はフローテイングスキヤンとな

ります。)

画 S日 回HPG

Ｓ

　

　

　

Ｓ

ｍ

ｓ
　
　
ｍ

Ｏ

ｍ
Ｒ
ｌ

Ｅ

ｌ
ｌ

Ｔ

Ｍ

＊
　

Ｎ

Ｔ
□

「

Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ｅ

　

Ｅ

Ａ

　

Ｂ

Ｍ

Ｃ

　

Ｕ

Ｉ

Ｓ

　

Ｓ

Ｔ

４

　

５

６

でまるれ

乗　‐５０ｍＳ
醐
回
田

日
　
抑
田
田

回
田
圏
田
回
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7.4 入出力割付

T1/TlSで は外部入力信号の状態を入カレジスタ/デ バイス (×W/× )に 読込み、出力

レジスタ/デ バイス (YW/Y)の 状態を外部出力として出力します。

外部入カレジスタと外部出カレジスタの番号は続き番号となつています。

T1/TlS本 体ユニットの外部入出カレジスタは4ワ ードを専有し、X+Y 4Wと 割付き

ます。

T1/TlS本 体ユニットの入出力割付を以下に示します。 (固定)

T l - 1 6

X0000 ‐‐‐‐‐・・・・ウ‐‐‐‐‐‐・‐・・・・

T l - 2 8

X0000・‐・・‐・X000F X0010・・・・・・X0017

Tl-40/Tl-40S

Y0020 ・‐‐‐‐‐‐‐‐・‐・・・・・・・‐‐‐‐ Y002F

入力 (8点):XW000(X0000～ X0007)

XW001(末使用)

出力 (8点):YW002(Y0020～ Y0027)

YW003(未使用)

入力 (14点)

出力 (14点)

入力 (24点)

出力 (24点)

XW000 (X0000υ々X000D)

XW001(未使用)

YW002 (Y0020かψY002D)

YW003(未使用)

XW000 (X0000-X000F)

XW001(X0010～X0017)

YW002 (Y0020′VY002F)

YW003(未 使用)

補足

1.T1/TlS本 体ユニットのみを使用する場合は、プログラマによる入

出力割付けの操作は必要ありません。

2.オ プションカード、拡張ユニットまたは、T2シ リーズ 1/〇 モジユー

ルを使用する場合、入出力割付け操作が必要です。別冊の 「Tlオ プシ

ョン説明書」を参照してください。
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7章  プログラミングの前に

T1/TlSの システム制御情報に 「1/○ 割付テーブル」と呼ばれる情報があります。

このテーブルに外部入出力 (オプションカード,T2シ リーズ 1/0モ ジユール)の 実装状態

を登録します。 (Tl-40/Tl-40S使 用時)

1/○ 割付テーブルの構成は次のようになつています。

スロット 割付

P U

０ X+Y 4W Ｔ

オ

Ｔ

1

２

３

４

５

６

７

Uスロットはブランクにしてください

/TlS本体ユエット

(XW000,XW001,YW002,YW003)

プションカード

拡張ユエット

2シ リーズ1/○ モジユール

プログラマ操作によつてTlに メモリクリアを行うと、T1/TlSの 1/〇 割付は自動的

に
"X+Y 

4W"と 割付けられます。

オプションカー ド及びT2シ リーズ 1/Oモ ジュールは、プログラマからの操作により割

付を行います。

プログラマ (HP911)操 作

(メモリクリア)

回日園回回 :コマンド90

(1/○ 自動割付)

回田回回 :コマンド5

(1/〇 割付情報表示)

回日
(国)

仁 表示スロットスクロール
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7章  プログラミングの前に

7.5 デバイス/レ ジスタ

T1/TlSの プログラムは接点、コイル命令などのON/〇 戸F情 報を扱うビット単位の命

令と転送 ・演算などの 16ビ ットデータを扱う命令で構成されます。

また命令語に使用されるオペランド (アドレス)に はデバイスとレジスタがあります。

デバイスは接点やコイルのON/OFF情 報を扱う時に使用し、レジスタは 16ビ ットのデー

タを扱う時に使用します。

デバイス/レ ジスタには次の種類のものがあります。

(デバイス)

外部入カデバイス 外部入カレジスタ

外部出カレジスタ

補助リレーレジスタ

特殊レジスタ

タイマレジスタ

カウンタレジスタ

データレジスタ

インデックスレジスタ

Y :外部出カデバイス

R :補助リレーデバイス

S :特殊リレーデバイス

T.:タ イマデバイス

C.:カ ウンタデバイス

レジスタとデバイスの対応を次の例で説明します。

例)デ バイスXは レジスタXWと 同じメモリ領域に存在します。例えばデバイスX0014は

レジスタ×W001の 4ビ ットロに位置します。

(レジスタ)

×W

YW

RW

SW

T

C

D

I , 」 , K

( L S B )

4 3 2 1 0

XW001

「X0014が ON」 とはXW001の 4ビ ットロが 1で あることを意味します。

(XO014=1)

他のY, R, S,に ついても者え方は同じです。

(MSB)

F  E  D  C  B
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7章  プログラミングの前に

(デバイス/レ ジスタアドレス)
・デバイスX,Y, R, Sのアドレスは、レジスタアドレス十ピット位置で表現されます。

X  0 0 1  4

:常;雪庫塩?,F↓P膏警と)
タイマデバイス (T.)

T . 0 1

カウンタデバイス (C.)は 次のように表現されます。

T 
小
   掌烹テ安軽胡そぅ5虫,糧箭+/cにピリオド(。)が付く

とデバイスを意味します)

・レジスタのアドレスは次のように表現されます。

レジスタア ドレス (10進 数)

レジスタ種別 (×W,YW, RW,SW,T, C, D)

・インデックスレジスタは次のように表現されます。アドレスは付きません。

」

小      レジスタ種別 (I,」 ,K)

ヽ

　

　

　

　

つ

４

里」
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7章  プログラミングの前に

(ア ドレス範囲)

機能種別
種別
記号

Ｔ TlS

1回 数 アドレス範囲 lEl 数 アドレス範囲

入カテ
・
ドイス Ｘ 合計 512点 X0000かVX031F 合計 512点 X0000-X031F

出カテ
｀
ドイス Ｙ Y0020-Y031F Y0020-Y031F

入カレプスタ X W 合計 32ワ ード XW000かυXW031 合計 32ワ ード XW000-XW031

出カレプスタ Y W YW002ハυYW031 YW002-YW031

補助リレーテ
・
ドイス Ｒ 1024ギ王 R0000ハυR063F 4096ギ王 R0000-R255F

補助リレーレシ
Ⅲ
スタ R W 64ワード RW000-RW063 256ワード RW000かVRW255

特殊リレーテ
°
ドイス Ｓ 1024ギ王 S0000-S063F 1024ギ王 S0000-S063F

特殊レプスタ S W 64ワード SW000′VSW063 64ワード SW000-SW063

タイマテ
・
ハ
・
イス Ｔ 64ギ王 T.000かψT.063 256ギ王 T.000-T.255

タイマレシ
Ⅲ
スタ Ｔ 64ワ ード T000-T063 256ワード T000-T255

カウツタテ
｀
A'イス C . 64ギ王 C.000々υC.063 256「王 C.000ハVC.255

カウンタレシ
｀
スタ Ｃ 64ワード C000-C063 256ワ ード C000′VC255

テ
中_タレシ

｀
スタ Ｄ 1024ワード D0000ハウD1023 4096ワード D0000かVD4095

イツテ
'ッ
クスレン

・
スタ 1ワード な  し 1ワード な  し

Ｊ 1ワード な  し 1ワード な  し

Ｋ 1ワード な  し 1ワード な  し

補足

1. 1ワードは 16ビ ットです。

2.各 々レジスタのデータ範囲は-32768～ 32767(H8000～

H7戸 FF)で す。 (タイマ、カウンタは除く)

3.タ イマレジスタのデータ範囲は0～ 32767、 カウンタレジスタのデ
ータ範囲は0～ 65535で す。

4.倍 長レジスタデータ (32ビ ット長データ)は 2個 のレジスタを使用し

て表現します。この場合、アドレスの若いレジスタに下位 16ビ ットの

データを格納します。

(MSB)F………・…o F・…………o(LSB)

D O l t t  D O 1  0 0

上位    下位

16ビット 16ビット
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7章  プログラミングの前に

・入カデバイス (X)

入力回路を介して読み込んだON/OFF状 態が入カデバイスXに 反映されています。

入カデバイスXは プログラム中の何箇所でも使用できます。

・出カデバイス (Y)         )

出カデバイスYに 格納したON/OFF状 態が、出力回路を介して外部へ出力されます。

プログラム中では主にコイル命令に使用されます。

・入カレジスタ (×W)

入力回路で受けた数値データが格納される 16ビ ットのレジスタです。

・出カレジスタ (YW)

出カレジスタYWに 格納した数値データが出力回路を介して外部へ出力されます。

・補助リレーデバイス/レ ジスタ (R/RW)

プログラムの実行途中結果の一時記憶などに使用できるレジスタ/デ バイスです。

補助リレーレジスタは 16ビ ットデータの格納用に使用します。補助リレーデバイスは補

助リレーレジスタ内の 1ビ ットを示します。

・タイマデバイス/レ ジスタ (T./T)

タイマレジスタはタイマ命令 (TON,TOF,SS)と 共に使用し、タイマ動作時に経

過時間が格納されます。

タイマ種別 Ｔ TlS

10msタ イマ T000～ T031 T000～ T063

100msタ イマ T032～ T063 T064～ T255

タイマデバイスは同じアドレスのタイマレジスタに連動し、タイマ命令の出力結果が格納

されます。

・カウンタデバイス/レ ジスタ (C./C)

カウンタレジスタはカウンタ命令 (CNT,U/D)と 共に使用し、カウンタ動作時にカ

ウント現在値が格納されます。

カウンタデバイスは同じアドレスのカウンタレジスタに連動し、カウンタ命令の出力結果

が格納されます。

・データレジスタ (D)

データレジスタは補助リレーレジスタ (RW)と 同じく、演算結果の一時記憶、パラメー

タの格納用などに使用します。ただしビット指定 (デバイス指定)は できません。

データレジスタの指定範囲はEEPROMに セーブされ、イニシャルロードによつてRA

Mに 転送されます。 (ユーザメモリの項参照)

- 8 4 -



7章  プログラミングの前に

・インデックスレジスタ (I,」 ,K)

インデックスレジスタを使用して、レジスタのアドレス指定を間接的に行うことがで

きます。

例 1)で 示す命令語にインデックス指定を行うと例2)の ようになります。

例 1 )

→RW010 MOV D0000ト

データ転送命令

RW010の 内容をDOOOOに 転送する

例2 )

I                          」

】RW010 MOV D0000}一

データ転送命令 (インデックス修飾付き)

RW(010+I)の 内容をD(0000+」 )に 転送する

(I=3,」 =200な ら、RW013の 内容をD0200に 転送することになる)

インデックスレジスタとしては、 I,」 ,Kの 3種 類があり、各々 16ビ ットの整数 (―

32768～ 32767)を 扱います。これら3種 類のインデックスレジスタには特に機

能上の違いはありません。

これらのインデックス命令に値を代入するための特別な命令はありません。

通常の転送命令や演算命令の転送先として指定します。

→ OO064 MOV I]― (ィンデックスレジスタ Iに 64を 代入)

{DO035 
MOV 」

卜  (イ
ンデックスレジスタKに D0035の 値を代入)

補足

1.イ ンデックスはRW,T,C,Dレ ジスタに使用できます。

2.イ ンデックスレジスタは倍長レジスタとして使用することができます。

レジスタの組合せは次に示すのみとなります。

」・I(J:上 位, I:下 位)

K・ 」 (K:上 位,J:下 位)
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7章  プログラミングの前に

・特殊リレーデバイス/レ ジスタ (S/SW)
一覧を以下に示します。

特殊リレー 名  称
機 ヒ

巳
ム
ロ

Ｔ TlS

S000

本体動作モード

4:HOLDモ ードO:初 期化
1:HALTモ ード   5:ERRORモ ード

2:RUNモ ード

3:RUN―Fモード

SO01

S002

S003

SO04 CPU異 常 (ダウン) 異常発生時ON(SW001内 のフラグに関連)

SO05 1/〇 異常 (ダウン) 異常発生時ON(SW002内 のフラグに関連)

SO06 プログラム異常 (ダウン) 異常発生時ON(SW003内 のフラグに関連)

S007 EEPROM書込回数オーバ(警告) EEPROM書込回数 10万□超過時 ON(運転継続)

S008 定刻スキャン渋滞 (警告) 定刻スキャン渋滞発生時ON(運 転継続)

SO09 リザーブ

SOOA カレンダ LSI異常 (警告) リザーブ カレンダタイマデータ

異常時ON(運転継続)

S00B リザーブ

SOOC リザーブ
SOOD TL一 F10異 常 (警告) TOSLINEギ10異常時 ON(運 転継続)

S00E リザーブ

S  O  O F E 停電保持データ異常 停電保持データ異常時ON

補足

1.本 エリアのデバイスはT1/TlSの OSが セットします。参照の

みとしてください。

2。 (ダウン)と 書かれているデバイスがONに なるとエラーモードに

なります。

これらのデバイスはユーザプログラム中で流用できません。

3.(番 告)と 書かれているデバイスがONに なつた場合、運転は継続

します。

これらのデバイスはユーザプログラム中で使用できます。
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7章  プログラミングの前に

特殊リレー 名  称
機 し

ヒ
ム
ロ

T l     l    T l S

S010 システムROM異 常(ダウン) 異常時ON

S011 システムRAM異 常(ダウン) 異常時ON

S012 プログラムメモリ異常(夕
｀
ウツ) 異常時ON

S013 EEPROM異 常 (ダウン) 異常時ON

S014 リザーブ

S015 リザーブ

S016 リザーブ

S017 リザーブ

S018 リザーブ

S019 リザーブ

S01A リザーブ

S01B リザーブ

S01C リザーブ

S01D リザーブ

S01E リザープ

S01F ウオッチドック
'タ
イマ異常(ダウン) ウォッチドッグタイマエラー発生時ON

S020 1/0バス異常(ダウン) 異常時ON(T2シ リーズ 1/Oモ ジユール対応)

S021 1/0照合異常(ダウン) 異常時ON

S022 1/0応答異常(ダウン) 異常時ON(T2シ リーズ 1/Oモ ジユール対応)

S023 1/0パリティ異常(ダウン) 異常時ON(T2シ リーズ 1/〇 モジュール対応)

S024 リザープ

S025 リザープ

S026 リザーブ

S027 リザーブ

S 0 2 8 リザーブ

S029 リザーブ

S02A リザーブ

S02B リザーブ

S02C リザーブ

S02D リザーブ

S02E リザープ

S02F リザーブ

補足

1.本 エリアのデバイスはT1/TlSの OSが セットします。参照の

みとしてください。

2.(ダ ウン)と 書かれているデバイスがONに なるとエラーモードに

なります。

これらのデバイスはユーザプログラム中で流用できません。
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特殊リレー 名  称
機 ヒ

し
Ａ
目

Tl      l     TlS

S030 プログラム異常 異常時ON(SW006内 のフラグに関連)
S031 スキャンタイム異常(ダウン) スキャンタイムが 200msを 越えたときON

S032 リザープ
S033 リザーブ
S034 リザーブ
S035 リザーブ
S036 リザーブ
S037 リザーブ
S038 リザーブ
S039 リザープ
S03A リザーブ
S03B リザーブ
S03C リザーブ
S 0 3 D リザープ
S 0 3 E リザーブ
S03 FE リザーブ
S040 タイミングリレー 0.ls 0.05秒 OFF/0.05秒ON(同期 0。1秒 )

RUN起 動

時は全て

OFF

S041 タイミングリレー 0。2s 0.1秒 OFF/0。1秒 ON(周期 0.2秒 )
S042 タイミングリレーー 0.4s 0.2秒 OFF/0.2秒 ON(同期 0.4秒 )

S043 タイミング」レー 0.8s 0.4秒 OFF/0.4秒ON(同期 0.8秒)
S04 Zl タイミングジレー 1.Os 0.5秒 OFF/0.5秒ON(同期 1秒 )
S045 タイミング」レー 2.Os 1秒 OFF/1秒 ON(同期 2秒 )
S046 タイミング」レー 4.Os 2秒 OFF/2秒 ON(同期 4秒 )
S047 タイミング」レー 8.Os 4秒 OFF/4秒 ON(同期 8秒 )
S048 リザーブ
S049 リザーブ
S04A 」ザーブ
S04B 」ザーブ
S04C リザーブ
S04D 」ザーブ
S04E 常時OFF 常にO FI F

S04 FE 常時ON 常にON

補足

1,本 エリアのデバイスはT1/TlSの OSが セットします。参照の

みとしてください。

2.(ダ ウン)と 書かれているデバイスがONに なるとエラーモードに

なります。

これらのデバイスはユーザプログラム中で流用できません。
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特殊リレー 名  称
機 ヒ

ヒ
Ａ
日

Ｔ TlS

S050 CF(キ ャリーフラグ) キャリー付命令にて使用
S051 ERF(エ ラーフラグ) 命令実行時にエラー発生にてON(SW006内 のフラ

グに関連)
S 0 5 2 」ザープ
S053 リザーブ
S054 リザーブ
S055 」ザーブ
S056 リザーブ

S057 リザーブ
S058 リザーブ
S059 リザーブ
S05A リザーブ
S05B リザーブ
S05C リザーフ

1

S 0 5 D リザーブ
S05E リザーブ
S05 FI リザーブ
S060 イリーガル命令検出(ダウン) 不正命令検出時ON(運 転不可)
S061 リザーブ
S062 リザーブ
S063 リザーブ
S064 バウンダリーエラー (警告) 間接アドレス指定にてアドレス範囲オーパーのと

きON(運 転継続)
S065 リザープ
S066 リザーブ

S067 リザーブ
S068 除算エラー (警告) 除算命令にてエラー発生時ON(運 転継続)
S069 BCDデ ータエラー (警告) BCD命 令にて異常データ検出時ON(運 転継続)
S06A テーフ

'ル
オヘ

°
レーショツIラー(警告) リザーブ テープル操作命令にてテーフ

H

ル範囲オ司ドーのときON

(運転継続)

S06B エンコードエラー (警告) エンコード命令にてエラー発生時ON(運 転継続)
S06C リザープ
S06D リザーブ
S06匡 リザーブ
S06F リザーブ

補足

1 . (ダ ウン)と 書かれているデバイスがONに なるとエラーモー ドに

なります。

このデバイスはユーザプログラム中で流用できません。

2.C F , E R F及 び (警告)と 書かれているデバイスはユーザプログ

ラムでリセットできます。
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特殊リレー 名  称
機 ヒ

し
ム
ロ

Ｔ T l S

SW07 カレンダタイマデータ年 リザーブ 年

SW08 カレンダタイマデータ月 リザーブ 月

SW09 カレンダタイマデータ日 リザープ 日

S W 1 0 カレンダタイマデータ時 リザーブ 時

SWll カレンダタイマデータ分 リザーブ 分

S W 1 2 カレンダタイマデータ秒 リザープ 秒

S W 1 3 カレンダタイマデータ週 リザーブ 週

SW14 リザーフ

S W 1 5 コンピユータリンク優先 リザーブ コンピユータリンク優先

S W 1 6 特殊入カモー ド 特殊入力機能を指定

S W 1 7 入カフィルタ定数 入カフィルタ定数を設定

SW18 高速カウンタプリセット値 高速カウンタ使用時のプリセット値を設定

S W 1 9

SW20

SW21

SW22 高速カウンタカウント値 高速カウンタのカウント値

SW23

SW24 高速カウンタ制御フラグ 高速カウンタの制御フラグ

SW25 リザーブ

SW26 特殊出カモー ド指定 特殊出力機能を指定

SW27 特殊出力制御フラグ パルス/PWM出 力の制御フラグ

SW28 特殊出力周波数 パルス/PWM出 力の周波数を設定

SW29 PWM出 カデューティー PWM出 力のパルスデューテイー比を設定

SW30 ボリューム入力 1 ボリューム∨0の 入力値

SW31 ボリューム入力2 ボリュームVlの 入力値

SW32 A U ×  L E D 状 態 S320=ONで AUX LED点 灯 (Tl-40/Tl-40Sの み)

SW33

SW34 TOSLINEギ10 送信データ TOSLINEギ10の送信テ
'―
夕を設定

SW35 TOSLINE―F10 受信データ TOSLINE―F10の受信データ

SW36 フ
°
ロク
・
ラマコツヒ

°
ユータリツクフト

・
レス リザーブ フ

°
ロク

・
ラマホ

°一トコンヒ
°
ユータリツク

フト
'レ
ス設定

SW37 フ
°
ロク
'ラ
マコツヒ

°
ユータリ朔ドリテイ リザープ フ

°
ロク

'ラ
マホ

°―トコツヒ
°
ュータリツク

,ヽ
°
リティ設定

SW38 フ
°
ロク

'ラ
マ送信遅延時間 フ

°
ロク

'ラ
マホ

°―卜送信遅延時間を設定

補足

1.SW16～ SW31の 詳細については9章 を参照してください。

2.SW34と SW35に つきましては別冊の 「オプション説明書」をご覧

ください。

3.SW36～ SW38に つきましては

Tlは 別冊の 「オプション説明書」を

TlSは 「TlS通 信機能説明書」ご覧ください。

4.SW15の コンピュータリンク優先指定はS158で 指定します。
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7章  プログラミングの前に

特殊リレー 名  称
機 し

ヒ
ム
ロ

Tl      l     TlS

S390 定同期割込実行ステータス 実行中ON

S391 1/0割込 1実行ステータス 実行中ON

S392 1/0割込 2実行ステータス 実行中ON

S393 1/0割込 3実 行ステータス 実行中ON

S394 1/0割込 4実 行ステータス 実行中ON

S395 リザーブ

S396 リザーブ

S397 リザーブ
S398 リザーブ

S399 リザーブ

S 3 9 A リザーブ

S39B リザーブ

S 3 9 C リザーブ
S39D リザーブ
S39E リザーブ

S39 FE リザープ

S400 リザーブ
S401 HLODデ バイス HOLDモ ード中ON

(プログラムでONに してもHOLDに 遷移)

S402 リザーブ
S403 リザーブ
S404 リザーブ

S405 リザーブ

S406 リザープ
S407 リザーブ
S408 リザーブ
S409 リザーブ
S40A リザーブ
S40B リザーブ
S40C リザーブ
S40D リザーブ

S40E リザーブ

S40 FE リザーブ
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7章  プログラミングの前に

特殊リレー 名  称
機 ヒ

ヒ
Ａ
目

Ｔ TlS

S410 サブプログラム実行ステータス 実行中ON

S411 リザーブ

S 4 1 2 リザーブ

S 4 1 3 リザープ

S 4 1 4 リザーブ

S 4 1 5 リザーブ
S416 リザーブ

S 4 1 7 リザープ

S 4 1 8 リザーブ

S 4 1 9 リザーブ

S 4 1 A リザーブ

S 4 1 B リザーブ

S41C リザーブ

S41D リザーブ

S41E リザープ

S41F リザーブ
SW42 リザープ

SW43 リザーブ

SW44 リザーブ

SW45 リザーブ

S W 4 6 リザーブ

SW47 リザーブ
SW48 リザーブ

SW49 リザーブ

SW50 リザーブ

SW51 リザーブ

SW52 リザープ

SW53 リザーブ
S W 5 4 リザープ

SW55 Dレ ジスタ EEPROM格 納数 リザープ Dレプスタの EEPROM格納数

設定

SW56 リンク動作モード リザーブ リンク動作モード設定

SW57 リンク送信遅延時間 リザーブ リツク送信遅延時間設定

SW58 フリーポート関連レジスタ リザーブ フリーホ
°―卜関連設定・ステータス

SW59 リザーブ
SW60 リザーブ

SW61 リザーブ

SW62 リザーブ

SW63 リザーブ

補足

1.SW55の 詳細については7.2項 をご覧ください。

2.SW56～ SW58の 詳細についてTlSは 別冊の 「TlS通 信機能説

明書」をご覧ください。
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7.6 停電保持指定

一部を除きデバイス/レ ジスタは、電源立ち上げ時及びRUNモ ード遷移時にOク リアさ

れます。

1亭電保持指定を行うと、指定された範囲のデバイス/レ ジスタは以前の状態のまま立ち上がり

ます。

下表に初期化状態を示します。

デバイス/レ ジスタ 初 期 化 状 態

入カデバイス/レ ジスタ
(X/× W)

フォースされた入カデバイスについては以前の
状態を保持しそれ以外はOク リア。

出カデバイス/レ ジスタ
(Y/YW)

コイルフォースされた出カデバイスについては
以前の状態を保持し、それ以外は0ク リア。

補助リレーデバイス/レ ジスタ
(R/RW)

停電保持指定されたレジスタ及びフオースされ
たデバイスについては以前の状態を保持し、それ
以外は0ク リア。

特殊リレーデバイス/レ ジスタ
(S/SW)

指定レジスタとデバイス以外は全てOク リア。

タイマデバイス/レ ジスタ
(T./T)

停電保持指定されたレジスタ及びそれに対応す
るデバイスについては以前の状態を保持し、それ

以外は0ク リア。カウンタデバイス/レ ジスタ
(C./C)

データレジスタ (D) 停電保持指定されたレジスタについては以前の
状態を保持し、それ以外は0ク リア。

インデックスレジスタ
( I , 」 , K )

全て0ク リア。

補足

1.EEPROMに 格納されているDレ ジスタを使用する場合、これらのレ

ジスタは停電保持指定を行つてください。停電保持指定のされていない

Dレ ジスタはイエシャルロードでEEPROMか らRAMに データが

転送されても、その後イエシヤライズにより0ク リアされます。EEP

ROMに 格納されているDレ ジスタ範囲は次の通り。

Tl :DO000～ D0511

TlS:D0000か らSW55で 指定するレジスタ数

2.停 電保持範囲のレジスタはRAMに 格納され、内蔵のコンデンサでバッ

クアップしています。バックアップ可能な時間は次の通り。

Tl :  6時 間 (25℃ )

TlS:168時 間 (25℃ )

特殊リレーデバイスSOOOFで 停電保持範囲のレジスタデータが正

常かをチェックすることができます。
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補足

3.電 源立ち上げ時及びRUNモ ード遷移時の初期化でOク リアされない

SWレ ジスタとSデバイスおよびその値は次の通り。

SWレ ジスタ

/Sデ バイス

電源立ち上げ時及びRUNモ ード遷移時の初期値

Ｔ TlS

S O 0 0 ～

S O 0 3

本体動作モード

S00A データ保持

S O OFI データ保持

SW004 8 0 0 0 H ( 1 6 進 )

S W 0 0 7 ～

S W 0 1 3

リザーブ

( F F F F H ( 1 6 進 ) )

カレンダ設定値

SW017 ０

SW028 5 0

SW036 リザーブ (0) データ保持

SW037 リザーブ (O) データ保持

SW038 データ保持

SW055 リザーブ (0) データ保持

SW056 リザーブ (0) データ保持

SW057 リザーブ (0) データ保持

SW058 リザーブ (0) 下位バイ トのみ

データ保持
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停電保持指定は、RW,T,C, Dの 各レジスタについて可能です。

プログラマのシステム情報設定機能により保持領域を指定します。

各レジスタについて、先頭アドレス (0)か ら指定したア ドレスまでが停電保持領域とな

ります。

プログラマ (HP911)操 作

停電保持範囲をRW000～ RW020,T000～ T010に 設定する場合

□田

:13 RETENTIVEが表示される

まで押す。

田

日

田

□

:編集モー ド

□

田

田

回

回

田

:RWの 範囲

:Tの 範囲

:本体へ書込み

口EES   PG

T I∨ EＮ
Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

ＥＥ
や

”

や
”

Ｔ
Ｏ

　

　

Ｏ

Ｅ
Ｏ

０

０

０

Ｒ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３

Ｒ

Ｔ

Ｃ

Ｄ

G

13 RETENTIV圧
R W O O O ～
T 0 0 0  ～

C O O O  ～

D 0 0 0 0 ～

2 0 ]

印 1
]
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７圭早 プログラミングの前に

7.7 プログラムメモリ

7.7. 1 メモリ構成

T1/TlSは ユーザプログラム (ラダープログラム)を 保存するメモリがあります。そ

のメモリの容量は次の通りです。

Tl :2kス テップ

Tl :8kス テップ

ステップとはプログラム中の命令を構成する最小単位であり、命令後の種類により1～ 10

ステップ/命 令語となります。

T1/TlSの メモリ構成を以下に示します。

下
刊
刊
上

ツ
　
　
ツ

テ

　
　
テ

ス

は

ス

ｋ

た

ｋ

２

ま

８

RAM

システム情報

ユーザプログラム

データレジスタの

EEPROM格 納範囲

その他のデバイス/レ ジスタ

EEPROMに よる

バツクアツプ領域

補足

1.EEPROMに 格納されるDレ ジスタの範囲は次の通り。

Tl :DOOOO～ D0511

TlS:D0000か らSW55で 指定するレジスタ数

2.TlSで はプログラム容量を4kス テップに設定することで

オンライン編集が可能になります。 (7.9項 参照)

プログラム容量の変更はプログラマのシステム情報画面で行います。

- 9 6 -



7章  プログラミングの前に

7.7.2 システム情報

システム情報とはプログラムを実行する場合の制御パラメータ管理情報を格納する領域です。

システム情報には以下の内容が含まれます。

(1)本体パラメータ (機種タイプ,メ モリ容量)

(2)ユーザプログラム管理情報 (プログラム ID,シ ステムコメント,使 用ステップ,他 )

(3)パスワード

(4)停電保持範囲情報

(5)実行制御パラメータ (スキャンモード,定 同期割込同期)

(6)1/○ 割付情報

(7)入カフォース情報,他

システム情報はEEPROMに 格納されています。よつてこれらの情報を変更した場合には

EEPROM書 込みの操作をプログラムで行う必要があります。

7.7.3 ユーザプログラム

T1/TlSの ユーザプログラムの容量は次の通りです。

Tl :2kス テップ

TlS:8kス テップ  (4kス テップ設定も可能)

ユーザプログラムは下図のように各プログラム毎に記憶され、各々のプログラム種別の中では

ブロックという単位で管理されます。

ユーザプログラム構成
(プログラム種別)

メインプログラム

サブプログラム#1

定同期割込プログラム

1/O割 込プログラム#1

1/O割 込プログラム#2

1/〇 割込プログラム#3

1/〇 割込プログラム帯4

サブルーチン

プログラム種別内構成
(ブロック)

ブロック1

ブロック2

ブロック10

ブロックn

(n=最 大256)

ブロック1
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各々のプログラム種別の 1つのブロックの容量、回路数に特に制限はありません。

各ブロックのステップ数の合計が、T1/TlSの プログラム容量以下であれば問題ありませ

ん。

ブロック分けは必ずしも必要ではありません。 1ブ ロツクに例えばメインプログラムを全部書

き込んでも構いません。必要に応じて (制御,監 視等の機能別など)ブ ロックを分けて作成し

てください。また、ブロックの番号は連続でなくても構いません。

T1/TlSが サポートする8種 のプログラムは以下の通りです。

(1)メ インプログラム

メインプログラムは毎スキャン必ず 1回 実行されるユーザプログラムの中心となる部

分です。

メインプログラムの範囲は最も若いブロック番号の先頭からEND命 令までです。

(2)サ ブプログラム#1

第 1スキャンロの先頭で 1回 だけ実行されるプログラムです。各種データの初期値入力な

どに用いると、メインプログラム上で作成しなくて済む分、トータルスキャン時間の低減

にもつながります。

サブプログラムの範囲は最も若いブロック番号の先頭からEND命 令までです。

(3)定 同期割込プログラム

システム情報に登録された周期5～ 1000ms(5ms単 位)で 同期的に実行されるプ

ログラムです。

同期の登録がない (ブランク)と きは不実行となります。プログラムの範囲は先頭から

IRET命 令までです。

(4)1/〇 割込プログラム#1

高速カウンタ機能により割込が発生した時に実行されるプログラムです。詳細は9章 を参

照してください。

プログラムの範囲は先頭からIRET命 令までです。

(5)1/○ 割込プログラム#2

1/〇 割込プログラム#2も また高速カウンタ機能により割込が発生した時に実行される

プログラムです。

1/〇 割込プログラム#3

割込入力機能により割込が発生した時に実行されるプログラムです。詳細は9章を参照し

てください。

プログラムの範囲は先頭からIRET命 令までです。

1/〇 割込プログラム#4

1/〇 割込プログラム#4も また割込入力機能により割込が発生した時に実行されるプロ

グラムです。

(8)サブルーチンプログラム

必要なときに呼び出して (コール)実 行するプログラムです。作成可能なプログラム数は

Tlで 1 61El,TlSで 256個 です。メインプログラム,サ ブプログラム,割 込プログ

ラムからコールできます。サブルーチンのネステイングはTlSで 3□ まで可能ですが、

Tlは できません。

1つのサブルーチンの範囲はSUBR命 令からRET命 令までです。サブルーチンの呼び

出しはCALL命 令で行います。

６

７
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プログラマ (HP911)操 作

1.プ ログラムモニタ

①プログラム種別選択    →例 1,

②ブロックNo.、回路番号選択→例3

例 1)定 同期割込プログラム表示
簡
□回

□回 :プログラム種別メニュー

１

２

３

４

５

メインプログラム
サブプログラム
定同期割り込みプログラム
1/〇 割り込みプログラム
サブルーチンプログラム

蜘
Ｍ
Ｓ
Ｃ
‐
Ｐ

:プログラム種別選択

(定同期書」込プログラム)

P G
R 0 1 0 0

例2)1/〇 割込、サブプログラム表示

プログラムNo.の設定が必要です。

団回日回:≧
茶
①継プログラム

I田 001 P G

KEY IN PROG.NO.

プログラムNo.指定

(プログラムNo.2)

12001回延■M  PG

KEY IN PROG.NO.

01 P G
R 0 0 0 0

1

Ｇ
　

　

ｌ

ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｐ
　

　

Ｍ
Ｓ

Ｃ
Ｉ

Ｐ

Ｇ

　

　

Ｒ

　

Ｅ

Ｏ

　

　

Ｔ

　

Ｎ

Ｒ

　

　

Ｎ

Ｒ

Ｉ

Ｐ

　

　

Ｉ

Ｔ

Ｔ

Ｎ

Ｕ

Ｔ

　

　

Ｒ

Ｉ

Ｏ

Ｃ

Ｎ

　

Ｅ

　

Ｒ

Ｅ

Ｉ

Ｂ

Ｍ

Ｏ

Ｂ

Ｌ

Ａ

Ｕ

１
／

Ｕ

Ｅ

Ｍ

Ｓ

Ｔ

Ｉ

Ｓ

Ｓ

M■ O01

P G

Ｍ

Ｓ

Ｃ

Ｉ

Ｐ

Ｇ

　

　

Ｒ

　

Ｅ

Ｏ

　

　

Ｔ

　

Ｎ

Ｒ

　

　

Ｎ

Ｒ

Ｉ

Ｐ

　

　

Ｉ

Ｔ

Ｔ

Ｎ

Ｕ

Ｔ
　
　
Ｒ
Ｉ
Ｏ

Ｏ

　

Ｃ

Ｎ

　

Ｅ

　

Ｒ

Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｂ

Ｌ
Ａ
Ｕ
１
／
Ｕ

Ｅ

Ｍ
Ｓ

Ｔ
Ｉ

Ｓ

Ｓ
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プログラマ (HP911)操 作

例3)ブ ロック No.123、回路 No.300の表示

回日日国回:再
弓揚紹批炉

定

日□□ :回路 No.指定

(回路 No.300)

坪
3 M    P G

R 0 0 0 0

カーソル上の命令語
とね

°
ラツドを表示

2.定 同期割込プログラムの割込同期設定

回園

田圏圏

16 TIMER INTRが表示され

るまで押す

書込みモー ドにし、カーソ

ルを合わせる

10ms

本体に転送

P G

1 4  S C A N  T I M E
[   ] * 1 0 m s

1 5  S U B   [    ] m s
1 6  T I M E R  I N T R

[ 印 ] m S

日□回

昭872』咽唱昭Y   PGKI孔
ッ号≧(マ)

1蓼82さ思8昭Y   PGKEY I遥
毛(ざ)

回路番号(1～65025)

Ｇ

　

　

　

　

Ｓ

ｓ

　

　

Ｓ

Ｐ
　
　
　
　
ｍ

ｍ
　
　
ｍ

Ｏ
ｌ

Ｒ
ｌ

Ｅ

ｌ

　

Ｔ

Ｍ

＊
　

Ｎ

Ｓ

　

Ｉ
ｌ

　

Ｉ

Ｔ

　

Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ｅ

　

Ｅ

Ａ

　

Ｂ

Ｍ

Ｃ

　

Ｕ

Ｉ

Ｓ

　

Ｓ

Ｔ

４

　

５

６

回田田
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7.8 プログラム言語

T1/TlSの プログラム言語は 「ラダー図」です。 (ラダープログラム)

ラダー図は、ハードワイヤードのリレーシーケンスと同様のイメージで、リレーシンボルをベ
ースとしてプログラムを作成する言語です。

T1/TlSで は効率的なデータ処理プログラムを可能とするために、リレーシンポルとフア

ンクションブロックを組み合わせたラダー図を採用しています。

ラダープログラムは回路という単位で登録/管 理されます。

回路とは下図のように互いに接続線によつて結合された 1つのネットワークとして定義します。

回路番号
回路

↓ / 、
卜 十 引 ― 汁

ン

ト

引 卜 十 引 卜引| ―一 一 ― 一 一 < ト

回路番号は 1から始まる一連の番号 (10進 数)で あり、途中で回路番暑を飛ばすことはでき

ません。回路数の制約はありません。

1つの回路の大きさは 11桁 (縦)× 12カ ラム (横)、最大 132ス テップに制限されます。

ラダープログラムの例を示しますb

D0100  >  00200

フアツクショツプロック(比較命令)

(フリクショツ命令と言います)
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7章  プログラミングの前に

(プログラム実行llB序)

プログラムの命令語実行順序を以下に示します。

(1)ブ ロック 1か ら順にEND命 令 (または IRET命 令)の あるブロックまで実行されます。

(2)回路 1,回 路2,回 路3… のllmにブロック内最終回路まで実行されます。

(END命 令, IRET命 令のあるブロックの場合は、この命令まで)

(3)1つ の回路上では次のルールに従つて実行されます。

障

‥

③ 分流があるときは、上の行か

ら下の行の順に実行されま

す。

④ 上記②と③の組み合わせ

フアンクション命令を含んだ場合の命令実行llSも 上記のルールに従います。ただし、プログラム

実行制御命令については、各命令の仕様によります。 (」CS,FOR一 NEXT,CALL一

SUBR一 RET等 )

出自日   対

ゴ唱

① 上下接続がないときは、左か

ら右へ実行されます。

② OR接 続があるときは、OR

論理部が先に実行されま

す。

封

封
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7章  プログラミングの前に

7.9 デバック機能

プログラムのデバックを行うためにTlが サポートする機能を示します。

尚、T1/TlSで オンラインプログラム変更 (RUN中 変更)可 能な機能とその内容は次の

通りです。

ゼ Ｔ TlS

プログラム容量 2kス テップ 8kス テップ 4kス テップ

フオース機能 ○ ○ ○

タイマ,カ ウンタ定数変更 ○ ○ ○

フアンクションの定数変更 × ○ ○

デバイス変更 × ○ ○

エデイツトモード編集 × × ○

○ :オンラインプログラム変更可能機能

× :オンラインプログラム変更不可機能

(1)フ ォース機能 (常時可能)

入カフォース指定されたレジスタ/デ バイスについては、一括入力処理においてデータの

更新を行いません。入カフォースが可能なレジスタ/デ バイスとしては、入カレジスタ/

デバイス (XW/X)で す。
一方、コイルフォース指定されたコイル命令については、命令実行時に処理を行いません

ので、コイルのデバイスは回路の実行状態にかかわらず、以前の状態を保持します。コイ

ルフォースが可能なデバイスは、出カデバイス (Y)、 補助リレー (R)で す。

入カフォース/コ イルフォース機能とデータ設定機能を併用することによつて、模擬入力、

模擬出力として利用することができます。

プログラマでフオース指定した場合、表示は次のようになります。

入カフォース

引 卜
(通常)

コイルフォース
Y0023

ヨ 川
(通常)

引 卜
(フオース指定)

Y0023

項 対
(フオース指定)

補足

フオース指定したままEEPROM書 込みを行つた場合、EEPROMに は

フオース指定されたままのプログラムがセーブされます。

EEPROM書 込みを行う場合はフォースを全て解除してから実施してく

ださい。
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7章  プログラミングの前に

３

(2)タ イマ、カウンタ設定値変更

タイマ、カウンタ命令の定数 (設定値)を オンライン (RUN中 )で 変更する機能です。

補足

変更した設定値はRAMに 書込まれます。よつて設定値を変更した場合は、

電源をOFFす る前に必ずEEPROM書 込みを行つてください。

EEPROM書 込みを行わずに電源をOFFに すると、電源再投入時に、E

EPROMか ら変更前の設定値が□一デイングされます

フアンクションの定数変更

フアンクション命令に使用している定数をオンライン (RUN中 )で 変更する機能です。

本機能はTlSの み対応しています。

補足

変更した定数はRAMに 書込まれます。よつて定数を変更した場合は、電源

をOFFす る前に必ずEEPROM書 込みを行つてください。

EEPROM書 込みを行わずに電源をOFFに すると、電源再投入時に、E

EPROMか ら変更前の定数が□―ディングされます

デバイス変更

接点、コイルに使用しているデバイスをオンライン (RUN中 )で 変更する機能です。

本機能はTlSの み対応しています。

補足

変更したデバイスはRAMに 書込まれます。よつてデバイスを変更した場合

は、電源をOFFす る前に必ずEEPROM書 込みを行つてください。

EEPROM書 込みを行わずに電源をOFFに すると、電源再投入時に、E

EPROMか ら変更前のデバイスが□―ディングされます

エデイツトモード編集

回路編集、回路挿入、回路肖」除をオンライン (RUN中 )に 実行する機能です。

本機能はTlSの プログラム容量設定が4kモ ード時のみ対応しています。

補足

変更したプログラムはRAMに 書込まれます。よつてプログラムを変更した

場合は、電源をOFFす る前に必ずEEPROM書 込みを行つてください。

EEPROM書 込みを行わずに電源をOFFに すると、電源再投入時に、E

EPROMか ら変更前のプログラムが□一ディングされます

４

民
υ

-104-



7章  プログラミングの前に

プログラマ (HP911)操 作

1.コ イルフオース指定

回 田 日
: F b R C E駅

M ■ 0 0 1 : 口 ■回 M 口 口回 P G

ヂ 埼   
R 0 0 0 0

フオース指定するコイルにカーソルを移動
します。

R0000
SET/O:RS回

日
□

回

i]子I安啓晨}塁系石塗李
態を

カーソルを移動してヨ|き続きフオース設定/
解除が行えます。

匝∃ 樫∃
:事

戸

―ス設定機能から退出しま

2.入 カフォース指定

M■ 001WM口 口回 PG
XO010

回 田 日
:F O R C E駅

フオース指定するデバイスにカーソルを移動
します。

X O O O O
S E T / 0 : R S T回

園
□

回

i:子I景啓晨}匡系石曇彗
態を

M■ O 0 1 :口E t t M― P G
J卜 _      ×O O O O

3.フ ォースクリア

回 日 園 回 回
:フオース指定全て審 除します。仰札T時の張 行可働
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プログラマ (HP911)操 作

4.デ バイスON/OFF設 定

デバイスのON/OFFを 設定します。

が行えます。

フォース指定の組合せて強制セット、リセット

□ 田 日
: D A T A  S E T 猷

O 0 1 回 M回 目回l P  G

崎      
R O O O O

証
陀
閣凶

するデバイス (接点、コイル)に カーソ

移動します。

日
:① N設 定

 :}塁 選こ塁5Fを
匿∃

:O F F I設定 (

901画 M甲 民R口      R 0 1 0 0
L . 1 : O N / O : O F F .

5.タ イマ、カウンタ設定値変更
■ ― ―

凶888♂延回MI駁粟幡8
回 田 日

: D A T A  S E T駅

変更する設定値の場所ヘカーソルを移動しま

す。

回

日

凶88曾♂延回MP藁層88
:設定値データを設定

(設定値=50)

0011日 回NM回 目田 PG
o       R 0 1 0 0

L . 1 : O N / 0 : O  F E  F I _

Ч■0 0 1

4

001画 M回 目■ PG
O N      O 0 0 5 0

1
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7. 10 パスワード機能

T1/TlSを 適用したシステムのセキュリテイを保つため、T1/TlSは パスワード機能

を備えています。

パスワードとしては、レベル1パスワード、レベル2パスワード、レベル3パスワードの3種

類が登録でき、レベルに応じてプログラマからの要求コマンドに対する制約が設けられます。

各レベルで実行可能なコマンドの分類の概略を下図に示します。

例えば、レベル 1と レベル2の パスワードが登録されている状態でPCに 電源が投入されたと

きには、レベル3以 下のコマンドのみ実行可能となります。この状態でレベル2の パスワード

を入力すると、レベル2以 下のコマンドが実行可能となります。

パスワー ドの設定及び入力方法については別冊 「ハンデイプログラマ操作説明書」ご覧く

ださい。

・メモリクリア
・プログラム書き込み
。本体動作モード変更
・パスワード設定/変 更

プログラム読み出し

EEPROM書 込み

レベル3

・データ書き込み
・システム情報書き込み
・入出力割り付け情報の書き込み

システム情報読み出し
・入出力割り付け情報読み出し
・イベント履歴読み出し
・データ読み出し
。他
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8章  プログラミング操作

HP911(以 降HPと 略す)を T1/TlSに 接続し、プログラミングを行うための基本的

な手llFを簡単な例で示します。

(1)準備

① HPを T1/TlS本 体に接続します。

② T1/TlSの モード切換スイッチを

H側 (HALT)に します。

③ Tlの 電源をONに します。

(「FLT」 ランプが消灯していることを確認

してください。)

④ しばらくしてHPの LCD画 面上に右図のよう

にシステム情報が表示されます。

(2)メモリクリア (コマンド90)

新しくプログラムを作成するために、T1/TlSの メモリをクリアします。

日□回 :塁
累
ンド901yモリクリ刀

回 :実行

画面上に
“
COMPLETE"と 表示されれ

ば正常終了です。

P G

Ｎ

　

ｌ

ＯＩ

Ｄ

Ｔ

Ｉ

ＡＭ

Ｍ

Ｍ

Ｒ

Ａ

Ｅ

Ｏ

Ｒ

Ｔ

Ｆ

Ｇ

Ｓ

Ｎ

Ｏ

Ｙ

Ｉ

Ｒ
Ｅ

Ｓ

　

Ｐ

匝□  
:コマンド選択

客扇ぢ換寛百帰警彗ぎ]で
メニュー表示

(コマンドの選択には必要ありません。)

ＧＰ

　
　

　

　
　

　

Ｙ

Ｋ

　
　
Ｒ

Ｈ
　

Ｔ
Ｏ

Ｔ

　
Ｃ

　
Ｅ
Ｍ

Ｃ

　
　

Ｔ
Ｓ

Ｅ

回

車

ギ
帥

Ｄ ｓ Ｅ
Ｄ Ｒ Ｅ

Ａ Ｒ Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｌ

Ｌ
Ｅ

Ｕ

Ｕ
Ｒ
Ｏ

Ｏ

Ｌ

Ｎ

Ｒ

Ｐ

Ｈ

Ｈ

Ｃ

ＥＭ

P G

MEMORY
ＯＣ ＥＴ

Ｒ

Ｅ

Ａ

Ｌ

Ｅ

Ｐ

Ｌ

Ｍ

Ｃ
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8章  プログラミング操作

(3)入 出力割付 (コマンド5)

Tl-40/Tl-40Sに おいて、オプションカード・拡張ユニットまたは

T2 1/0モ ジユールまたは拡張ユニットを使用する場合には、入出力割付を行います。

尚、Tl本 体ユニットのみを使用する場合は、メモリクリア時に入出力割付も自動的に行

われますので、本操作は不要です。

回国回回 :覇
再/罫

伏
野

●入出力割付け状態は、システム情報画面により確認することができます。

プログラミング

まずプログラムを作成する画面を表示します。

P G

一一一UNIT #0-一 一

SLOT     1/O
P U   [         ]

0  [  X + Y  4 W ]
1  [        ]

P G

M■ 0 0佃 肛 回 Mi四四 IP  G

回日 :システ嫌報2

ネ基括サ雲手騨臣国で表示スロット

４

□回日回 :メインプログラ疑択

回田回
日□

:編集モー ド指定

:ブロック1選択

:回路 1選択

M■00相 延回Mi田【やG

これでプログラムの入力を行うことができるモー ドになります。

G

ＰＵＴ

Ｅ

Ｅ

Ｔ

Ｓ

ＥＬ
Ｏ

Ｐ
／

Ｍ
Ｉ

∞
□
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8章  プログラミング操作

次のサンプルプログラムを入力してみましよう。

S0044

『鋸
S0044は 1秒同期でON/OFFす る特殊リレー

です。

a接 点命令をキー入力します。

デバイス (S0044)を 入力します。

□日日日

カーソル位置に登録します。

図もしくは回

コイル命令をカーソル位置に登録します。

M■00佃 匹回Ml劉【狩G

コイルY0020を 入力します。

国□日日田

コイル記号を入力すると、カーソルは右端の列に移動し、横線は自動的に接続され

ます。

01

町

Ｐ Ｇ

Ｉ
「
臨ドＦ卜Ｌ‐ド

岨
「
Ⅳ
Ｌ
Ｅ
卜

ＰＧ

４ ４

ヨ
ー

「
「
ヨ
ー

「

剛もしくは回
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8章  プログラミング操作

エンド命令を入力します。エンド命令などの基本命令はメニューの中から選択して書き込

みます。

基本命令の書き込みを指示します。

命令メニュー番号を確認します。

圏田圏 :メニュー表示切り換え

(メニュー表示切り換えをせず

に番号を選択しても結構です)

エンド命令を選択します。

日日

カーソル位置に登録します。 M■OO妃 延回Ml田【狩G

回回

これでプログラムの作成は終わりですが、T1/T

(拡大表示)で プログラムが正しいか確認してみま

カーソルを回路先頭位置に移動させます。

四田

lS本 体に記憶させる前にズーム表示

しよう。

ズーム表示に切り換えます。

図
再度 [ZOOM]を 押すとノーマル表示

(元の表示に)戻 ります。

この状態でカーソルを移動させてプログラムを確認します。

坪写
四 M即務

1       2

END}

謂 と丘 T  t t  N  S ¥∪N O .

INST NO.

一１１
■

　

一ｌ

　

　

　

ｎ

ｎ

Ｏ 。
卜
＆

Ｃ Ｓ

Ｃ Ｒ

Ｃ Ｓ

Ｃ Ｒ

Ｎ Ｄ

Ｌ
Ｍ
Ｍ

Ｍ

Ｍ
Ｅ

翌
□阿阿ロロ

G

INST NO.酬ＳＥ□阿ロロ阿

Ｔ

　

　

　

ｎ

ｎ

Ｃ

Ｓ

Ｒ

Ｓ

Ｒ

Ｄ

Ｅ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｎ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｅ
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8章  プログラミング操作

(5)T1/TlS本 体への書き込み

HP上 で編集したプログラムは、指定した回路 No。でT1/TlS本 体のメモリに書き込

みます。

回田

01WM回 回■ PG
OO01
C NFEI RM > 斑

プログラムが正常にT1/TlS本 体に書き

込まれると
“
COMPLETE"と 表示されます。

。日8P°
電巴回Ml剖四FG

COMPLETE

プログラムに異常があるとカーソルが異常箇所に移動し、ブリンク表示します。

プログラムを修正した後で再度書き込み操作を行つてください。

(6)実 行状態のモニタ

書き込みが正常に終了したら、T1/TlS本 体を運転 (RUN)に して、プログラム実

行状態をモニタしてみましよう。

T1/TlS本 体の運転切替スイッチをR(RUN)に します。

日Pの 画面上、Tl運 転表示が回E■ から国回Nに 変わります。

(カーソル表示無しの場合)

M■0 01EttNM  PG

脚トーーーーーーーー叫

。普8P°
1

HPを プログラムモニタ状態にします。

回回回

画面上に日回■の表示がでている場合は

□ 塵堅1を
押してください。

また、カーソル表示をやめる場合には

匹王]i璽目
をす甲してください。

実行状態が表示されます。

SO044ん OヽN:

SO044が ① F FI:
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8章  プログラミング操作

(7)EEPROM書 込み

T1/TlSの 電源をOFFす る前にEEPROM書 込みを行います。

EEPROMは T1/TlSを HALT状 態にして実施します。

制御コマン ドを指示 します。

[CMD]

コマンド番号61を 入力します

[6] [1] [EXE]

コマンドを実行します。

[EXE]

G

訓Eとき藤 く前

G

COMPLETE
回■ EEPROM WRITE

書き込み実行中
"EXECUTING"と

表示され、正常完了時は
'COMPLETE"

と表示されます。

口EEM回 団DPG

M E N U  S E L E C T
回回 P A S S W O R D

回回PASSWORD SET
CttH/O SETUP
回OEEPROM READ
回回 EEPROM WRITE

TlSは RUN中 でもEEPROM書 き込みができます。
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語▲Ｔ
圭早

９

9. 1

T1/T

基本命令

命令語一覧

lSは 以下に示す命令語をサポートしています。

1電■称
‐

表■環 繊■■1妻 朋！！数！！！
サポ■ト 奏行時隠‐

1(1止|も■|
館1菩

Ｔ ＳＴ

a接 点
刀 デバイスAの a接 点 (常時開接

点)

1 ○ ○ ４

b接 点 沼
拷

デバイスAの b接 点 (常崎閉接

点)

1 ○ ○ ４

ON時 微分接点
↑

前回スキヤン時の入力がOFFで

今回の入力がONの ときのみ出力

をONす る。

1 ○ ○ ０３

OFF時 微分

接点
↓

前回スキヤン時の入力がONで 今

回の入力がOFFの ときのみ出力

をONす る。

1 ○ ○

コイナレ 打

< 刃
入力がONの ときデバイスAを 〇

Nに する。

1 ○ ① ２

フォーストコイナレ 打

< 川
入力のON/OFFに かかわら

ず、フオース時のデバイスAの 状

態を保持する。

1 ○ ○ 2.3

インバータ 入力の状態を反転して出力する。 1 ○ ○

インバートコイル 沼

< I 消
入力状態を反転してデバイスAに

格納する。

1 ○ ○ ２

ボジティブパル

ス接点

Д

JPト
入力がONの 時、デバイスAの ○

FFか らONへ の変化で出力を 1

スキャン時間だけONす る。

1 ○ ０

ネガティブパル

ス接点
Ｌ
Ｆ

Д

　
ＮＪ

「

入力がONの 時、デバイスAの O

Nか らOFFへ の変化で出力を 1

スキャン時間だけONす る。

1 ○ ０

ポジティブパル

スコイル

刀

< P消
入力がOFFか らONに 変化した

時、デバイスAを 1スキヤン時間

だけONす る。

1 ○ ０

ネガティプパル

スコイル

刀

< N川
入力がONか らOFFに 変化した

時、デバイスAを 1スキヤン時間

だけONす る。

1 ○ ０

補足

本章のサポート機種は次のものを示します。

Tl  :Tl-16/Tl-28/Tl-40

TlS :Tl-40S

実行時間のnは実行ワード数を示します。
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語▲「
命圭早

９

名■務 1表■現| 機■■要| ！ぱ
一ス

，一
！！！！！！！！！！！！！！！！！！

|サボ■革|

1篭即 1購1着
Ｔ

！

Ｓ

・
■

オンデイレータ

イマ
{刀 TON βト 入力がONし てからAで 指定する

設定時間経過後出力をONす る。

Bは タイマレジスタ

２ ○ ○ ６２

オフデイレータ

イマ
{刀 TOF θト 入力がOFFし てからAで 指定する

設定時間経過後出力をOFFす る。

Bは タイマレジスタ

２ ○ ○ ２

シングルショット { 方 S S  θト 入力がONし てからAで 指定する

設定時間だけ出力をONす る。

Bは タイマレジスタ

２ ○ ○ ２

カウンタ 千
１
ゴ

Ｔ

θ

Ｃ

刀

イ
ヨ
Ｌ

Ｃ

　
Ｅ

イネーブル入力 (E)が ONの と

き、カウント入力 (C)が ONす

る回数をカウントする。

カウント値がAで 指定する設定値

と等しくなつたら出力 (Q)を O

Nす る。

Bは カウンタレジスタ

２ ○ ○ 22.6

マスタコントロ
ールセット

{MCSH MCSの 入力がONの とき、MC

S一 MCR間 の母線をONす る

1 Ｏ ○ 3,75

マスタコントロ
ールリセット

HMCRH 1 ○ ○

ジャンプコント
□―ルリセット

{」CSH 」CSの 入力がONの とき、JC

S一 」CR間 の命令を高速読み飛

ばしを行う

1 ○ Ｏ 2.75

ジャンプコント
□―ルセット

H」CRH 1 ○ Ｏ

エンド HENDH メインプログラム、サブプログラ

ムの終了を示す。

1 ○ ○ ４

データ転送

脅ⅢⅢ警| 1隷‖綱■
期
！撤

ヽ
本

■

■

けぷ中小
1 艶がＦ ３Ｔ

データ転送
(FUN 018)

{刀 MOV βト Aの 内容をBに 転送する。 ○ ○ ２４ イツテ
・
ックス

可

倍長データ転送

(FUN 019)

{A+1・A DMOV Btl・
Bト

Att tAの 内容を B+1・Bに 転送す

る。

３ ○ ○ ２

インテ
・
リクス

可

データ否定転送

(FUN 020)

{Д  NOT θト Aの 内容のビット反転データをB

に転送する。

○ ○ ６４ インテ
｀
リクス

可

データ交換

(FUN 022)

{刀 XCHG θト Aと Bの 内容を交換する。 ○ ○ ６
イツテ

Ⅲ
リクス

可

テープル初期化

(FUN 024)

―{ 力 TINZ r,' トθ Aの 内容でBを 先頭とするnヮー

ドを初期化する。

○ 72+

1 . 7 5 * n

テープル転送

(FUN 025)

{刀 TMOV命ジ トθ Aを 先頭とするnワ ードの内容を

Bを 先頭とするnヮ ードに転送す

る。

３ ○ 69+

2 . 3 8 * n

テープル否定転送

(FUN 026)

―モ 刀 TNOT r,' トβ Aを 先頭とするnワ ードの内容の

ビツト反転データをBを 先頭とす

るnワ ードに転送する。

Ｏ 69+

2 . 5 * n

- 1 1 5 -



９圭早 命令語

四則演算

論理演算

名■1称 1表■視 穣■■1要| 那！世
サポ■ト 策得時閣‐

||(|ま1車|)|
1篠|‐著|

Ｔ ＳＴ

加算

(FUN 027)

{ 沼 + θ→ θト Aの 内容とBの 内容を"□算し、結

果をCに 格納する。

４ ○ ○ イツテ
'リ

クス

可

減算

(FUN 028)

{ 刀 ―θ→ θト Aの 内容からBの 内容を減算し、

結果をCに 格納する。

４ ○ ○ 6.5 インテ
・
ックス

可

乗算

(FUN 029)

{カ ネθ→ 伊 r・θ] Aの 内容とBの 内容を乗算し、結

果をC+1・ Cに 格納する。

４ ○ ○ イツテ
'リ

クス

可

除算

(FUN 030)

{ Д / θ→ θト Aの 内容をBの 内容で除算し、商

をCに 余りをC+1に 格納する。

４ ○ ○ ９

インテ
や
リクス

可

倍長カロ算

(FUN 031)

{A+1・AD+B+1・B
→Ctl・Cト

A+1・Aの 内容と B+1・Bの 内容を加

算し、結果を Ctl・Cに格納する。

４ Ｏ ○ 11.6

倍長減算

(FUN 032)

―{A■1・AD―B■1・B
→C+1・Cト

A+1・Aの 内容から B+1・Bの 内容を

減算し、結果を C+1,Cに格納す

る。

４ 〇 〇 ７

キャリー付き

力B算

(FUN 035)

{ 力 + C θ→θト Aの 内容とBの 内容とキャリーフ

ラグの内容を加算し、結果をCに

格納する。演算結果によリキヤリ
ーフラグは変化。

４ ○ ○ ９
イツテ

'ッ
クス

可

キヤリー付き

減算

(FUN 036)

{ 刀 ―C β→θト Aの 内容からBの 内容とキヤリー

フラグの内容を減算し、結果をC

に格納する。演算結果によリキヤ

リーフラグは変化。

４ ○ ○ ９ インテ
や
リクス

可

符号無し乗算

(FUN 039)

{ 刀 U ネ∂→ 伊,
Cト

Aの 内容とBの 内容を符号無しデ
ータで乗算し、結果を C+1・Cに 格

納する。

４ ○ ６

イツテ
・
リクス

可

符暑無 し除算

(FUN 040)

{ Д U / θ→ C ト Aの 内容をBの 内容で符号無しデ
ータとして除算し、商をCに 余り

をC+1に 格納する。

４ ○ リクステつ

可

符号無し倍長

単長除算

(FUN 041)

Aキ1・A DIV B→C]可 A+1・Aの 内容をBの 内容で除算

し、商をCに 、余りを Ctlに格納

する。 (正の整数演算)

４ ○ ○

インクリメント

(FUN 043)
{ + 1 月ト Aの 内容を 1だ け増カロさせる。 ２ ○ ○ ６４ イツテ

・
リクス

可

デクリメント

(FUN 045)
{ - 1 月ト Aの 内容を 1だ け減少させる。 ２ ○ ○ ６４ インテ

'ッ
クス

可

名■務| 豪||||1規
! | ■! | ! ! | | | | | | |

1報■■襲 ！朋！戦
サポ■ト

吾セ ！者備
！Ｔ Ｓ

ｉ

！Ｔ

！

論理積

(FUN 048)

{力 AND∂→Cト Aと Bの 論理積を求めCに 格納

する。

４ ○ ○ ７ イツテ
・
リクス

可

論理和

(FUN 050)

{ 刀 O R  θ→θト Aと Bの 論理和を求めCに 格納

する。

４ ○ ○ ７ イツテ
・
リクス

可

排他的論理和

(FUN 052)

{Д  EOR θ→Cト Aと Bの 排他的論理和を求めCに

格納する。

○ ○ ７

イツテ
・
ックス

可

ビットテス ト

(FUN 064)
{Д  TEST θト Aと Bの 論理積の結果がO以 外の

とき出力をONに する。

３ ○ ○ ０

インテ
'ッ

クス

可

- 1 1 6 -
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〈叩圭早

９

シフト

毬■1称 1表=襲 勢■辞 稲
|すぷ=ト

需躍翌1鶴1着
対 Ｓ将

1ビット

右シフト

(FUN 068)

{ S H R l 月ト Aの データを 1ビ ット右 (LSB

方向)に シフトし、結果をAに 格

納する。

結 果 によ リキ ャ リー フラグは

変化。

２ ○ ○ ８６ イツテ
・
リクス

可

1ビ ット

左シフト

(FUN 069)

{ S H L l 刀ト Aの データを 1ビ ット左 (MSB

方向)に シフトし、結果をAに 格

納する。

結果によ リキヤリーフラグは

変化。

２ ○ ○ ８６ イツテ
・
リクス

可

nビ ット

右シフ ト
｀

(FUN 070)

{A SHR β→ θト Aの データを nビ ット右 (LSB

方向)に シフトし、結果をBに 格

納する。

結 果 に よ リキ ヤ リー フラグ は

変化。

４ ○ ○ 10。2 イツテ
Ⅲ
リクス

可

n ビ ット

左シフ ト

(FUN 071)

{A SHL,→ βト Aの データを nビ ット左 (MSB

方向)に シフトし、結果をBに 構

納する。

結 果 によ リキ ャ リー フラグは

変化。

４ ○ Ｏ 10,2 インテ
・
リクス

可

シフトレジスタ

(FUN 074)
■
ｌ
ｊ

ＳＲ
ω
ヵ

イ
ヨ
ー

■

Ｄ
　Ｓ
　Ｅ

イネープル入力 (E)が ONの と

き、シフト入力 (S)が ONす る

とデバイスAを 先頭とするn個 の

デバイスの内容を 1ビ ット左にシ

フトする。

結果によリキャリーフラグは変化

○ ○ 65,9-

76.2

双方向

シフトレジスタ

(FUN 075)

Ｄ

　
Ｓ

　
Ｅ

　
Ｌ

ト
ー
Ｉ
Ｊ

ＤＳＲ
ω

　

打

イネープル入力 (E)が ONの と

き、シフト入力 (S)が ONす る

とデバイスAを 先頭とする n個 の

内容を 1ビ ット左または右にシフ

トする。 (シフト方向は方向入力

(L)の 状態による)。

結果によリキヤリーフラグは変化

3 ○ ○ 69.0-

79.3
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□―テー ト

宅!称 | 表■場 械■■1襲 ！盟
|サポ■ト 1実待時閣

!(恵13)|
!輔1著

Ｔ ｉＳ！Ｔ

！

1ビ ット

右□一テー ト

(FUN 078)

{RTRl月 ト Aの データを1ビ ット右 (LSB方

向)に □―テートする。

結果によ リキヤリープラグは

変化。

２ ○ ○ ８
イツテ

・
リクス

可

1ビット

左□一テート

(FUN 079)

{RTLl月 ト Aの データを 1ビ ット左(MSB方

向)に□―テートする。

結果によリキヤリープラグは

変化。

２ ○ Ｏ ６ イツテ
'リ

クス

可

nビ ット

石□一テー ト

(FUN 080)

{A RTR,→ βト Aの データをnビ ット右(LSB方

向)に□―テートし、結果をBに 格

納する。

結 果 によ リキ ヤ リー プラグ は

変化。

４ ○ ○ 10.2 イツテ
ト
ツクス

可

nビ ット

左□一テー ト

(FUN 081)

{A RTL β→ θト Aの データをnビ ット左(MSB方

向)に□一テートし、結果をBに 格

納する。

結 果 によ リキ ヤ リー プラグ は

変化。

４ ○ ○ ２０ イツテ
'ツ

クス

可

マルチプレクサ

(FUN 090)

{ A MPX(β)θ→

θト

レジスタAを 先頭としたサイズn

のテープルのB番 目のレジスタの

内容をCに 格納する。

5 ○ ○ 70,6

デマルチプレクサ

(FUN 091)

{A DPX(,)θ→

Cト
レジスタAの 内容をレジスタCを

先頭とするサイズnの テープルの

B番 目のレジスタに格納する。

○ ○ 71.5
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語▲「
命車早

９

上ヒ車交

■転■榊| :表■1現|
t■| | | | | |■| |

概■■1襲= 那耐
鞠 1朴幾結鑑由

|(1諄蔦i>i 1備1番Ｔ

韓
より大きい

(FUN 096)

{ A 〉 θト A>Bの とき出力をONす る
３ ○ ○ ６

イツテ
・
リクス

可

大きい、等しい

(FUN 097)

{ A 〉= θト A≧ Bの とき出力をONす る ３ ① ○ ３ イツテ
Ⅲ
リクス

可

等しい

(FUN 098)

{ A = ∂ ト A=Bの とき出力をONす る
３ ○ ○ ０ テわ

可

リクス

等しくない

(FUN 099)

= A ◇ J ト A≠ Bの とき出力をONす る ３ ○ ○ ０

イツテ
'リ

クス

可

より小さい

(FUN 100)

―t A く∂ト A<Bの とき出力をONす る ○ Ｏ ６

イツテ
Ⅲ
リクス

可

小さい、等しい

(F U N  1 0 1 )

一
[ A く= Bト A≦ Bの とき出力をONす る ３ ○ ○ ３ ステつ

可

倍長より大きい

(FUN 102)

{Atl・AD隣 1・Bト A■1・A〉 B■1・Bの とき出力をON

する (倍長整数比較)

３ ① ○ ０９

倍長大きい、

等 しい

(FUN 103)

{A41・A tt B41・Bト A■1・A≧ B41・Bの とき出力をO

Nす る (倍長整数比較)

３ ○ ○ ０９

倍長等しい

(FUN 104)

{A41,A tt Btl・Bト A■1・A=Btl・ Bの とき出力をON

する (倍長整数比較)

○ ○ ７８

倍長等しくない

(FUN 105)

{A■1・AⅨ〉Btl・Bト A+1・A≠B41・Bの とき出力をON

する (倍長整数比較)

３ ○ ○ ７８

倍長より小さい

(FUN 106)

{Atl・A Ⅸ B41・Bト A+1・Aく B■1・Bの とき出力をON

する (倍長整数比較)

３ ○ ○ ０９

倍長小さい

等しい

(FUN 107)

{Atl・AⅨ=Btl,Bト A+1・A≦Btt tBの とき出力をON

する (倍長整数比較)

○ ○ ０９

符号無 しより大

きい

(FUN 108)

{ A U 〉∂ト A>Bの とき出力をONす る

(符号無しデータ比較)

3 ○ イツテ
Ⅲ
ックス

可

符 号 無 し大 き

い、等しい

(FUN 109)

{AU〉 =θ ト A≧ Bの とき出力をONす る

(符号無しデータ比較)

３ ○ ３

インテ
'リ

クス

可

符号無 し等しい

(FUN l10)

{ A U = θト A=Bの とき出力をONす る

(符号無しデータ比較)

３ ○ ３
イツテ

'リ
クス

可

符号無し等しく

ない

(FUN lll)

{AU◇ θト A≠ Bの とき出力をONす る

(符号無しデータ比較)

3 ○ ３

インテ
Ⅲ
リクス

可

符吾無しより小

さい

(FUN l12)

{ A U くθト A<Bの とき出力をONす る

(符号無しデータ比較)

3 ○ ３

イツテ
・
リクス

可

符 号 無 し小 さ

い、等 しい

(F U N  l 1 3 )

{ A Uく= B ト A≦ Bの とき出力をONす る

(符号無しデータ比較)

３ 〇 ３ ステつ

可

- 1 1 9 -



語▲「〈叩圭早
９

データ処理

韓|1郵 干轟‖1脳 1繊■■1要 ！が一雄
球 ‐卜‐1実行韓題

|lti庄ISI)|
韓1毒

神 ！軽
デバイス/レ ジ

スタセット

(FU N  l 1 4 )

―
[ SET A ]― Aが デバイスの場合 :

デバイスAを ONに セットする

２ ○ ○ ２４

Aが レジスタの場合 :

レジスタAに HFFFFを格納する

デバイス/レ ジ
スタリセット
( F U N  l 1 5 )

…[ RST A }― Aが デバイスの場合 :

デバイスAを OFFに リセットす

る

2 ○ ○ ２４

Aが レジスタの場合 :

レジスタAに Oを 格納する

キヤリーセット

(F U N  l 1 8 )

{SETCト キヤリーフラグをセットする 1 ○ ○ ２４

キヤリーリセット

(FUN l19)

一
[ RSTC ]一 キヤリーフラグをリセットする 1 ○ ○ ２４

エンコード

(FUN 120)

{沼 ENC(β)Bト Aを 先頭とするサイズ2nビ ット

のビットフアイルにて、最上位の

ONビ ット位置をレジスタBに 格

納する

４ ○ ○ 57.0-

1 4 1 . 4

デコード

(FUN 121)

{刀 DEC(,)θ ト Bを 先頭とするサイズ2nビ ット

のビットフアイルに対してレジス

タAの 下位nビ ットで示されるビ

ツト位置をONと し、他は全て○

FFと する

4 ○ ○ 69.5-

99.1

データビットカ

ウンタ

(FUN 122)

{ A  B C  βト レジスタAの データ中、ONし て

いるビットの数をカウントし、結

果をレジスタBに 格納する

３ ○ ０６

フリップフロップ

(FUN 147) 景][FIFIQ
セット入力 (S)が ONの ときデ

バイスAを ONに セットし、リセ

ツト入力 (R)が ONの とき、デ

バイスAを OFFに リセツトす

る。 (リセット優先)

２ ○ ○ 26.7

アップダウンカ

ウンタ

(FUN 149)

■
Ｉ
Ｊ

０／

　

　

Ａ

ギ
引
■

イネープル入力 (E)が ONの と

き、カウンタ入力 (C)が ONす

る回数をカウントし、カウンタレ

ジスタAに 格納する。カウンタ方

向 (力B算/減 算)は UP/DOW

N選 択入力 (U)の 状態によつて

選択

ON… アップカウント

OFF… ダウンカウント

２ 〇 〇 30,1
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９

プログラム侑」御

RAS

名|=称 鶏 舞 鶏
え力克メ
||:lg留買:|

材ボ1市卜|震無齢1閣
l t r s i ) |

1籍1書Ｔ ＳＴ

サブルーチン

コール

(FUN 128)

{CALL N.,ト 入力がONの とき、サブルーチン

No.nの サブルーチンをコール

する。

2 ○ ① 21.0

(へ
°
ア)

サフ
'ルーチツリターツ

(FUN 129)

Ｈ RET Ｈ サブルーチンの終了を示す。 1 ○ ○

繰り返 しFOR

(FUN 132)

{FOR,ト FOR～ NEXT間 をnで指定さ

れる回数繰返し実行する。

○ ○ 22.0

( へ
°
ア)

繰 り返 し

N E X T

(FUN 133)

{ NEXT ]一 1 ○ ○

サプルーチン

エントリー

(FUN 137)

H SUBR(β)H サブルーチン (No.n)の 先頭

を示す。

２ ○ ○ CALLに含

まれる

FUN1 28

割り込みプログ

ラム許可

(FUN 140)

{ E I ト 割り込みプラグラムの実行を許可

する。

1 ○ ○ 27.6

( へ
°
ア)

書」り込みプログ

ラム禁止

(FUN 141)

{ D I ト 割り込みプラグラムの実行を禁止

する。

1 ○ ○

割り込みプログ

ラム終了

(FUN 142)

Ｈ Ｈ 書」り込みプラグラムの終了を示
す。

1 ○ ○

ウォッチ ドッグ

タイマリセット

(FU N  1 4 3 )

{ WDT , ]― スキャンタイムオーバ検出値を伸
ばす

○ ○ ６

ステリフ
°
シーケツスイニシャ

ライス
・

(FUN 144)

{STIZ β 賀
ト デバイスAを 先頭とする

n個 のデバイスをOFF

し、Aを ONす る。

一連の

ステッ

プシー

ケンス

を構成

する。

○ ① 59.9-

65.0

ステップシーケ

ンス入力

(FUN 145)

{ S T I N 刀ト 入力がONで デバイスA

がONの とき出力をON

にする。

2 ○ ○ 27.0

ステップシーケ

ンス出力

(FUN 146)

{STOT刀 ト 入力がONの とき、同一回

路上のステップシーケン

ス入力命令のデバイスを

OFFに しデバイスAを

ONに する。

２ ○ ○ 27.0
- 1 1 9 . 0

名■祢 1表■現 1概!|■要 が，社
サポ■ト 葉衛時1闇

|(|,1車|〉|
1鶴1毒Ｔ ｉＳ！Ｔ

！

カレンダ設定

(FUN 154)

―モ A CLND ]― Aが 先頭の6ワ ードの内容でカレ

ンダを設定する。

2 ○ ２

カレンダ演算

(FUN 155)

{A CLDS θト 現在時刻からAを 先頭とする6ワ
ードの内容を減じて結果をBを 先

頭とする6レ ジスタ格納する。

3 ○ 253

-121-



９と早 命令語

関数

1缶■都 表=張 !転‖‖畿 ！翻
協

サポ■ト 実行轄閣|
||モ1由1金う||

購11毒
！Ｔ ｉＳ！Ｔ

，

移動平均

(FUN 56)

{A MAVE(β)θ→

θト

Aの 内容n個分ををBを 先頭とす

るnワ ードに保存し、平均値をC

に格納する。

○ 95+

1 . 2 5 * n

ディジタルフィ

ルタ

(FUN 60)

{ A  D F L ∂→ C ] Aの 内容とCの 前□値をBの 内容

でフィルタリングし、結果をCに

格納する。

４ ○ ４８

本質継承型 PID

(FUN 156)

{A PID3 8→Cト Aの 値に対しB以 降のパラメータ

により不完全微分先行型PID演

算を行いCに 格納する。

４ ○ ○ 85.0
-428.0

上限リミット

(FUN 160)

{ 月 U L ∂→ C ト Aの 内容をBの 内容と比較し、 B

の内容を上限として、Cに 格納す

る。

４ ○ ２
イツテ

・
リクス

可

下限リミツト

(FUN 161)

{ 刀 L L  θ→ C ト Aの 内容をBの 内容と比較し、B

の内容を下限として、Cに 格納す

る。

４ Ｏ ２ イツテ
・
リクス

可

最大値

(FUN 162)

{Д  MAX(,)θ ト Aを 先頭とする nヮ ー ドの最大値

をBに 、その格納位置を日+1に

格納する。

４ ○ 67+

1 . 5 * n

最小値

(FUN 163)

{刀 MIN(β),ト Aを 先頭とするnヮ ードの最小値

をBに 、その格納位置をB+1に

格納する。

４ Ｏ 67+

1 . 5 * n

平均値

(FUN 164)

{刀 AVE(β)θト Aを 先頭とするnヮ ードの平均値

をBに 格納する。

４ ○ 67+

1 . 2 5 * n

関数発生器

(FUN 165)

{月 FC(n)θ→

Cト
Bを先頭とする2xn個 のパラメ
ータによつて定義される関数によ

って、Aの 内容を3+数とする関数

値を求めCに 格納する。

○ ○ 77.7-

142.1
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轟
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▲「
命圭早

９

データ変換

入出力

転■撤 襲‖幌 1姦二1襲 盟
＝
骨
＝
一

1静ポ■ト 蒸行時寵
|(ldiSII=

盛1著
Ｔ

鵜
HEX→ASCII変換

(FUN 62)

rt力HTOA(β) トθ Aを 先頭とするnワ ードの数値を

ASCIIコードに変換し、その結果

をBを 先頭とする2nワ ードに格

納する。

４ ○ 67+

9 . 8 8 * n

ASCII→HEX変換

(FUN 63)

{Д  ATOH(β)θト Aを 先頭とするnワードの ASCII

コードを数値に変換し、その結果

をBを 先頭とするn/2ワ ードに

格納する。

○ 67+

1 3 . 9 * n

絶対値

(FUN 180)

{刀 ABS θト Aの 絶対値をBに 格納する。
３ ○ ○ ０

2の 補数

(FUN 182)

{刀 NE6 θト Aの 2の 補数をBに 格納する。
３ ○ ① ６４

倍長 2の 補数

(FUN 183)

{A41・A掛田Btl・Bト AtlとAの 2の 補数を B+1・Bに 格納

する。

○ ○ ４０

7セ グメントデ

コード

(FU N  1 8 5 )

{刀 7SEG θト Aの 下位4ビ ットを7セ グメン ト

コー ドに変換し、Bに 格納する。

○ ○ 43.9

ASCII変 換

(FUN 186)

{Д  ASC θト Aで 示される最大 16文 字の英数

字をASCIIコ ードに変換しB

以降に格納する。

3-10 ○ ○ 29.8-

49.6

パイナリ変換

(FUN 188)

{ Д B I N  θト Aの BCDデ ータをバイナリデー

タに変換しBに 格納する。

○ ○ 65。5

BCD変 更

(FUN 190)

{ 刀 B C D ∂ト Aの パイナリデータをBCDデ ー

タに変換しBに 格納する。

○ ○ 55。6

1名■郡 1表■現 概==1要
柳
一出

ス

！！！！！！！！！！！！！！！！！！！一

材ボ■ホ|

1翠岬 盛!書
Ｔ ＳＴ

直接入出力

(FUN 235)

{1/0(n)刀 ト 入出カレジスタAか らnヮードの

レジスタ範囲について、対応する

1/Oモ ジュールとの間でデータ

の入出力を行う。

○ ○ 20。7+

2 1 , 3 ×n

拡張データ転送

(FUN 236)

{A XF[R∂→ C] レジスタAに より指定される転送

元の連続したデータをレジスタC

により指定される転送先ヘレジス

タBで 示されるサイズのプロック

転送する。

○ ○ 54.0

( l Wリート
')

7130

(16Wライト)

特殊モジユール

データ入力

(FUN 237)

{A READ∂→Cト レジスタAの 特殊モジュールのレ

ジスタBで 指定されたメモリアド

レスからレジスタCを 先頭とした

エリアにレジスタB+1で 示され

るサイズの転送を行う。

４ ○ ○ 126.0+

7 . 9 ×N

( N :

サイス
Ⅲ
)

特殊モジュール

データ出力

(FUN 238)

{A hRITE θ→θト レジスタAを 先頭としたレジスタ

B+1で 示されるサイズのデータ

をレジスタCの 特殊モジュールの

レジスタBで 示されるメモリアド

レスにブロック転送を行う。

４ ○ ○ 126.0+

7 . 9 ×N

( N :

サイス
・
)
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９圭早 命令語

補足

命令語を直接母線に接続した場合、命令語のステップ数が 1ステツプ増カロす

る場合があります。

使用済みプログラムステップ数はプログラマのシステム情報画面で確認く

ださい。

補足

命令語の中にインデックス修飾が可能なものがあります。

上記一覧表中の実行時間はインデックス修飾を行つていない場合の実行

時間の目安です。

インデックス修飾を使用した命令語では、命令語のオペランド1つに対し

20数 μsの 時間が加算される場合があります。

定数にインデックス修飾した場合、1つの修飾に対してステツプ数が 1つ増

加されます。
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圭早
A▲
ロロ■同轟”

9.2 命令語の説明

この章ではT1/TlSが サポートする命令語のうち、代表的な命令語について説明します。

この章で説明してしヽない命令語に関しましては別冊の 「Tシ リーズ命令語説明書」をご覧

ください。

△ 注意
本書中に記載のサンプルプログラムは、お客様にて動作確認を行つた後使用してく

ださい。弊社が動作を保証するものではありません。

誤動作による事故を防ぐために、運用前に十分確認を行つてください。
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令語命圭早
９

a接 点

b接点

引 卜

十

デバイスAの NO

デバイスAの NC

(ノーマルオープン)接 点です。

(ノーマルクローズ)接 点です。

炉 (キー操作)

田回日□田
田回国日田
圏回日日□田
囲□圏日田
囲□国日田
圏回日日日田解説)

・入力X0000と 補助リレーR0001が

①Nの 時、出力YO020が ONし ます。

・入力×O001と 補助リレーR0002が

①FFの 時、出力YO021が ONし ます。

オペランド)

Ｔ T l S

X O O O O ～ 0 3 1 F

Y O 0 2 0 ～ 0 3 1 F

R O O O O ～ 0  6  3 F I

S 0 0 0 0 ～ 0  6  3 F I

T . O 0 0 ～ 0 6 3

C . O O O ～ 0 6 3

X O O 0 0 ～ 0 3 1 F

Y O 0 2 0 ～ 0 3 1 F

R 0 0 0 0 ～ 2 5 5 F

S 0 0 0 0 ～ 0  6  3 F E

T . 0 0 0 ～ 2 5 5

C . 0 0 0 ～ 2 5 5
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９圭早 命令語

ON時 微分接点  : ―
lb 入力の立上りを検出し、 1スキヤンだけ接点の出力をON

します。

①FF時 微分接点 : ―
lb 入力の立下りを検出し、 1スキャンだけ接点の出力をON

します。

(キー操作)例

圏団日田田
田田□回
国回日日□田
囲回田園田
田□回回
国回日日日田解説)

。入力×0000が OFF→ ONに なつた時、

スキャンだけ出力Y0020が ONし ます。

・入力XOOOOが ON→ OFFに なつた時、

スキャンだけ出力Y0021が ONし ます。

オペランド)

なし

X0000

Y0020

X0001

Y0021

補足

Tl :

微分接点 ―
l■

―
l■ はプログラム中で合計512個 まで使用できます。

TlS:

微分接点 ―
l■

―
l■

ttP卜
JN卜 <P沖 くN淳 はプログラム中で合計 2048

個まで使用できます。
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語▲「
命圭早

９

A

コイル       : ‐一
く >引   入力のON/OFF状 態をそのままデバイスAに 出力

A    します。

インバートコイル : ‐一
<I>引   入力のON/OFF状 態を反転してデバイスAに 出力

します。

(キー操作)

圏
田

×0006が O FE FIのとき、X0005

ません。

炉

解説)
。入力X0000が ONの 時、出力YO020は

ONに なり、出力Y0021が OFFし ます。

・入力X0000が OFFの 時、出力Y0020

はOFFに なり、出力Y0021は ONに なり

ます。

オペランド)

Ｔ TlS

Y 0 0 2 0 ～ 0 3 1 F

R 0 0 0 0 ～ 0 6 3 F

S O O O O ～ 0  6  3 F I

Y 0 0 2 0 ～ 0 3  1  F I

R O 0 0 0 ～ 2  5  5 F I

S 0 0 0 0 ～ 0 6 3 F

補足)Tlは 二重コイルは許可していません。

以下のように同一アドレスのデバイスをコイル/イ ンバートコイル命令で複数個使用し

た場合、プログラム上で後から実行される方が出力として優先されます。

田日□田□田
国回日日園田

日回□日日園田

>二
重コイル

がONし てもY0027は ONし
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（「〈叩圭早

インバータ    : ―一
引 I十一一   入力の状態を反転して接点の出力にします

例)

ド路I  附
解説)

・入力X0003が OFFの 時、出力YO025

はONに なり、XOO03が ONの 時、Y00

25は OFFに なります。

オペランド)

なし

(キー操作)

田回日園囲
田日回回
圏回日日園囲
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語▲「▲叩圭早
９

A

ポジティブパルス接点 :一引 Pト ー
 入力がONの 時、デバイスAが OFF→ ONへ と変化すると

A   出力を 1ス キャンだけONし ます。

ネガティブパルス接点 :~引 Nト
ー

 入力がONの 時、デバイスAが ON→ OFFへ と変化すると

出力を 1ス キャンだけONし ます。

(キー操作)

田□田□団
田日□回
国□日日□田
田□日田田
田日回回

解説)

・入力×0000が ONで デバイス R0125

がOFF→ ONに なつた時、1ス キャンだけ出

力Y0020が ONし ます。

・入力 X0001が ONで デバイス R0126

がON→ OFFに なつた時、1ス キャンだけ出

力Y0021が ONし ます。

X0000

R0125

Y0020

樹】:~」舌声干
~〒

百
正三王‐__

Y 0 0 2 1  
          スキャン

オペランド)

国回日日園田

補足

JP卜引N卜はTlSのみサポートしています。
微分接点―

lk― l■ JP卜 JN卜 くP河くNンはプログラム中で合計20481□

まで使用できます。

例

仙
矧

判

引

０

　

　

　

　

０

Ｔ TlS

命令未サポート X O 0 0 0 ～ 0 3 1 F

Y 0 0 2 0 ～ 0 3 1 F

R 0 0 0 0 ～ 2  5  5 F I

S 0 0 0 0 ～ 0  6  3 F I
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９圭早 命令語

A

コイル      : ‐ P>J  入力がOFF→ ONに 変化するとデバイスAを 1ス キャン

A    だけONし ます。

インバートコイル : ―二<N>引   入力がON→ OFFに 変化するとデバイスAを 1スキャン

だけONし ます。

(キー操作)

田
田

例

圏田□田田図
田田回□日日田田

日回□日日田田
解説)

・入力×0000が OFF→ ONに なつた時、

スキャンだけ出力Y0020が ONし ます。

・入力×0000が ON→ OFFに なつた時、

スキヤンだけ出力Y0021が ONし ます。

X0000

Y0021

X0000

Y0020

・
同

，
同

→ 争
-1ス キャン

補足

JP卜JN卜はTlSのみサポートしています。
微分接点―

l■
―
l■」P卜JN卜 くPンくNンはプログラム中で合計20481回

まで使用できます。

オペランド)

Ｔ TlS

命令未サポート Y 0 0 2 0 ～ 0 3  1  F E

R O O 0 0 ～ 2  5  5 F I

S O 0 0 0 ～ 0  6  3 F I
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９主早 命令語

オンデイレータイマ :― EA TON Bト
ー  設定値Aの オンデイレータイマです。Bは タイマレジ

スタで現在値が格納されます。

(キー操作)例

解説)
。入力×OO01が ONす ると、10秒 後に出力

Y0020が ONし ます。

同時にタイマデバイスT,012が ONに なり

ます。

×OO01が O FI FIすると、YO020と T.

012が ①FFし ます。

T.012が ONの とき補助リレーR0100

がONで あればR0200が ONし ます。

回田田田田
田
田
団
国
田
田
国

岡
田

田
田
□
□

田
□
日
□
□

□
田
日
圏
日
日
日

回
田
日
日
□
国
圏

田
田
目
団
回
回
回

X 0 0 0 1  
_ _ _ 中

十

~ ~ … ~ ~ ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 中 … … … … …

] と _ _ _ _ _ _ 「

~ ~ ~ ~ ~ ~ 1 _ _ _ _ _ _ _

T012

T . 0 1 2

Y0020

オペランド)

。設定値 0～ 32767

(‖!十1;者』景甘
立
!‖定:;;::;]告 )

設定値にレジスタを使用することもできます。

使用可能レジスタはタイマオペランド詳細を参照ください。

Ｔ TlS

T000 ～ T063 T000 ～  T255

0,1犯夢目巨布正 :0′Ψ3276.7犯身

Ｔ TlS

0.01秒 単位 T000～ T031 T000～ T063

O.1秒 単位 T032～ T063 T064～ T255

・現在値
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圭早
９ 命▲「

オフデイレータイマ :― t A TOF Bト
ー  設定値Aの オフディレータイマです。Bは タイマレジ

スタで現在値が格納されます。

例)

解説)

。入力×OO02が ONす ると出力Y0021、

タイマデバイスT.013が ①Nに なります。

X0002が ON→ OFFと なると、5秒 後に

YO021、 T.013が OFFに なります。

T013

T . 0 1 3

Y0021

・現在値

オペランド)。設定値 0～32767(津
十材亀桑ダ!‖定誘;と,;財)

設定値(5秒 )未満

設定値にレジスタを使用することもできます。

使用可能レジスタはタイマオペランド詳細を参照ください。

(キー操作)

田回圏日田
田園回□

岡
田
田

田
田
日
□

日
園
日
日

田
日
日
□
圏

□
□
回
□
□

園
団
圏
田
圏

Ｔ TlS

T000 ～ T063 T000 ～ T255

一

Ｔ TlS

O.01秒 単位 T000～ T031 TOOO～ T063

0.1秒 単位 T032～ T063 T064～ T255
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９圭早 命令語

シングルショットタイマ :― EA SS Bト
ー 設定値Aの時間だけ出力がONす るシングルショットタイ

マです。Bはタイマレジスタで現在値が格納されます。

(キー操作)

日
□
国
田
圏

□
圏
□
□
□

田
日
日
□
圏

□
日
日
日

田
日
□
田

田
剛
田

例)

解説)

。入力X0003が ONす ると、出力Y0022、

タイムT,014が ONに なり、7秒 後にOF

FIします。

X0003の ON時 間が7秒 未満でもY00

22、 T.014は 7秒 間ONし ます。

X0001

T014

T . 0 1 4

Y0020
・
  7 秒

オペランド)
。設定値 0～ 32767

。現在値

圏回日日田
田日□回回

秒７６７２３

や
０位単秒００／

ｒ

‐

１

ヽ

設定値にレジスタを使用することもできます。

使用可能レジスタはタイマオペランド詳細を参照ください。

Ｔ TlS

TOOO ～ T063 T000 ～ T255

0。1犯夢目巨布正 :0ハυ3276.7犯少

Ｔ TlS

0.01秒 単位 T000～ T031 T000～ T063

O.1秒 単位 T032～ T063 T064～ T255
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語（「
〈叩圭早

９

オペランド)・設定値 0～32767(津
十材亀桑ダi‖定誘;::;歌)

タイマオペランド詳細 (TON/TOF/SS共 通)

設定値にレジスタを使用することもできます。

Ｔ TlS

T000 ～  T063 TOOO ～  T255

。現在値

Ｔ TlS

O.01秒 単位 T000～ T031 TOOO～ T063

0.1秒 単位 T032～ T063 T064～ T255

Ｔ TlS

X W 0 0 0 ～ ×W 0 3 1

Y W 0 0 2 ～ Y W 0 3 1

R W 0 0 0 ～ R W 0 6 3

S W 0 0 0 ～ S W 0 6 3

T O 0 0  ～  T 0 6 3

C 0 0 0  ～  C 0 6 3

D 0 0 0 0 ～ D 1 0 2 3

1 , 」 , K

X W 0 0 0 ～ ×W 0 3 1

Y W O 0 2 ～ Y W 0 3 1

R W 0 0 0 ～ R W 2 5 5

S W 0 0 0 ～ S W 0 6 3

T 0 0 0  ～  T 2 5 5

C 0 0 0  ～  C 2 5 5

D 0 0 0 0 ～ D 4 0 9 5

1, 」, K
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語▲「
命二早

９

カウンタ : 顎
カ

　

ネイ

CNT Q

A  B

設定値Aの 16ビ ット加算カウンタ動作を行います。

Bは カウンタレジスタで現在カウント値が格納されます。

伊
(千一操作)

C  CNT  Q

E 00005 C010

解説)

・イネーブル入力X0002が ONの 時、カウン

ト入力XO001が ONに なつた回数をカウ

ントし、カウンタレジスタC010に カウント

値を格納します。

カウン ト値が設定値の 5に なると出力Y0

020と カウンタデバイスC.010が ON

します。

XOO02が O FI Fに なるとC010は 0ク

リアされ、YO020、 C.010は OFFし

ます。

カウンタイネーブル

仙
何
劇
何

０

　

　

　

　

　

２

圏回日日田圏圏
田回田日田凶
田田田回回

岡
田
□

田
田
□
園

□
日
日
日

日
日
□
国

田
日
団
回
□

田
□
圏
圏
国

一

カウンタイネ土ブル
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９圭早 命令語

オペランド)

。設定値 O～ 65535

設定値にレジスタを使用することもできます。

・現在値

Ｔ TlS

C000 ～ C063 CO00 ～  C255

Ｔ TlS

X W 0 0 0 ～ X W 0 3 1

Y W O 0 2 ～ Y W 0 3 1

R W 0 0 0 ～ R W 0 6 3

S W 0 0 0 ～ S W 0 6 3

T 0 0 0  ～  T 0 6 3

C 0 0 0  ～  C 0 6 3

D 0 0 0 0 ～ D 1 0 2 3

1, 」, K

X W O 0 0 ～ X W 0 3 1

Y W O 0 2 ～ Y W 0 3 1

R W 0 0 0 ～ R W 2 5 5

S W 0 0 0 ～ S W 0 6 3

T 0 0 0  ～  T 2 5 5

C 0 0 0  ～  C 2 5 5

D 0 0 0 0 ～ D 4 0 9 5

1, 」, K

補足

TlSに おいて、カウンタの設定値に定数で指定できる範囲は
“
O～ 65534・ です。

定数で
"65535“

を指定するとカウンタが正常に動作しません。

カウンタの設定値を
"65535“

とする場合は、レジスタに
"65535

“
を転送後、カウンタの設定値として使用ください。
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語▲「
圭早

９

マスターコントロール

セット/リ セット

―――
t MCSＨ

‐
Ｈ

MCS一 MCR間 の回路のコイル,タ イマ,

カウンタのON一 OFF状 態を決定します。
牌  

MCR

例 (キー操作)

トーーーーーーーーーーー{McSト 圏団日□田

ト ー ー ー ー ー く >
田日日回回

Y0021
圏□日日田

ト 圏□日日□田

MCR]一
囲団日日田
圏回日日日田
田日田回回

入力XOOOOが ONの とき、×0001が ONす ると出力Y0020が ON、 XOO

02が OFFす るとYO021が ONし ます。 (通常動作)

X0000が OFFの とき、X0001,× 0002の ON/OFF状 態にかかわらず

YO020,Y0021は ONし ません。

MCS一 MCR命 令のネステイングは行えません。

MCSと MCRは 必ずペアで使用します。

解説)

オペランド)

なし

補足

1.MCS一 MCR命 令は
“
電源スイツチ

"や “
非常停止

"の
プログラムに

活用できます。

2.MCSの 入力がOFFの 時、MCS― MCR間 の命令語は次のようにな

ります。

コイル O F F

タイマ命令 リセット

カウンタ命令 リセット

フアンクション命令 不実行,状 態保持
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プンヤ車ジをムラ

　

　

ｏ

グ

す

□

ま

プ

し

の

≫

間

し

Ｒ

ば

Ｃ

飛

Ｊ

み

一　
読

Ｓ

速

Ｃ

一高

Ｊ

′く

Ｈ
…Ｈ

Ｓ

　
　

　

Ｒ

Ｃ

　
　
　

Ｃ

Ｊ

　
　

　

Ｊ
Ｈ
脚

レ

一□

・ト

ト
　
ツ

ン

セ

コ

リ

プ

／

ン

ト

ヤ
　
ツ

中ジ

セ

炉

９圭早 命令語

(キー操作)

トーーーーーーーーーーー{」csト 田□日□田
田田日□回

ト ー ー ー ー ー = > 田回日日田
Y0021

園□園日□田>

囲□日日田
」CR]一

国□日日日田
田日田回回

解説)

・入力×0000が ONの とき、」CS― JCR間 の回路は読み飛ばされ実行されません。

・×0000が ONの とき、X0001,X0002の ON/OFF状 態にかかわらず出

力YO020,Y0021は ジャンプがかかつた時点 (X0000が OFF→ ON)の

状態を保持します。

・X0000が ①FFの とき、」CS― JCR間 の回路は通常動作を行います。

オペランド)

なし

補足

１

　

２

」CS― JCR命 令のネステイングは行えません。

」CSと JCRは 必ずペアで使用します。
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語命令圭早
９

エンド : 
卜
:END]十

一一~~引
      

プログラムの最後を示します。

炉 (キー操作)

田田日回回

解説)
。メインプログラム、サブプログラムの終了命令です。

・END命 令以降にプログラムを追力Bしてもかまいませんが、実行はされません。

ただし使用ステツプ数には含まれますので留意して下さい。

・END命 令はプログラム中に少なくとも1つ必要です。

オペランド)

なし
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語▲「
命圭早

９

転 送

(F U N  0 1 8 )

入力
{A MOVBツ Aの 内容をBに 転送し、出力をONに します。

的 0001 MOV D0100-

例 (キー操作)

②

③

①

D0100 MOV

HRW000 MOV D01

解説)
・①入力×0003が ONの 時、定数 1をデータ

レジスタD0100に 転送し、補助リレー

RO010を ONし ます。 (定数→レジスタ)

②X0004が ONの 時、補助レジスタRW

OOOの データを出カレジスタD0100

に毎回 (毎スキャン)転 送します。

③D0100の データを出カレジスタYW

O02に 毎□ (毎スキャン)転 送します。
・入力がOFF時 は、転送を実行せず、出力も

OFFに します。

オペランド)

田□日日田
団日田回回

田日園□田

園
田
回
□
圏
回
□

日
日
日
回
田
□
回
団
田

回
田
日
田
田
□
田
園
日

田
回
団
日
囲
□
園
日
田

日
圏
田
団
回
園
団
回
□

し. C.

1 0 0 Ｗ

Ｔ TlS

転送元A 転送先B 転送元A 転送先B

(定数)

-32768か▼32767

(定数)

-32768か▼32767

XW000 ハV XW031 XW000 ハ▼ XW031

YW002 ハv YW031

RW000 ハツ RW063

SW000 ハウ SW063

T000 ハウ T063

C000 - C063

D0000 ′ψ D1023

1, 」, K

YW002 - YW031

RW000 ハυ RW255

SW000 ハυ SW063

T000 ′Ψ T255

C000 - C255

D0000 - D4095

1 , 」 , K

- 1 4 1 -



語▲「
圭早

９

加 算

(FUN 027)

靴 A + Ｂ → C ツ Aの 内容とBの 内容を加算し、結果をCに 格納

します。

(キー操作)炉

博

0路

研∞十曖∞0→ 醐 1あ上_」
翠
料

解説)

・補助リレーR0005が ①Nの とき、データレ

ジスタD0100の 内容と定数2000を カロ

算し、結果をD0110に 格納します。

・カロ算結果が32767以 下の場合(R0010

はOFFに なります。

・カロ算結果が32767よ り大きくなる場合、D

0110は 32767が 格納され、R0010が

ONに なります。

D0100

定数

D0100

定数

1 -脚 的 M初 5

オー,ヽ
H―

フB―

1 __」!::二!〉;:千♀;)  32767

オペランド)

田回国日田
団日日□回
回田田□□図
日□□□田
回日田日田田
圏回国田園田

R0010 = OFF

R0010 = ON

Ｔ TlS

加算データ

A

力B算データ

B

加算結果C 力]算データ

A

加算データ

B

加算結果C

(定数)-32768～ 32767 (周己養賃) ―-32768-32767

XW000 ハυ XW031 XW000 ハV XW031

YW002 ハウ YW031

RW000 ハ▼ RW063

SW000 ハツ SW063

T000 - T063

C000 ′υ C063

D0000 V々 D1023

1, 」, K

YW002 ハウ YW031

RW000 ハ▼ RW255

SW000 - SW063

T000 - T255

C000 かψ C255

D0000 ハυ D4095

1, 」, K
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９圭早 命令語

減 算  : 靴 A― B→ C}里 コ
      Aの 内容からBの 内容を減算し、結果をCに 格納

(FUN 028)                   します。

(キー操作)炉

F」‖陥0200-02500→ RW05咽トーーーど‖0判圏□圏日田
団日田回回
団田日□□田

解説)

・補助リレーR0005が ONの とき、データレ

ジスタD0200の 内容から定数2500を

減算し、結果を補助レジスタRW050に 格納

します。

・減算結果が-32768以 上の場合、R0010

はOFFに なります。

・減算結果が-32768よ り小さくなる場

合、RW050に は-32768が 格納され、

R0010が ONに なります。

日園□□田
□囲園田図
国団圏田団田

一  RW050    12500

アツタ
'―

フB―
(結果 く-32768)

一  RW050

R0010 = OFF

R0010 = ON

オペランド)

Ｔ TlS

被減算デー

タA
減数データ

B
減算結果C 被減算デー

タA
減数データ

B
減算結果C

(角ヨ装父) ―-32768かV32767 (周己装賃) ―-32768′υ32767

XW000 かυ XW031 XW000 - XW031

YW002 かv YW031

RW000 - RW063

SW000 台υ SW063

T000 ハV T063

C000 - C063

D0000 ハウ D1023

1 , 」, K

YW002 台υ YW031

RW000 ハツ RW255

SW000 台υ SW063

T000 ′V T255

C000 ′▼ C255

D0000 - D4095

1, 」, K
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９圭早 命令語

乗 算  : 靴 A*B→ C■1・C}里 コ
    Aの 内容とBの 内容を乗算し、結果を倍長レジス

(FUN 029)                  夕C+1・ Cに 格納します。

(キー操作)例

ぇ船編抑頬料 田回国日剛
団日日回□
回田日□田

解説)

・補助リレーROO05が ONの とき、データレ

ジスタDO050の 内容と補助レジスタRW

O05の 内容を乗算し、結果をD0101・

D0100(倍 長レジスタ)に 格納します。

・命令が実行されるとR0010は ONに なり、

不実行時OFFに なります。

回囲日田
回日日□園剛
園回園日田田

(;十1+十 i::畳] t〔岳|::3il
オペランド)

投 一 剛 研 eD O l側 卸∞ 0

RW005

Ｔ TlS

被乗数データ

A
乗数データ

B
乗算結果
C+1・C

被乗数データ
A

乗数データ

B
乗算結果
C+1・C

(寅巳空賃) ―-32768-32767 (周己装賃) ―-32768-32767

XW000 - XW031 XW000 ハυ XW031

YW002 かυ YW031

RW000 - RW063

SW000 - SW063

T000 ′Ψ T063

C000 ′v C063

D0000 ハウ D1023

1 , 」, K

― YW030

ハV RW062

ハツ SW062

ハツ T062

ハV C062

ハυ D1022

1, 」

YW002 ハυ YW031

RW000 - RW255

SW000 ハυ SW063

T000 ′▼ T255

C000 - C255

D0000 ψ々 D4095

1 , 」 , K

ハ▼ YW030

- RW254

ハウ SW062

ハツ T254

ハサ C254

ハツ D4094

1, 」

- 1 4 4 -



（「〈叩圭早
９

除 算 : 
ラ壇

駒:A/B→ C}里コ
      Aの 内容をBの 内容で除算を行い、商をCヘ

(FUN 030)                  余りをC+1に 格納します。

伊 (キー操作)

ド

0批

RW022/0325→ RW027ぎ

01判

解説)

・補助リレーR0005が ONの とき、補助レジ

スタRW0228の 内容を定数325で 除算

し、商をRW027に 、余りをRW028に 格

納します。

・命令が実行されるとR0010は ONに なり、

不実行時はOFFに なります。

・除数 (ォペランドB)が 0の 場合、命令は実行

されず、RO010も OFFに なります。

またこの時エラーフラグ (S0051)が ON

にセットされます。

士一一一f州W027   8(商)

剣十　
　
　
ＲＯ
Ｓ０

回
　
　
絃
腋

８

　

　

　

　

　

　

７

　

８

２

　

　

　

　

　

　

２

　

２

０

　

　

　

　

　

　

０

　

０

Ｗ

　

　

　

　

　

　

Ｗ

　

Ｗ

Ｒ

　

　

　

　

　

　

Ｒ

　

Ｒ一
行

S0051
定数

オペランド)

田□圏日田
田園□回回
回囲日圏田
日日日田
□囲日日田
国回圏日□田

R0010 = ON

R0010 = OFF

=ON(エラーフラグ)

Ｔ TlS

被除数データ
A

除数データ

B
結果データ

C
被除数データ

A
除数データ

B
結果データ

C

(周三空賃) ―-32768-32767 (角三糞賃) ―-32768かV32767

XW000 かv XW031 XW000 ハυ XW031

YW002 ハv YW031

RW000 ハ▼ RW063

SW000 ′V SW063

T000 ′V T063

C000 - C063

D0000 ′v D1023

1 , 」 , K

― YW030

- RW062

～ SW062

ハツ T062

ハV C062

ハツ D1022

1, 」

YW002 ハυ YW031

RW000 ハツ RW255

SW000 ハυ SW063

T000 かΨ T255

C000 - C255

D0000 - D4095

1 , 」, K

～ YW030

ハυ RW254

- SW062

ハυ T254

- C254

ハV D4094

1, 」

- 1 4 5 -



語▲「〈叩圭早
９

補足

1.エラーフラグはユーザプログラムでリセットして下さい。

2.商(オペランドC)に インデツクスレジスタKを 使用した場合、余り(C+1)は 切

り捨てられます。

3.オペランドAが -32768でオペランドBが -1のとき、オペランドCに は-32768、オ

ペランドC+1に は0が 格納されます。
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語▲「命圭早
９

インクリメント:

(FUN 043)

デクリメント :

(FUN 045)

入乳打

入乳」

A ツ

A ツ

入力がONの 時
レジスタAの データを+1し ます。

入力がONの 時
レジスタAの データを-1し ます。

(キー操作)

解説)

(インクリメント)
・入力 X0000が OFF→ONに なつた時、データレジス

タ D0050のデータをインクリメント(+1)し、結果
を D0050に再格納し、出力をONに します。

・D0050のデータが 32767の場合、-32768が D0050

に格納されます。
・X0000が OFF→ONになつた時以外は、演算を行わず

出力をOFFに します。

(微分接点がない場合はX0000が ONの時、毎スキ

ャン命令を実行します。)

(デクリメント)
。入力 X0000が OFF→ONになつた時、データレジスタD0051のデータをデクリ

メント(-1)し、結果を D0051に再格納し、出力をONに します。
・D0051のデータが-32768の場合、32767が D0051に格納されます。
・X0000が OFF→ONになつた時以外は、演算を行わず出力をOFFに します。

(微分接点がない場合はX0000が ONの時、毎スキャン命令を実行します。)

インクリメント

D0050    03665    +   1   -――中―中> D0050

D0050    32767    +   1   -―中―――> D0050

デクリメント

D0051    00750    -‐   1   - D0051

D0051   -32768   -‐   1   - D0051

オペランド)

田
田
回
田

回
田

□
日
回
□

回
田

日
回
日
日
□
園
日

回
□
日
田
圏
日
圏

圏
田
団
回
圏
団
団

回回
回回

Ｔ TlS

Y W O 0 2 ～ Y W 0 3 1

R W 0 0 0 ～ R W 0 6 3

S W 0 0 0 ～ S W 0 6 3

T 0 0 0  ～  T 0 6 3

C 0 0 0  ～  C 0 6 3

D 0 0 0 0 ～ D 1 0 2 3

1, 」, K

Y W 0 0 2 ～ Y W 0 3 1

R W 0 0 0 ～ R W 2 5 5

S W 0 0 0 ～ S W 0 6 3

T 0 0 0  ～  T 2 5 5

C 0 0 0  ～  C 2 5 5

D O 0 0 0 ～ D 4 0 9 5

1, 」, K

- 1 4 7 -



語（Ｔ命圭早
９

セット :   込≧生s E T  A詳些タ      デ/、ィス,レジスタAをセットします。
( F U N  l 1 4 )

リセ ッ ト :   几翌
l  R S T  A ] 半望〕

     デ/ 、ィス,  レジスタA を 0 に リセ ッ トします。

( F U N  l 1 5 )

(キー操作)

圏日団田田図
団田日日回回
回囲園□図

園□回
田田

日回回
□田

X0000

X0001

R0050

RW010

(R0100～R010F)

オペラ

例

Ｔ

　

　

Ｔ

　

　

　

Ｔ

　

　

Ｔ

Ｅ

　

　

Ｅ

　

　

Ｓ

　

　

Ｓ

ｏｏ眠

ｏ‐瑠

岬
ド
ー
ｘｏｏ
脚
―

解説)

・入力 X0000が ONの時、補助リレーR0050が 1にセ

ットされます。また補助レジスタ RW01 0が 肝FFF

にセットされます。出力はONします。

・X0000がOFFになつてもR0050,RW01 0の状態は変化

しません。ただし出力はOFFします。

・入力 X0001が ONの時、補助リレーR0050が0に セ

ットされます。

また補助レジスタ RW01 0が H0000にリセットされ

ます。また補助レジスタ RW010が H0000にリセッ

トされます。出力はONします。

田
回

日
回
田

園
田
園
□

圏
田
田
圏
回
日
日
圏
田
日

圏
日
囲
□
田
田
圏
圏
日
囲

田
団
回
圏
田
剛
□
田
団
回

RW010

R0050

ン ド

Ｔ TlS

Y0020 βV Y031F

R0000 ′ψ R063F

S0000 βウ S063F

YW002 - YW031

RW000 ハV RW063

SW000 - SW063

T000  かυ  T063

C000  ′υ  C063

D0000 ρV D1023

Y0020 かυ Y031F

R0000 ′V R255F

S0000 かυ S063F

YW002 ハ▼ YW031

RW000 ハυ RW255

SW000 ハυ SW063

T000  ハウ  T255

C000  かV  C255

D0000 ハυ D4095
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9章  命令語

ステップシーケンス

ップシーケンスの為の初期化を行います。

イスAか らn個 のデバイスをステップシーケンスに

します。Aの みをONに し、他をOFFに します。

イスAが ONの とき、移行条件が成立すると、Aを

Fに し、デバイスBを ONに します。

り移行条件によつて実行ステップをA→ Bに 移行さ

有」御を行います。

例 (上限スイツチ)
X0007

X0006

(下限/左限スイツチ)

(〔〕)ス
タートスイッチ

０

１

２

３

２

２

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ鍼

□

側
日

□

X0005

(右限スイツチ)

左行出力

上行出力

下行出力

左行出力

(キー操作)

左図のように物体が左→上→

下→右の順に移動させる処理

をステップシーケンスで行う

例を示します。

田回田田田
田日日日回回
日田回圏田□田
圏圏囲園囲
岡田日日回回
□圏日□田

田回田日田
岡田日日回回
回圏日園田
団田日日回□
□国日日田

田回日日田
闘日日日□回

SHN RO倒2H― ESTOT RO側3

X0005

SWN RO側3H― ESTOT RO側0
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語▲「〈叩圭早
９

解説)

・入力 X0000が OFF→ONに なつた時、ステツプシー

ケンスイエシヤライズを実行します。(R0010～

R0013の 4ビ ットを使用)命令が実行されると次の

ようになります。

R0010 = ON    R0011ハツR0013 = OFF

・ステップシーケンス入力となるR0010がONの時、

X0006が ONになると、ステップシーケンス出力の

R0011をONに し、R0010をOFFにします。 (X0006

がステップ移行条件)

・llB番に移行条件のX0007,X0006,X0005がONすると

R0012→R0013→R0010の順でONになり前ステップ

はOFFになります。

X0000

X0005

X0006

X0007

R0010
(Y0020)
R0011
(Y0021)

R0012
(Y0022)
R0013
(Y0023) =ЭJ ll ↑ 3

Ｗ

オペランド)
・Tl

・Tl

: R O O O O ～ R 0 6 3 F

S : R 0 0 0 0 ～ R 2 5  5  F I

S Y

1 4 6

3

4 2 1
Ｗ

３ 1 2

Y L

4 2 2

Y L

4 2 3

補足

1.ス テップシーケンスはSTIZ,STIN,STOT命 令を併用して行

います。

2.ス テップシーケンスは、次のような回路構成でも動作可能です。

卜

STIN A H 

            :i‖i:封

臣
:iil告 r            

STOTC引

ド
STINA 

                si‖i:封
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10章  特殊入出力機能

ｌ

　
　
Ｔ／

Ｏ

　
　
Ｔ

■
８ 特殊入出力機能

lSに は次の特殊入出力をサポートしています。

ヒ
ヒ

ム
ロ機 要概 備 者

入カフィルタ

定数設定

入カフイルタ定数 (ON/OFFテ
'ィ

レー時間)は ユーサリ
°
ロク

'ラ
ムで

設定します。設定範囲は0～15msです。テ
・
フォルト値は

10msです。この設定は XO～X7ま で有効です。 (8

点とも同じ設定時間となります。)

SW16-Fビ ットで
許可状態にしま
す。

高

速

カ

ウ

ン

タ

1相アップ

カウンタ

(這説フ(5kHz)

1相 のパルス列入力をカウントします。 (2点 )

CH.1:XOカウント入力,X2=リ セット入力

CH.2:Xl=カウント入力,X3=リ セット入力

4つ の機能の中
から 1つ だけ実

施できます。

SW16で機能を選

択します。

1相スピー ド

カウンタ

(這衰フ(5kHz)

サツフ
°
リツク

'同
期間のドルス列入力をカウツトします。(2点)

サツフ
°
リツク

'同
期は 10～1000ms(10ms単 位)で す。

CH.1:XO=カウント入力

CH.2:Xl=カウント入力

2相 バイパルス

カウンタ

(塙設フ(5kHz)

2相 90°位相差パルスをカウントします。 (1点)

A相 が進みの場合アップカウント、B相 が進みの場

合ダウンカウントとなります。

A相   : X 0

B相   : X l

リセット : X 2

割り込み入力 割り込み入力の入力状態が OFF→ON(ま たは ON→

OFF)に変化したとき 1/0書Jり込みプログラムを実

行します。 (2点)

X2:割り込み 1(1/0割 り込みプログラム#3)

X3:割り込み 2(1/0割 り込みプログラム+4)

ボリューム入力 T1/TlS本体に装備されているボリューム入力をデ

ジタル値 (0～1000)で取り込み SWレジスタに格納

します。 (2点)

VO:SW30

Vl:SW31

使用するに当た

り、特に設定な

し。

パルス列出力 T1/TlSで設定した周波数のパルス列を出力しま

す。

周波数は 50～5000Hz(lHz単位)で 設定できます。

Y20:CWまたはパルス (PLS)

Y21:CCWまたは方向指定 (DIR)

2つ の機能のう

ちの 1つ を選択

して 使 用 し ま

す。SW26で選択

します。

PWM出 力 任意のデューティーパルスを出力します。

ONデューティー比は0～100%(1%単位)で 設定でき

ます。

Y20:PWM出力

入カフィルタ定数設定とボリューム入力以外の特殊入出力機能は、DC入 力

タイプにのみ搭載しています。
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10章  特殊入出力機能

特殊入出力は特殊レジスタを使用して、モードの設定、データの読み書きを行い、制御します。

(特殊入出力のモード設定レジスタ SW16 & SW26)

FEDCBA9876543210

SW16

高速カウンタ及び割込入力使用/不 使用
O:不 使用
1:使 用

高速カウンタ/割 込入力選択
0:割 込入力
1:高 速カウンタ

割り込み 1モ ー ド
OO:リ ザーブ
01:立 ち上がり
10:立 ち下がり
11:リ ザーブ

割り込み2モ ード
OO:リ ザーブ
01:立 ち上がり
10:立 ち下がり
11:リ ザーブ

高速カウンタモード
O O
01

1 0
1 1

1相アップカウンタ
1相スピードカウンタ
バイパルスカウンタ
リザーブ

高速カウンタ/割 込入力許可
OO:CH.2-禁 止  CH. 一禁止

一許可
一禁止
一許可

01:CH.2-禁 止  CH.
10:CH.2-許 可  CH.
11:CH.2-許 可  CH.

入カフィルタ定数
0:不 使用 (10ms)
1:使 用

パルス出力及びPWM出 力使用
0:不 使用
1:使 用

パルス出力/PWM出 力選択
0:PWM
l:バ ルス出力

パルス出カモード
0:CW/CCW
l:PLS/DIR

(エラーフラグ)
PWMパ ルス幅エラー

0:正 常
1:エ ラー

PWM ONデ ューティー設定エラー

0:正 常
1:エ ラー

周波数設定エラー

0:正 常
1:エ ラー
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10章  特殊入出力機能

(特殊入出力に使用する特殊レジスタ)

・入カフイルタ定数

SW17=設 定値0～ 15(0～ 15ms)

。1相アップカウンタ

CH. 1 C H . 2

プリセット値/設 定値 SW18 SW20 データ範囲 :0～65535

(H0000 Ψ々HFFFF)カウントデータ SW22 SW23

ソフトゲート S240 S248 ON時 カウンタイネーブル

割り込み許可 S241 S249 ON時書」り込みイネーブル

カウントプリセット S243 S24B プリセット実施時 ON

CH.1:1/0割 り込みプログラム#1

CH.2:1/0割 り込みプログラム#2

・1相スピードカウンタ

割り込みはありません。

・バイパルスカウンタ

C H . 1 C H . 2

サンプリング同期設定 S W 1 8 SW20 データ範囲:1～100(10～ 1000ms)

カウントホール ド値 SW22 SW23 データ範囲:0～65535

(H0000かψHFFFF)

ソフトゲート S240 S248 ON時 カウンタイネーブル

設定値 1 S W 1 9 。 S W 1 8 データ範囲:
-2147483648-2147483647

(H80000000カVH7FFFFFFF)
設定値 2 SW21・ SW20

カウント値 SW23・ SW22

ソフトゲート S240 ON時 カウンタイネーフ
'ル

割り込み 1許可 S241 ON時書」り込み 1イネーブル

カウント1プ リセット S243 カウント1プ リセット実施時 ON

割り込み 2許 可 S249 ON時割り込み 2イ ネーブル

カウント2プ リセット S24B カウント2プ リセット実施時 ON

設定値 1通過時

設定値2通 過崎

。パルス出力

1/0割 り込みプログラム#1

1/O割 り込みプログラム#2

パルス出力許可 S270 ON時 パルス出カイネーブル

周波数設定 SW28 データ範囲 :-5000～-50

50-5000

周波数設定エラーフラグ S26 FI エラー時 ON(自 動的にリセット)

。PWM出 力

PWM出力許可 S270 ON tt PWM出カイネーブル

周波数設定 SW28 データ範囲:50～5000

ONデ ューティー設定 SW29 データ範囲:0～100

パルス幅エラーフラグ S26D

エラー時ON(自 動的にリセット)ONテ
Ⅲ
ューテイー設定エラーフラク

・
S26E

周波数設定エラーフラグ S26 FI
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10章  特殊入出力機能

10.2 入カフィルタ定数

外部入力×000～ X007の 8点 のフィルタ定数 (ON/OFFデ ィレー時間)を O～ 15

msの 間で設定できます。

フィルタ定数の初期値は10msに なつています。

尚、フイルタ定数の設定は第 1スキヤンでのみ行えます。第2ス キャン以降にフイルタ定数を

変更することはできません。

(使用レジスタ)

SW16:10.1項 参照

SW17:入 カフィルタ定数

FEDCBA9876543210

不 使 用 ( 0 )

早
設定値
0～15

(動作)

入力信号

内部ロシ
Ⅲ
ック

スキヤツ同期

Xテ
・
ハ
・
イス

(サンプルプログラム)

る   と
i r―    ! 1  1

1     1     !  |

T:入 カフィルタ定数(0～15ms)

1 

卜  

SET S016F H 00003 MOV SW017]トーーーーーーーーーーーー

このプログラムでは、入カフィルタ定数を3msに 設定します。

補足

AC入 カタイプのXOO― X07は ON/OFFデ イレー時間が通常のO

N/OFF時 間に入カフィルタ定数時間を力]算した値となります。
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10章  特殊入出力機能

10。 3 高速カウンタ

10。 3. 1 1相 アップカウンタ

カウント入力が①FF→ ONに 変化した回数をカウントします。カウント値が設定値に達する

とカウント値を0に リセットし、 1/0割 込を発生します。 (割込許可フラグON時 )

また、リセット入力がONに なると、カウント値を0に リセットします。

カウンタ機能は、ソフトゲートがONの 状態で許可となります。ソフトゲートが①FFに なる

とカウンタは動作をせず、カウント値が0に なります。

設定値はソフトゲートがOFF→ ONに なるタイミングでセットされます。

カウント値をプリセットする場合は、ソフトゲートをOFFに し、プリセットフラグをONに

するとプリセット値がカウント値にセットされます。

カウント値は0～ 65535(H0000～ H F FEFI F)(16ビ ット)で す。

(使用入力)

カウント入力 (×000,X001)

ON/OFFパ ルス幅 :100Hs以 上 (max.5kHz)

リセット入力 (×002,× 003)

ON/OFF時 間 :2ms以 上

(使用レジスタ)

SW16:10.1項 参照

機 し
ヒ

ム
ロ

レジスタ/デバイス
備 者

CH. 1 C H . 2

カウント入力 X000 X001

リセット入力 ×002 ×003

プリセット値/設定値 SW18 SW20 データ範囲:0～65535

(H0000V々HFFFF)カウントデータ SW22 SW23

ソフトゲート S240 S248 ON時 カウンタイネーブル

割り込み許可 S241 S249 ON時割り込みイネーブル

カウントプリセット S243 S24B プリセット実施時ON

C H .  1

C H .  2

1/O割 り込みプログラム#1

1/0割 り込みプログラム#2

補足

1相アップカウンタ機能を両CH.共 使用する場合、X000～ ×O03は

通常の入カデバイスとしては使用できません。

しかし、片方のCH.の みをカウンタとして使用する場合は、不使用のCH.

側のデバイスは、通常の入カデバイスとして使用できます。
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10章  特殊入出力機能

(動作)

カウント入力 ||| |||||||||||||||||||| ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

リセット入力                     「¬

ソ フ ト ゲ

ー

ト    

「

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 一 一 一 一 一 一 一 一

ギ

ー ~ ~ ~ ~ ¬

カウント値

割 込

(サンプルプログラム)

( H 1 0 0 3 )

日 04099 MOV SW016

R0010

↑トーーーー[ 02000 MOV SW018

削 HD側 00 MOV SW018

SW16に 4099(H1003)を セットすることで、 1相アップカウンタ、CHlの みが

選択されます。R010が ONに なると設定値2000が SW18に 書き込まれます。R01

0が ONの 間はソフトゲート (S240)と 割り込み許可フラグ (S241)が ONと なり、

カウンタ機能が許可されます。これにより、設定値2000ま でのリングカウンタとして機能

します。カウント値はSW22に 格納されます。

R010が OF戸 の時、R011が ONに なると、D100の データ (カウンタプリセット値)

がカウント値にプリセットされます。
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10章  特殊入出力機能

10。 3.2 1相 スピー ドカウンタ

サンプリング同期毎に、カウント入力がOFF→ ONに なつた回数をカウントします。カウン

ト値はカウントホールドレジスタに格納されます。

このカウンタはソフトゲートがONの 間、機能します。ソフトゲートがOFFに なるとカウン

トホールド値はOに リセットされます。

サンプリング同期は10～ 1000ms(10ms単 位)に 設定できます。

カウント値は0～ 65535(H0000～ 日FFFF)(16ビ ット)で す。

(使用入力)

カウント入力 (X000, ×001)

ON/O FI FIパルス幅 :100Hs以 上 (max.5kHz)

(使用レジスタ)

SW16:10。 1項参照

補足

スピードカウンタ機能を両CH.共 使用する場合、×000,X001は 通

常の入カデバイスとしては使用できません。

しかし、片方のCH.の みをカウンタとして使用する場合は、不使用のCH.

側のデバイスは、通常の入カデバイスとして使用できます。

機 ヒ
ヒ

合
日 レジスタ/デバイス 備 者

CH. 1 CH. 2

カウント入力 XOOO ×001

サンプリング同期設定 S W 1 8 SW20 データ範囲:1～100(10～ 1000ms)

カウントホール ド値 SW22 SW23 データ範囲 :0～65535

(H0000-HFFFF)

ソフトゲート S240 S248 ON時 カウンタイネーブル

割り込みはありません。
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10章  特殊入出力機能

(動作)

カウント入力

サツフ
°
リツク

・
周期

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

ソフトゲート__」=王王王=王正三正三王王=王王王王王王王王王王L上___

内部カウカ値

カウツトホールド値

(サンプルプログラム)

SW16に 5123(H1403)を セットすることで 1相スピードカウンタ、CH.1の み

が選択されます。

SW18に データ 10が 書き込まれ、サンプリング同期は100msと なります。

R010が ONの 間ソフトゲート(S240)が ONと なり、スピードカウンタが機能します。

カウントホールド値はSW22に 格納されます。
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10章  特殊入出力機能

10.3.3 パイパルスカウンタ

90° 位相差パルスによつてアップ/ダ ウンカウントを行うカウンタです。A相 が進みの場合

アップカウント、B相 が進みの場合ダウンカウントを行います。

パルスの立ち上がりと立ち下がりをカウントしますので次のような場合は4ロ カウントさ

れます。

小   立   小   ↓
A相

B本目

A相

B相

アップカウント ダウンカウント

カウント値が設定値 1も しくは2に 達すると 1/0割 り込みプログラムが起動されます。 (書」

り込み許可フラグONの 時)カ ウンタはソフトゲートがONの 状態で機能します。ソフトゲー

トが①FFの 場合、カウント値を0に リセットします。

また、リセット入力がONに なつた時も、カウント値をOに リセットします。カウント値をプ

リセットする場合はソフトゲートをOFFに し設定値 1(ま たは2)レ ジスタにプリセット値

をセットし、カウントプリセットフラグをONに します。

設定値 1(ま たは2)の 変更は、ソフトゲートがONの ままで行えます。

カウント値は-2147483648～ 2147483647

(H80000000～ H7FFFFFFF)(32ビ ット)で す。

(使用入力)

A相   (XOOO)

B相  (×001)

ON/OFFパ ルス幅 :100Hs以 上 (max.5kHz)

リセット入力  (X002)

ON/OFF時 間 :2ms以 上

(使用レジスタ)

SW16:10。 1項参照

小  炒  小  ↓

機 し
し

ム
ロ レジスタ/デバイス 備者

A相 入力 ×000

B相 入力 ×001

リセット入力 ×002

設定値 1 S W 1 9 ・ S W 1 8 データ範囲 :

-2147483648-2147483647

(H80000000βVH7FFFFFFF)

設定値2 SW21・ SW20

カウン ト値 SW23・ SW22

ソフトゲート S240 ON時 カウンタイネーブル

割り込み 1許 司 S241 ON時 割り込み 1イネーブル

カウント1プ リセット S243 カウント1プ リセット実施時ON

割り込み2許 可 S249 ON時 割り込み2イ ネーブル

カウント2プ リセット S24B カウント2プ リセット実施時ON

設定値 1通過時 :

設定値2通 過時 :

1/0割 り込みプログラム#1

1/O割 り込みプログラム#2
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(動作)

アップカウント  ||| ||||||||||||||||||||  ||||||||||||||||||‖

ダウンカウン

リセット入力                      同

ソフトゲート    |                  !     |

2147483647

rH7FFFFFFFヽ

設定値 1

カウント値

設定値2

‐‐‐2147483648

(H80000000)

割 込
1  1

(サンプルプログラム)

(H0803)

02051 MOV SW016H
R0010

00000 MOV SW019 15000 MOV SW018

20000 MOV SW02000000 MOV SW021

R0010

Ｈ 00000 MOV SW019 H D0100 MOV SW018

SW16に 2051(H0803)を セットすることでバイバルスカウンタが選択されます。

R010が ONす ると 15000が 設定値 1、 20000が 設定値2に セットされます。

R010が ONの 間ソフトゲート (S240)、 割り込み 1許可フラグ (S241)割 り込み

2許 可フラグ (S249)が ①Nに なリカウンタが機能します。

カウント値はSW23。 SW22(倍 長)に 格納されます。

R010が OFFの 時、R011が ①Nに なるとD100の データ (カウンタプリセット値)

がカウント値にプリセットされます。

Ｈ

Ｈ

１ ‐

問

ＲＯ

引
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10.4 割込入力

割り込み入力がOFF→ ON(ま たはON→ OFF)に 変化したときに、通常のプログラム処

理を中断し、 1/0割 り込みプログラムを直ちに実行します。

割り込みに入力は2点 あり、各々、立ち上がり (OFF→ ON)検 出、立ち下がり (ON→ 〇

FF)検 出を選択できます。

割り込み 1が発生したときは 1/0割 り込みプログラム#3を 、割り込み2が 発生したときは

1/0割 り込みプログラム#4を 実行します。

(使用入力)

割込入力 (X002,X003)

ON/OFFパ ルス幅 :100μ s以 上

(使用レジスタ)

SW16:10。 1項参照

割込入力 1 XO02 1/0割 り込みプログラム3

割込入力2 XO03 1/0割 り込みプログラム4

(動作)

割込入力 1

割込入力2

割 込 |   | |  |

3   4 3 4

(入力の立上りで割込を検出する場合の例)
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(サンプルプログラム)

メインプログラム

1卜H(開10V釧側6
1/〇 割込プログラム帯3

１

　

　

２

　

　

３

１

　

　

２

　

　

３

1/〇 割込プログラム#4

割込プログラムB

IRET ト

SW16に 12357(H3045)を セットすることで、割り込み入力機能 (2点 、立

ち上がり検出)が 選択されます。

XO02が ①FF→ ONに 変化した時、割り込みプログラムAが 実行されます。

XO03が OFF→ ONに 変化した時、割り込みプログラムBが 実行されます。

割込プログラムA
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10.5 ポリューム入力

T1/TlSに 装備されているボリュームの値をデイジタル値 (0～ 1000)に 変換し、特

殊レジスタSWに 格納します。

SWレ ジスタのデータはタイマの設定値やパラメータ設定などに活用できます。

(使用レジスタ)

機  能 レジスタ 備 者

ボリュームVO SW30 データ範囲 :0～ 1000

ボリュームVl SW31

(動作)

下げる 上げる 下げる 上げる

(サンプルプログラム)

Y0

この例は、Y020の フリッカ回路です。フリッカの同期をボリュームVOで コントロー

ルします。

０００

Ｖ ‐

‐
―
Ｉ
Ｖ

Ｏゃ
３ＷＳ０００

Ｖ。

‐
―
―
）

０”‐０３ＷＳ
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10.6 パルス出力

50～ 5000Hzの 周波数のパルス列を出力します。 (lHz単 位)

出カモードはCW/CCWと パルス/方 向のどちらかを選択します。

CW/CCWモ ードでは50～ 5000Hzを 設定した場合はCWパ ルス出力、-50～ -5

000Hzの 場合はCCWパ ルス出力となります。

パルス/方 向モードでは、50～ 5000Hzの 場合はDIR(方 向指定)が OFFに なり、
-50～ -5000Hzの 場合はDIRが ONに なります。

(CW/CCWモ ード)

C W

ccw             「]同 口日日口「司

(パルス/方 向モード)

PLS

DIR              I          I

パルス出力はパルス出力許可フラグがONで 許可されます。パルス出力許可フラグがONの 間

設定した周波数のパルスを出力します。パルス出力中に周波数を任意に変更できます。しかし、

パルス出力中に、パルス出力方向を反転 (逆方向)さ せることはできません。 (パルス出力中

に 1000→ -1000Hzに 変更するということはできません)

この機能はステッピングモータのスピードの制御などに活用できます。

(使用レジスタ)

SW26:10.1項 参照

周波数設定値が50～ 5000、 -50～ -5000の 範囲以外となつている時にS270

をONに するとエラーフラグS26戸 がONに なります。正常な周波数を設定すればパル

ス出力機能は継続されます。

機 能
レジスタ/デ バイス 備  者

CW/CCW パルス/方 向

C W パルス Y020

C C W 方向指定 Y021

パルス出力許可 S270 ON時パルス出カイネーブル

周波数設定 SW28 データ範囲:-5000～-50

50ハV5000

周波数設定エラーフラグ S26F エラー時ON(自 動的にリセット)
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(動作)

パルス出力許可

周波数設定

周波数

パルス出力

(サンプルプログラム)

MOV SW026

SW26に 3(H0003)を セットすることでパルス出力機能CW/CCWモ ードが選

択されます。

R000が ONす るとD100の データ (周波数データ)で パルス出力が行われます。

異常な周波数を設定した場合はエラーフラグ (S26F)が ONと なり、パルス出力許可

フラグ (S270)が OFFと なり、パルス出力はストップします。

３００００

Ｈ
D0010
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10.7 PWM出 力

設定したデューテイ比のパルス列を出力する機能です。0～ 100%の デューテイ比をコント

□―ルします。 (1%単 位)

ONテ
'ューテイー1   50%   1    700/0    1   60°/O    i

PWM
|  |  |   |  |  |  |  |

T    I T=パ ルス同期

PWM出 力許可フラグがONの 時、PWM出 力が出力されます。PWM出 力中にONデ ューテ

ィ比を0～ 100%の 間で変更できます。

PWM出 力許可フラグをONに する前に、周波数を50～ 5000の 範囲で設定します。 (P

WM出 力中の周波数変更はできません。)

Tlで はパルスのON/OFF時 間の設定最小時間は 100mSに なつています。

よつて、周波数によつて設定できるONデ ューテイ比が制限されます。

ONデ ューテイ設定値が異常な場合 (0～ 100以 内の設定でON/OFF時 間が 100HS

未満となる)、 パルス幅エラーフラグがONし ます。この場合、PWM出 力は継続されますが

デューテイ比は保障されません。

周波数 サイクル時間 設定可能デユーテイー比

50-100Hz 20-10ms 0～ 100%

200Hz 5 m s 0,2～ 98, 100%

1000Hz l m s 0, 10～ 90, 100%

5000Hz 200μ s Ｏ 50, 100%

(使用レジスタ)

SW26:10.1項 参照

補足

周波数設定値SW28、 ONデ ューティー設定値SW29に 範囲外のデータ

が設定されたとき、周波数設定エラーフラグS26F、 ONデ ューテイー設

定エラーフラグS26Eが ONに なります。

PWM出 力は前に設定した値で出力を継続します。

機   能 レジスタ/デパイス 備 者

PWM出 力 Y020

PWM出 力許可 S270 O NttPWM出 カイネープル

周波数設定 SW28 データ範囲:50～5000

ONデ ューテイー設定 SW29 データ範囲:0～100

パルス幅エラーフラグ S26D

エラー時ON(自 動的にリセット)ONテ
Ⅲ
ューテイー設定Iラーフラク

・
S26E

周波数設定エラーフラグ S26F
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(動作)

PWM出 力許可

％０７

10%

ONテ
・
ューテイー設定   10

ONテ
｀
ューテイー

PWM出 力

(サンプルプログラム)

SW26に 1(H0001)を セットし、SW28に 100を セットすることで 100Hz

のPWM出 力が選択されます。

R005が ONす るとD200に 設定されたONデ ューティー比でPWM出 力が行わ

れます。

異常なONデ ューティー比を設定した場合、ONデ ューティー設定エラーフラグ (S26

E)が ONに なりPWM出 力許可フラグ (S270)が OFFに なります。 (PWM出 力

停止)

H00100 MOV SW028
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